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「えっ!?」

　７月２日。

　私立愛あい洲す学院、放課後の図書室。

　参考書とノートを広げて期末テストに向けて勉強をしていた友とも利り梓あずさが声を上げた。

「んー？　どしたの、梓？」

　勉強を始めて１時間半。

　すっかり飽きたのか、桜色の口唇くちびるにペンを咥くわえて退屈そうにしていた風かざ見み千ち冬ふゆが訊たずねる。

「あはは、ちょっとね」

　軽やかな栗くり色いろのボブカットを揺らしながら、友利は隣に座る俺をジト目でにらんできた。

　いつもは生後数ヶ月の子犬なみに愛あい嬌きようたっぷりの顔には、あきらかな不満が。

「鍵かぎ坂さかくん。今隣のクラスの長は谷せ部べさんから武たけ村むらくんと別れたってラインがきたんだけど、何か心当たりはない？」

「ないな」

「ホントに？」

「大したことはしてない。昨日長谷部に『そんなに悩んでるんなら武村と別れた方がいいんじゃないか？』ってアドバイスしただけだ」

「十分大したことじゃん！」

「少し背中を押しただけだ」

「崖から突き落としたの間違いでしょ!?」

　図書室なせいか、少し抑えたソプラノボイスで叫ぶ我らがクラス委員長。

「えっ!?　長谷部さんと武村さん、別れてしまったんですか!?」

「お似合いに見えたけどね」

　一緒に勉強していた神じん宮ぐう寺じ鈴すず香かと穂ほ村むら翼つばさがやや驚いた表情を浮かべた。

　俺こと鍵坂君きみ孝たかを入れたこの五名が本日の期末テスト勉強会メンバー。

　はっきり言って、俺だけ浮いている。

（まあ、当然か）

　学年一のイケメン、大企業の令嬢、銀髪ギャル、そして友利梓。

　俺以外の四人はクラスカーストどころかスクールカースト上位メンバー。

　最近まで一人も友だちがいなかったぼっちで陰キャな鍵坂君孝がなぜこんな陽キャパーティーの仲間入りをしているかというと、

「答えて？」

　すべては隣に座ってる『みんなの友だち』のせい。

　つい１ヶ月ほど前、俺は友利の友だちになった。

　そして、友利の仕事を手伝うことになった。

　各部活の助すけっ人と。

　友利の友人たちから寄せられたお悩み相談。

　学院で起きたトラブルの解決。

　今日もその一環で『千冬に勉強を教えるから手伝って？』とこの図書室に呼び出されたわけだが──。

「なんでまた別れさせたの!?　長谷部さんと武村くん、すっごく仲良かったじゃん！　二人ともバスケ部のレギュラーで、さっき穂村くんが言った通りお似合いのカップルだった！　なのにどうして……！」

「俺に相談しにきた時点で、長谷部はある程度答えを決めてたはずだ」

「どういう意味？」

「頭のいいあんたならわかるだろ。友だちでもなんでもない俺に背中を押された程度で別れるってことは、交際を解消するきっかけを探してたってことだ」

「………っ」

「仲が良さそうに見えても、長谷部と武村にしかわからない何かがあったんだと思う」

「たしかにそれは一理あるかも。でもさ」

　ずいっと友利は端整な顔をこちらに近づけてきた。

「ねえ、ぼっちくん？　最近みんながキミをなんて呼んでるか知ってる？」

「さあ」

「別れさせ屋。Ｍｒ．縁切り。逆マッチングアプリ」

「──すごいな」

「でしょ？　キミはコミュ力ゼロなロクデナシだけど、さすがにここまで悪評が広がるとは思ってなくて──」

「さては全部友利が考えたあだ名だろ？」

「は？」

「どれもパンチが効いてる。考えたヤツはかなりのひねくれ屋だ」

「あはは。私ならまどろっこしいことせずにキミに直接パンチかますかな～。手首のひねりが効いた強烈なヤツを」

「さすが毒舌先進国。毒舌貿易による毒舌輸出が止まらないな」

「優しさ開発途上国なキミにはふさわしい外交方針じゃない？」

　図書室という名のリングで、軽口と毒舌が交錯。

　薄くて可か憐れんな口唇で、友利は口こう撃げきを続ける。

「キミに恋愛相談したカップルはもれなく破局してるの。五組連続でね」

「長谷部たちを入れたら六組だ」

「この国の少子化を助長するのはやめてくれない？」

「そもそも俺に相談事の何割かを任せたのは友利だぞ？」

「キミが私の仕事を手伝うって言うから仕方なくね」

「少しは友利に楽をさせてやれてるはずだ」

「だからって恋愛相談でひたすら別れを勧めるのはどうなの!?」

「相談者も楽にしてやりたくてさ。もう苦しむことがないように」

「す、すごい！　鍵坂さん、ベテランの殺し屋さんみたいなことをおっしゃってます！」

「むしろ安楽死を勧める闇医者って感じでしょ？」

　冷血な鍵坂にはぴったりだわ、と千冬が棘とげのある声で付け足した。

　以前から千冬は俺のことを嫌っていた。

　それはとある理由から俺が現実での千冬との接触を避けてたからなんだが……。

（最近、態度が少し変わったような）

　前は嫌いつつも、俺とオタ友になりたいと言ってくれてた。

　しかし、最近はそんな素振りはゼロ。

　俺と友利が相棒同士になったくらいから、あきらかに俺への態度が冷たい。

「まあまあ」

　仲裁に入ったのは穂村だった。

「友利さんもあんまり熱くならないで？　破局したカップルの中にはもう新しい恋人ができた人たちもいるんでしょ？」

「あ、その話は私も耳にしました！」

「たしか梓が新しい相手を紹介したのよね!?　さっすが『みんなの友だち』！　鍵坂と違ってアフターケアも万全だわ！」

「………っ」

　何かを言いかけたが、「それほどでもないよ～。それより勉強の邪魔しちゃってごめんね」と笑顔で会話を打ち切る委員長。

　そのまま、こっそり膝の上で赤色のスマホをタップして、




《……Ｋくんの、ばか》




　ＳＮＳツイツターに気持ちをぶちまけた。

　アカウント名は tomochan。

　そう、現実では素直になれず毒舌ばかりな友利梓は裏アカに本音を書きこんでいる。

《せっかく心配してあげたのに……》

《鈍すぎ》

《この様子じゃ私が片かた想おもいしてるってことにも、全然気づいてないんだろうなぁ》

　あいにく全部気づいてるからな？

　なんて言ったら羞恥心のあまり相棒が窓からヒモなしバンジーでも敢行しそうなので、今は自分のスマホでこっそり裏アカをのぞくだけにする。

　現実で俺と仲良くすると友人たちに嫉妬されるため、彼女はいつも俺に口ゲンカを仕かけてくるが……。

（ちゃんと理解してるつもりだ）

　友利が心配してくれてるってことはさ。

【やっぱり、言おうよ】

　かすかに息を呑のむ。

　ＳＮＳで気持ちを発散するだけじゃ物足りなかったのか。

　友利が俺にラインを送ってきた。

【ダメだ。秘密にしてくれ】

　勉強再開した穂村たちに不審に思われないように、何食わぬ顔でスマホをタップしてメッセージを返す。

【打ち明ければいいじゃん。破局した人たちに合いそうな新しい交際相手を見極めて選んでるのは実は鍵坂くんだって】

【直接あいつらに紹介してるのは友利だ】

【だから余計に嫌なの。おいしい見せ場だけもらってる気がしてさ】

【印象の問題さ。俺みたいな陰キャとみんなの友だち。あんたが紹介した方がみんな素直に受け入れる】

　医療業界のエリートを数多く輩出してきた『鍵坂』という名家で育って身に染みたことがある。

　人はレッテルというものを重視する。

　たとえば裁判では、弁護士が被告人の衣服や容姿を整えさせることがある。

「身なりがいいしマトモそう」というレッテルを貼ることで、裁判員の心証を少しでもよくするために。

（よく考えて行動してるつもりでも、無意識のうちに印象レツテルに引っ張られることは多い）

　不愛想な問題児ってレッテルが貼られた俺よりも、誰からも好かれる学院のヒーローの方が他人を動かしやすい。

【俺だって無理やり別れさせてるわけじゃない。相手の心情を見極めて、慮おもんぱかって、最善の判断をしたつもりだ】

【けど、これじゃキミの印象がますます悪くなるじゃん】

【俺が活躍したらそれ以上に反感を買う】

　むう、と納得いかなそうに隣で頬ほおをふくらませる友利。

　俺たちが友だちになった後、あきらかに周囲がざわついた。




『あの陰キャぼっちがマジメに副委員長の仕事をするとは……』

『さすが友ちゃん！　鍵坂を飼いならすなんて！』

『でもさ。なんで学級委員以外の仕事まで手伝ってるの？』

『まさか付き合ってるんじゃねえよな!?』

『いいや、顔合わせても口ゲンカばっかりだし……でも万が一ってことも……！』




　友利梓は私立愛洲学院の友だちになれるアイドル。

　陰キャ女子から陽キャ男子まで分け隔てなく優しさを振りまき、交友関係を拡大し、彼らのお悩みを解決してきた。

　おかげで想いを寄せるファンは半額セールにして投げ売れるほどに多数生息。

　しかも、友利はソイツらからの告白をすべて断ってるしな。

【あんまり目立つと友利フレンズに袋ふくろ叩だたきにされる】

【私の友だちのせいにしないでよ】

【誰彼構わずいい顔しすぎなんだよ、八方ビッチ】

【私以外の友だちがゼロなぼっちくんよりはマシじゃない？】

【くっ……俺だって友だちはいるさ】

【ネットのオタ友さんだっけ？　どんな人かいっそ会ってみたいよ。キミみたいな束縛野郎と友だちになれる人間が私以外にいるなんてさ】

【……束縛野郎？】

【いっつも私のスケジュールを管理してるじゃん。今日はどの部活に助すけっ人とに行って、明日は誰の相談に乗るのか……ぜーんぶ細かく決めてさ】

【むしろお礼を言ってほしいくらいだ】

　６月から相棒としてトラブルシューター活動をしてわかった。

　友利梓の生活はブラック会社員なみにハード。

　相談事に乗るだけじゃなく、文化系から運動系まで幅広く部活の助っ人を務め、みんなに頼られている。

　それは友利梓がムードメーカーならぬ、ムードアッパーだからだ。

　助っ人する相棒の姿を見ててわかったが、友利がいるだけであきらかに場の雰囲気が変わり、周囲の士気が上がる。

（強豪校相手の練習試合でも勝利を挙げられるほどに、チーム力が強化される）

　天性のリーダーシップ。

　誰もがうらやむ明るく欠点のない性格。

　さらには愛あい嬌きようにあふれた容姿が原因だろうが……。

【さすがに働きすぎだ。俺が管理しなきゃ間違いなく過労死してたぞ】

【そんなこと言って。私を束縛したいだけなんじゃない？】

【その言葉そっくりそのまま返す。俺の食生活を束縛しやがって】

【本日のローストビーフサンドはいかがでしたか？】

【ぐっ!?　……おいしかったよ】

【おやおや、やけに素直だねぇ、ぼっちくん？】

【八方ビッチさんは性格悪いからな。下へ手たにごまかしたら『だったらなんで毎回完食してるのかな？』ってニヤニヤするんだろ？】

【せいかーい♪】

　隣でちょっぴり頬をゆるませる友利シェフ。

　そう、俺がスケジュールを管理する代わりに友利は条件を出した。

　月水金の週に３日、友利が作ったお弁当をお昼に食べること。

　もちろん友利フレンズにバレないようにお弁当の受け渡しは秘密裏にやってる。

【なんで条件がお弁当なんだよ？】

【キミの食生活が壊滅的なのが悪い。お昼が野菜ジュースにエネルギーバーだけの日もあったでしょ？】

【昼休みはさっさと食事を済ませて勉強したいんだ】

【栄養不足で倒れられたら私にまで迷惑がかかるの。それにお弁当を作ってあげるくらい、友だちなら普通だよ】

　またそれか。

　友だちなら普通だよ。

　それはここ１ヶ月の友利梓の口癖だった。

《ああ！　友だちなら普通！　なんていい言葉なんだろう！》

《tomochan 天才すぎない!?》

《この言葉を盾にすればＫくんと自然に仲良くできるもん！》

　盾というかむしろ矛にして大暴れしてるよな？　と裏アカでウキウキな tomochan に内心ツッコむ。

　週３でお弁当を作ったり。

　土日に星ほし宮みや珈コー琲ヒーに俺を呼び出して二人で勉強したり。

　さらには学級委員の仕事の打ち合わせをしようと深夜までラインをしたり……。

（まあ、俺も付き合いすぎな気もするが）

　ただ、手作り料理とは無縁だった胃はすっかり友利ランチの虜とりこだし。

　成績２位のライバルと勉強するといつもより集中できるし。

　いつもの毒舌軽口悪態を混ぜつつも、他愛たわいもない会話ラインをするのも……まあ、悪くは──。

（──いや、流されるな）

　友利の目標は、俺から告白されるような人間になること。

　対して俺のルールは、高校生活では恋愛をしないこと。

　実家から自立して独り立ちするために、今は勉強に集中したい。

（それに）

　普段は口ゲンカばっかりだけど、友利梓は鍵坂君孝にとって恩人で、これ以上ないくらいいいヤツだ。

　誰からも愛される『みんなの友だち』に俺みたいな人間はふさわしくなくて──。

《というわけで、本日の作戦開始》

　！

《イベントまで時間ないもん》

　………。

《この機会にＫくんとの距離を縮めてみせるぜ～！》

　イベント。

　たぶんそれはテスト明けにある……と俺が考えた瞬間だった。

　左手に柔らかな感触が触れる。

　机の下。

　周囲にバレないように、友利がこっそり俺と手をつないできた。

【何してるんだ？】

　細い指のやわらかさと温かさを感じながらも、右手でスマホを操作してラインを送る。

　すると、両利きな友利は左手で器用にスマホをタップ。

【今日の図書室、エアコン強いでしょ？　指先が冷えちゃってさ】

【俺の手をカイロにするな】

【友だち同士なら手をつなぐくらい普通だよ？　まったく、陰キャなぼっちくんは常識が足りないなぁ】

　いつも通りの塩対応。

　チラッと隣を見ると、友利は涼しい顔でスマホをいじっていた。

　たしかに陽キャで友だちが多い友利からしたら、手をつなぐのなんて全然大したことじゃないのかもな。

《ああああああっ！》

《ふぉおおおおおおおおおおっ！》

《心臓がうるさすぎるぅ！　つないだ手から私の鼓動がＫくんに伝わってるかもああああダメだダメだダメだＫきゅんＫきゅんＫきゅんしゅきしゅき大しゅきぃ！　キミへの想おもいが大渋滞！　この気持ちがバレたら全部Ｋきゅんのせいだ～！》

　ホントあいにくだが全部バレてるからな？

　あんたは飼い主と感動の再会を果たした迷い犬か。

　手をつないだくらいではしゃぎすぎだろ。

《うう、心臓パンクしちゃいそう》

《Ｋくんも周りにバレないかドキドキしてるはず》

《そのドキドキをときめきと勘違いしてくれれば～！》

　なるほど、吊つり橋ばし効果か。

　危機的状況に置かれた人間同士は恋愛関係に発展することがある。

　吊り橋を渡ってるときの緊張感を相手への感情ドキドキと勘違いするように。

（だからわざわざ人の多い図書室でこっそり手をつないできたわけか）

　さすが完璧な優等生、頭を使った作戦だ。

　ただ、悪いな委員長。

　これ以上あんたの作戦に乗るつもりはない。

【他の男ともよくこうしてたのか？】

【ふふ、どう思う？】

　余裕ありげなライン。

　友利のことだから、俺がヤキモチを妬やいてるかもみたいな期待をしてるんだろう。

【友利ならよくやっててもおかしくないか】

【えっ】

【要求通り手は貸すよ。その代わりしばらくライン送らないでくれ。スマホで調べものするのに集中したい】

　そっけないレシーブを返す。

　わずか５秒後、すさまじい速度でツイートが更新。

《えっ？　何？　その反応？》

《待って待って待って嘘嘘嘘違う違う違う!?》

《私が好きなのはＫくんだけ！

　誰とでも触れ合う八方ビッチじゃないよぉ～！》

　よし、読み通りだ。

　このまま手を離してくれると助かる。

　そうすればこっちからは二度と握り返したりしない。

　正直な話……俺だって平然な表情を保つのに苦労してるんだ。

「！」

　瞬間、呼吸が止まった。

　こっそり友利の横顔をのぞくと、大きな瞳がわずかに潤んでいた。

《……ダメだな、私》

《なんでいつも上手うまくいかないんだろ。

　毎回素直になれなくて、必要以上に口が悪くなっちゃうし》

《Ｋくんに軽薄な子だって嫌われちゃったかも。

　もしそうなら、もう二度とこうして手をつないだりできないのかな……》

　つぶやきと同じくらいに、友利の表情は重く沈んでいた。

　今にも瞳に浮かんだ涙がこぼれそうなくらいに。

（この恋愛脳め）

　落ちこみすぎだろ。

　嘆息しつつも、胸をざわめかせるのは特大の罪悪感。

　こんな顔させたくてあんなラインを送ったんじゃないのに……。

（……何が『完璧な優等生』だ）

　さっきの自分の考えをひどく後悔した。

　学院のみんなは友利梓を怪獣と戦う巨大なヒーローみたいに頼りにしている。

　だけど、俺だけは知ってる。

　本当の友利梓は自分の恋愛に関してはとんでもなくポンコツで、

　好きな相手と距離を縮めるとなると笑ってしまうくらい不器用になって、

　割とすぐに落ちこんで、

　誰にも言えない悩みをＳＮＳで吐き出してる。

　そんな、どこにでもいる等身大ふつうの女の子なんだ。

「ひあっ」

　響いたのは、友利の小さな悲鳴ソプラノ。

「ん？　どうかした？」

「な、なんでもないよ？」

　上ずった声で千冬に返答。

　そしてすぐさま俺にライン。

【どういうつもり!?】

　友利の視線はスマホと俺の左手を行ったり来たり。

　原因は、俺が手のつなぎ方を変えたこと。

　互いの掌てのひらを合わせて、指を絡め合って、体温を分け合うような。

　いわゆる、恋人つなぎ。

【ちょっと確認したくてさ。友利ってやっぱり他の男と手をつないだことないだろ？】

【はあ!?　そんなことないよ！】

【嘘つけ。恋人つなぎしたぐらいであわててるくせに】

「なっ」

　俺にしか聞こえないほどにか細い声。

　積もったばかりの雪みたいに白い肌が一気に朱色に染まる。

　友利はきゅっと口唇くちびるをかみしめながら、恥ずかしさを堪こらえるようにスマホを操作。

【あわててなんかないもん】

【じゃあしばらくこのままでいても平気だな？】

【当然でしょ？　キミの方こそあわてふためかないでよね？】

【我慢比べか】

【勝つのは私。今度の期末の前ぜん哨しよう戦せんだね】

【テストでも俺に勝つ気か？　あいにくトップの座は譲れないな】

　聞こえてくるのは千冬たちが勉強をしているペンの音。

　別のテーブルにいる生徒が本のページをめくる音色。

　天井に備え付けられた空調装置の稼動音。

　窓の外から届く運動部の声。

　７月の放課後の図書室。

　その静寂の中で、こっそりと、夏服姿の女子の小さな右手をぎゅっと握る。

「っ」

　こ、このっ！　と言いたげな目つきでにらんでから、友利はお返しと言わんばかりに俺の左手を握り返す。

【どう？　これくらいへっちゃらだよ】

【顔が完熟りんごなみに赤いぞ？】

【キミの方こそ】

【夕ゆう陽ひが当たってるせいだ】

　友利の角度からは夕陽に染まった俺の顔が見えてるはず。

　これなら言い訳がきく。

　恋人つなぎしてることで、ガラにもなく頬ほおが赤くなってることに。

（まあ、少し照れくさいだけ。大したことないさ）

　その証拠に冷静に状況を分析できる。

　恋人つなぎをしたおかげで、決壊しかけた友利の涙をストップできた。

　裏アカを見なくてもわかる。

　俺とは違って、友利は心の中ではいつもみたいに大はしゃぎしてるはずだ。

《……ずるいよ》

　しかし。

　裏アカに表示されたのは、予想とは真逆のツイート。

《急に恋人みたいなことするなんて》

《こんなマネされたら》

《私のことが好きなのかもって、期待しちゃうじゃん》

「っ」

　あまりにもかざらない本音に、心の奥を急襲された。

　──今日はこれ以上ツイートを見るのはやめよう。

　即決断してから問題集に集中。

　友利もスマホからを手を離して参考書を読んでいた。

　相変わらず、俺と恋人つなぎをしながら。

（──ああ、まったく）

　たしかに友利梓はいいヤツで、たった一人の学友で、大事な相棒だが、俺はこれっぽっちも意識してない。

　だから、ありえない。

　ぎゅっと机の下で手を握り合っているせいで、かすかに伝わってくる友利の脈拍。

　早鐘みたいに駆け足なメロディ。

（……勘違いするな）

　今俺が感じてるのは、あくまで友利梓の音。

　鍵坂君孝の音じゃない。

　そうだ、ありえないさ。

　とても冷静じゃいられなくなるくらいに。

　まるで好きな子と手をつないでるみたいに、自分の胸が騒いでる……なんてことは。







[image: 第２話　みんなの憧れの裏の顔]




「げっ」

　翌日の昼休み。

　生徒会室へと続く廊下を歩いてたら、前からやってきた千ち冬ふゆが不機嫌そうな声を上げた。

「なんで鍵かぎ坂さかがここにいるのよ」

「生徒会室に用事があってさ」

「ふうん。てか、やめたんだ。私のこと無視するの」

　前はロクに話そうとしなかったくせにさ、とにらみつけてくる銀髪ギャル。

　俺だって好きで無視してたわけじゃない。

　そうしないと俺の正体が千冬にバレるかもしれない。

　ネット上のオタ友──センパイと後輩ちゃん。

　それが鍵坂君きみ孝たかと風かざ見み千冬のもう一つの関係。

　ただし、千冬は俺がセンパイだと気づいていない。

「まあ、今さら話しかけてきても遅いけどね。梓あずさと違って私はあんたとは絶対に友だちにならないわ」

「残念だな」

「……むっ。その割には平気そうな顔してるわね。私と友だちになれなくても構わないってわけか」

「そういうわけじゃない」

　なんで友だちになりたくないか知ってるだけだ。

　昨夜のＤＭでもオタ話の合間に、




『センパイ～！　聞いてくださいよ～！』

『どうした？』

『前に話したでしょ？　私の幼なじみに気になってる男がいるって』

『したな』

『ソイツと梓がついに友だちになって、最近はやけに一緒にいて、二人で学級委員の仕事とかもしてて、その分梓と私がすごす時間が減ってて……』

『もしかして、さみしいのか？』

『わあああああん察しよすぎっすよ～！　梓の恋を親友として応援したい！　でもさみしいものはさみしい～！』




　親友が俺と相棒同士になったことに、とても一言じゃ言い表せない感情を抱いてるんだろう。

（今まで通り現実では千冬を避けることも考えたけど）

　友とも利りと一緒にいることが増えた結果、彼女の親友である千冬と会うことも増えた。

　なのに会話を拒否し続ければ、余計な疑念を持たれるかもしれない。

　センパイ＝鍵坂君孝なんじゃないかと。

「ところで」

　考えこんでいると、千冬が話を変えるように訊たずねてきた。

「あんた、プロムは梓と踊るの？」

「そんな約束はしてないな」

　今のところは、と心の中で付け加える。

　プロムはこの前友利が裏アカでつぶやいてたイベント。

　終業式の後に、愛あい洲す学院の２年生が参加する学院主催のパーティーだ。

「珍しいよな。プロムって海外の高校のイベントだろ？」

「そうね。洋ドラとか観みてるとよく出てくるわ」

　アメリカとかでは割とメジャーな催もよおしで、あっちでは３年生が卒業前に行うことが多いが、愛洲では２年生の一学期末に行われる。

「外部受験組のあんたにはわかんないかもしれないけど、プロムは愛洲の生徒にとって憧れのイベントなの」

「たしか２年生しか参加できないんだろ？」

「基本はね。ただし、生徒会メンバーは監督者って名目で学年が違っても全員プロムに参加できるわ」

「なるほど」

　会場は一夜だけ豪華な内装がほどこされた体育館。

　参加者はレンタルのドレスやタキシードで着飾るのが通例だとか。

「海外のプロムだと、参加前にパートナーを選んでダンスに誘うってルールがあるよな？　愛洲はどうなんだ？」

「必ずしも誰かと踊る必要はないわ」

「へえ」

「ただパーティーに参加して談笑したり、豪華な食事に舌鼓を打つだけでもＯＫ。ただし、愛洲は超進学校。いわゆる上流階級出身の生徒も多い。社交ダンスの経験がある生徒も割といるの」

「経験がない生徒も多いだろ？」

「ご安心を。毎年生徒会主催のダンス練習会が行われてるわ」

「そういえばそんなことも聞いたな」

　友利が話してたっけ。

　そしておそらく、友利は俺にダンスを申しこむ気なんじゃないだろうか。

（社交ダンスか）

　実家にいたころはそういうパーティーに参加することも多かったし、習い事の一つとして叩たたきこまれたっけな。

　だからある程度は踊れるが……。

「みんなが踊りたがるのもわかるわ。プロムにはジンクスがあるもんね」

「？　何だそれ？」

「うわっ、知らないの!?　それでも愛洲の生徒!?　普通誰かから聞くでしょ！」

「あいにくつい最近まで友だちが一人もいなかったしさ」

「この情弱ぼっち！　ま、何はともあれ当日を楽しみにしてなさい。さっき生徒会室に呼ばれたんだけど、私、プロムでピアノを演奏することになったんだ」

「えっ……ホントに？」

「なんでそこまで驚くの？」

　無理もないだろ。

　センパイとして、知っている。

　千冬はギャルっぽい外見をしてるが、音楽一家の生まれでピアノの腕前は全国屈指。

　昔はコンクールで入賞することも当たり前だった。

　けれど、今の彼女は──。

「風見がピアノを弾けるなんて意外だと思ってさ」

　思考を読まれないようにごまかす。

　すると千冬は不機嫌そうに形のいい眉をひそめた。

「私の演奏を聴いて腰抜かさないでよね？　最近は練習サボってたけど、きっちり仕上げてくる。プロムで踊りたい相手もいないし、ピアノに集中よ」

「風見なら引く手数多あまたじゃないか？」

　学年一可愛かわいいなんて評されるほどに千冬の容姿は整っている。

　友利ほどじゃないが大勢から告白を受けててもおかしくない。

「もちろん何人かから誘われたけど、全部断った。だって……」

　シュン、と。

　千冬は銀髪を揺らしながら物憂げな表情で、

「……私が本当に踊りたい人は、この学院にいないもん」

「………」

「はぁ、なんでセンパイはうちの生徒じゃないんだろ」

「とりあえず。学外に好きな相手がいるってことは伝わってきたよ」

「……むっ。同情？　おあいにくさま。急に優しくしてきても、あんたとは踊ってやらないから。私は今言ったセンパイのことが……す、好きなのっ！」

「……おう」

「心の底から愛してる！　センパイは鍵坂と違ってすっごく格かつ好こいいもん！」

「そ、そうか」

「私にとっての理想の男よ！　ワイルドで、頭がよくて、優しくて、私のことをすごく大事にしてくれるの！」

「……そんなヤツ本当にいるのか？」

「はあ!?　なんで疑わしそうにするわけ!?」
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　あまりにもほめられすぎて自分のことだと思えないからだよ！

　後輩ちゃんを大事に思ってるのは、ホントのことだけどさ。

「ふん。これだから陰キャは。あんたみたいなヤツはプロムでも一人でさびしくしてればいいわ。安心しなさい。私の演奏ではげましてあげる」

「俺のために何か弾いてくれるのか？」

「ベートーヴェンのピアノソナタ８番なんかピッタリじゃない？」

　じゃあね、と廊下を去っていく千冬を見ながら苦笑してしまった。

　ベートーヴェンが作曲したピアノソナタ第８番。

　タイトルは『悲ひ愴そう』。

　ぼっちなヤツにプレゼントするにはうってつけの曲だ。

（まあ、当日一人でいる可能性は高いな）

　万が一、俺が踊る可能性があるとしたら友利だしさ。

「──いや」

　他に一人だけいるか。

　そう考えつつ、生徒会室の扉をノックしようとすると──。

「俺、会長のことが好きなんです！」

　中から聞こえてきた声に、思わず手が止まった。

「ごめんなさい。告白してもらえてうれしいけど、今は誰とも付き合うつもりはないんだ」

「………っ！　い、いや、こっちこそすみません。会長はマジメで欠点が何もない女神みたいな人です。俺なんかじゃ釣り合うわけが──」

「自分を責めないで？」

　中の様子は見えない。

　ただ、告白を断った女子の声はひどく優しげだった。

「自分のことを『なんか』なんて言っちゃダメ。キミは部活でもエースだし、去年もインハイでいい結果を出した。ちょっと熱くなりやすいところもあるけど、すごくいい人だってことはよくわかってる」

　思わず聞きき惚ほれるような大人びた声色。

　告白を断った相手へのフォローにしては完璧に思えた。

　だが──。

「だ、だったら！」

　完璧すぎたゆえに、相手に余計な気を持たせてしまったらしい。

「そこまで言ってくれるなら、試しに付き合ってくれませんか!?」

「定さだ岡おかくん……」

「お願いです会長！　絶対後悔はさせませんから！」

　男子生徒の必死な懇願。

　会長と呼ばれた少女はあきらかに困っているようだった。

（どうする？）

　これが赤の他人なら回れ右して帰るところだが、

「失礼します」

　今回はそういうわけにもいかないな。

　というわけで俺はノックをした後で生徒会室のドアを開けた。

「ああ、待っていたよ」

　ガタイのいい男子と向き合っていた亜麻色の髪の女子が声をかけてくる。

「ごめん、定岡くん。少し席を外してくれないか？」

「えっ、会長？」

「鍵坂くんに話があるんだ」

「別に俺は二人じゃなくても構わないぞ」

　タメ口で答えると、定岡と呼ばれた黒髪の生徒がにらんできた。

「おまえ。俺と同じ２年だろ？　上級生には敬語を使えよ」

　告白を邪魔されたことが気に障ったのか、ガタイのいい体を見せつけるように距離を詰めてきた。

（何か格闘技をやってるな）

　制服の上からでも体を鍛えてるのがわかるし、立ってるときの重心が一般人と違う。

　手にできた拳ダコから察するに打撃系。

　たぶん空手か。

「いいんだよ、定岡くん」

「っ!?　け、けど、会長っ！」

「ほら、彼は最近梓ちゃんにできた相棒。梓ちゃんは生徒会の仕事をよく手伝ってくれるでしょ？　だから今後は彼とも一緒に仕事することになるって思ってさ。今日はその顔合わせで呼んだんだ」

「………っ。まあ、会長がそう言うなら……」

　すれ違うときに「調子に乗るなよ」と捨すて台詞ぜりふを残してから、定岡は生徒会室を出ていった。

　残されたのは、たった一人。

　やわらかな笑顔。

　友利が元気で愛あい嬌きようたっぷりだとしたら、彼女は大人っぽくて理知的。

　ウェーブのかかった亜麻色のロングヘア。

　身長は千冬よりやや低いが、体形は彼女以上にグラマラス。

　もし中世のヨーロッパにタイムスリップしたら高名な画家たちがこぞってモデルを頼んだだろう。

　思わずそんな想像を抱いてしまうほどに麗しく母性的な雰囲気。

　それこそ西洋絵画に描かれた女神のように、彼女はおだやかな物腰で微笑ほほえむ。

「ありがとう」

「何のことだ？」

「とぼけないでよ。言い寄られてる私を助けるために、生徒会室に入ってきてくれたんでしょ？」

「そういうわけじゃないさ、会長」

　少しからかうように役職で呼ぶ。

　すると、彼女はどこまでも余裕ありげに頬ほおを緩めた。

「もう、からかわないで。昔みたいに呼んでよ」

「いいのか？」

「もちろん。キミは私の大切な弟分だからね」

　さきほど告白を断った大人びた声とは少し違う、こちらをからかうような悪戯いたずらっぽくて親しげな響き。

　愛洲学院の生徒会長。

　３‐Ａ所属、広ひろ渡わたり星せい羅ら。

　鍵坂君孝の幼なじみは、「ねえ、君孝？」と軽やかに俺を呼んできた。




　　　　＃




『みんなの友だち』

　そう呼ばれる友利梓だが、広渡星羅にもあだ名がある。

　ずばり、『みんなの憧れ』。

　その名の通り星羅は全校生徒からの絶大な支持を得て、高校１年生の10月に生徒会長に就任。

　去年の生徒会選挙でも圧勝してたっけな。
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（友利みたいに文武両道ってわけじゃない）

　本人いわく運動は苦手だが、学力は全国模試で上位に入るレベル。

　さらには代々著名な政治家を輩出してきた家系に生まれ、父親は外務大臣。

　愛洲学院は全国各地からエリートが集まる超進学校。

　その中でも星羅は文句のつけようのないサラブレッドだ。

「コーヒー飲む？　好きでしょ？」

　ただ、当の本人はそんな背景バツクボーンをまるで感じさせないやわらかなスマイルを向けてきた。

「砂糖は二つ？」

「よく憶おぼえてるな」

「子供のころからの付き合いだしさ」

　相変わらず甘党だねぇ、と慣れた調子でコーヒーを淹いれる。

　鍵坂家と広渡家は親戚同士だ。




『広渡の娘さんとは、仲良くしておけ』




　ガキのころに父親から言い聞かされたのを憶えてる。

　鍵坂家は医療業界で確固たる地位を築いていて、政財界にも太いパイプを持つ。

　そのパイプこそが広渡家というわけだ。

「はい、どうぞ」

　カップに注がれたコーヒーを差し出してくる幼なじみ。

「こうして直接会って話すのは久しぶりだね」

「……悪い。俺は──」

「謝ることないよ。君人さんから色々聞いてる」

「兄貴から？」

「『あいつも今は難しい年ごろだから、そっとしておいてやってくれ』ってさ」

「兄貴らしいな……」

「会いにきてくれてうれしいよ。学校では誰ともつながりを作らない。それが君孝のルールだったでしょ？」

「ああ」

　この学院に入学した日。

　星羅と校内で再会したとき、俺は学院では昔のように話したりしないと告げた。

（今考えたら、ひどい話だ）

　きっと星羅は俺のことを気づかってわざわざ会いにきてくれたのにさ。

「入学したころとは変わったねぇ、君孝」

「そうか？」

「梓ちゃんの友だちになって、相棒として彼女の仕事を手伝うようになった。さらには私にも会いにきてくれた」

「星羅とはラインでときどきやり取りしてたろ？」

「毎回私から連絡してたし、キミから連絡をくれることはほぼなかったでしょ？」

　さびしかったよ、と星羅はブラックコーヒーを口に運ぶ。

「ところで、用件はなんだ？」

「さっき言ったでしょ？　顔見せだって。久しぶりに可愛かわいい弟分の顔が見たくてさ」

「嘘うそつけ」

「ひどいなぁ。お姉ちゃんを疑うなんて」

「星羅の猫かぶりには散々騙だまされてきたからな……」

　傍はたから見る分には星羅は魅力的な人間に思える。

　分け隔てなく生徒たちを包み込む温和な性格。

　理知的で大人びた態度。

　容姿も家柄もいいせいか、友利ほどじゃないが友人も多い。

　さっき定岡が『欠点が何もない女神みたいな人』なんて言ってたのもうなずける。

（ただ、誰にだって裏の顔はある）

　たぶん彼女の本性を知ってるのはこの学院で俺だけ。

　星羅は女神というより、小悪魔だ。

「ふふっ、バレちゃった？」

　定岡がいたときには見せなかった悪戯っぽいスマイル。

　女神と評された生徒会長には似合わない表情で、星羅は俺を見つめてくる。

「やるねぇ。私の演技を見破るとは」

「腕が鈍なまったんじゃないか？」

「かも。最近は生徒会が忙しくて。演劇部の方に顔を出せてなくてさ」

「じゃあ舞台には立ってないのか」

「あんまりね。ただ、生徒会主催で劇はしてるよ？　保育園のお手伝いの一環として、人形劇をやってるの」

「そういや星羅って昔から人形とかヌイグルミが好きだったな」

「うん。自分でもよく作るしね……あっ！　今作ってるお気に入りのヤツがあるんだけど、見せよっか!?」

「遠慮しとく」

「即答!?　むう、残念……」

　星羅は少しだけ表情を曇らせたが、

「じゃあ、本題に入ろうか」

　パッと花咲くような見事な笑顔を作った。

（相変わらず、表情の切り替えが上手うまい）

　星羅の母親はプロの女優だ。

　大河ドラマの主要キャストにも名を連ねたこともあるベテランで、テレビをつければ彼女の顔を見ることは少なくない。

　そんな母親の影響で、星羅も幼いころは子役をやってたっけ。

「まずはお礼を言うよ。ありがとう、君孝」

「は？　急にどうした？」

「キミは梓ちゃんの相棒になってくれたでしょ？　おかげで彼女の負担が大幅に減った。梓ちゃんはこの学院の正義の味方。人間の体でたとえるなら白血球だ。何かトラブルが起きれば現場に飛んでいって、事態を解決する」

「………」

「けど、ここ１年の彼女の仕事量はとんでもないことになってた。このままじゃいつ潰れてもおかしくないって思ってたんだ」

「たしかにな」

「ん？　君孝も同意見？」

「自分のキャパシティ以上の仕事をすれば、大人でもマトモな判断ができなくなる。その結果、重大なミスを起こすこともある」

　今年の５月の終わり。

　友利はたった一人でクラスメイトの相談事を解決しようとした結果、カラオケルームに軟禁されて、大学生たちに襲われかけたんだ。

「同感。さすが幼なじみ。気が合うねぇ」

「今の友利なら大丈夫なはずだ」

「君孝が徹底的にスケジュール管理してるんでしょ？」

「そこまで知ってるのか？」

「誰も頼ろうとしなかった『みんなの友だち』に相棒ができたんだよ？　しかも男の子の。学院中のウワサになるのは当然さ」

「人の口に戸は立てられないか」

「ちなみに」

　こっちの思考を探るみたいに。

　星羅は長いまつげで縁取られた双そう眸ぼうで見つめてくる。

「梓ちゃんとは付き合ってるの？」

「いいや。あいつはただの友だちだ」

「なーんだ。恋人ができたのなら、お姉ちゃんがお祝いしてあげよっかなって思ったのにな」

「まさかそれが本題か？」

　なら帰るぞ、と言って席を立とうとしたところで、ポケットのスマホが振動した。

　確認すると星羅からラインが届いていた。

「今送ったＵＲＬ、開いてみて？」

「……変なサイトじゃないだろうな？」

「健全なサイトだよ」

　ほら早く、という言葉にうながされてＵＲＬをタップ。

　表示されたサイト名は『Ｋ県Ｉ校裏掲示板まとめ』。

　そのトップに表示された掲示板スレツドは、




『Ａ・Ｔ玉砕者の会』




「オイコラ生徒会長」

　つい文句が飛び出た。

「これのどこが健全だ？」

「たしかにスレッド名は不健全だね」

「というか、実在してたのかよ……」

　Ａ・ＴとはもちろんＡＺＵＳＡ ＴＯＭＯＲＩの略。

　友利梓玉砕者の会。

『みんなの友だち』にフラれたヤツらの集いがネット上に存在してたとは。

（ああ、読めたぞ）

　星羅が俺を呼び出した理由が。

【なんでＫみたいな陰キャがＡの相棒なんだ？】

【Ｋに騙されてるんじゃないか？】

【Ａちゃんが悪い男に引っかかるなんて！】

【まさかプロムもＫと踊るつもり？】

【だったらなんとしても阻止したい！】

　掲示板の話題はＫという人物一色だった。

「ほら、健全でしょ？　この掲示板は正義感であふれてる。みんな愛いとしのＡちゃんを守りたいんだよ」

「問題はこのＫってのが俺ってことか……」

「だね」

「けど、なんで裏サイトなんて時代遅れの骨とう品を使って……いや、愛洲は進学校だし、下へ手たにＳＮＳでグチって身バレするのを避けたいのか」

「察しがよくて助かるよ。その優秀な頭脳で、この事態を解決してほしいんだ。現時点では水面下ネツトの悪口で済んでる。でも、いずれこの問題は表面化するよ」

「だろうな」

　友利梓は愛洲学院のヒーロー。

　そして、この学院は友利に依存しきっている。

　だからこそ彼女と特に親しい男子が現れたとなれば学院中が黙っちゃいない。

「このままだと、最悪の事態が起きる」

「私もそう思う。だからこそキミに助すけっ人とを頼みたいんだ。トラブルシューターの相棒さん？」

「俺じゃなくて星羅が動けば済む話じゃないか？　星羅は文句なしの生徒会長だ。その証拠に『愛あい優ゆう』も２年連続で取ってる」

　私立愛洲学院には他校にはない伝統がある。

　それが、愛優。

　年に一度ＭＶＰ的な生徒を選ぶのだ。

（まあ、理屈はわかる）

　学院側としては生徒たちの競争意識を煽あおりたいんだろう。

　たとえばスポーツチームを強くする手法の一つは、所属する選手たちがライバル意識を持ち、競い合うこと。

　競争相手を意識し、切せつ磋さ琢たく磨ますることで、練習や試合へのモチベーションが上昇する。

（その結果、才能が磨みがかれる）

　だからこそ愛洲学院も生徒たちが奪い合うトロフィーを作った。

　愛優は12月に行われる全校投票で決定する。

　期末試験、文化祭、ボランティア活動……などなど。

　得票数を増やすには学内のイベントで結果を残すことは必須。

　生徒会に入って目立ったりするのも手っ取り早い。

「今年取れば３年連続だ。たしか愛洲の歴史の中で、三連覇した生徒は一人しかいないんだろ？　星羅なら二人目になれるよ」

「あはは、ほめてくれてありがとう。どうせなら君孝がライバルになってくれたら張り合いが出て楽しいのに」

「愛優に興味はないよ」

「色々恩恵もあるよ？　愛優を取ったってだけで国内どころか海外の一流大学への推薦枠を取れるし、社会に出るときに大手企業からのスカウトが入れ食い状態。学年成績トップの君孝なら──」

「愛優を取るには成績じゃなくて人望も必要だろ？　それなら友利の方がふさわしい」

「……もう。わかってるくせに」

　少しすねた様子で、『みんなの憧れ』は可愛らしく口唇くちびるをとがらせた。

　友利の目的は誰かを助けることで、愛優として表彰されることじゃない。

　だから愛優にまったく興味がない。

（それにあいつは、優しすぎる）

　愛優を取るためには友人ライバルたちと競い合い、戦わなければならない。

「今の友利が愛優争奪戦に参加する未来は到底見えないか」

「でしょ？　そして、梓ちゃんが勝つ未来も見えない」

「私が勝つって言いたいのか？」

「ううん」

　星羅は真っ黒なコーヒーを一口飲んでから、




「ただ勝つんじゃなくて、圧勝するよ」




　どこまでも余裕ありげに告げた。

「梓ちゃんじゃ私の相手にはならない。彼女はキミに心を開いてるみたいだけど、他に頼れる友だちが誰もいない。優しすぎる彼女は他人を頼るという行為が絶望的に苦手だし、他人のためなら自分の心を平気で犠牲にする」

「それは……」

「だからこそ今の彼女はひどく危ういんだ。一時期のキミみたいにね」

　否定できなかった。

　俺という相棒ができた後も、解決してない友利梓の重大な問題。

　孤独なヒーロー。

　以前俺は友利をそう評したが、心を開ける生徒が一人できただけじゃ友利が抱える孤独感は消えやしない。

　むしろ──。

「心を開ける人間が一人だけっていう状況は、誰も心を開ける人間がいないよりも危険だよな」

「同感だなぁ。独りのときはさびしいだけだからね」

「ああ。誰かがいればさびしさを解消できる。一見問題は解決したように見えるが……」

「その誰かがいなくなったら、前よりもずっとさびしくなる」

　そう。

　独りじゃないという感覚しあわせを知ってしまったからこそ、耐えられない。

　再び襲い来る孤独感に。

「だからこそ、友利には俺以外にも心を開ける友だちが必要なんだ」

「だね。もしその弱点を克服できたら、彼女は私のライバルになれるかも」

「ちゃんと評価してるんだな」

「当然だよ。私たち、すっごく仲良しだしさ。去年の生徒会選挙だって梓ちゃんに応援演説を頼んだからね」

「さっきは圧勝するなんて言ってたのに」

「友だち同士だからこそ見えることもあるの。優しすぎるがゆえに他人を頼るのが苦手って弱点さえ除けば、梓ちゃんは万能型の天才かいぶつだ。スポーツも学業もトップクラスで、誰からも愛される天性の資質を持っている」

「星羅もそうだろ？」

「私のコミュ力は後天的に作ったものだよ。私は梓ちゃんにはなれない。だからもし彼女が弱点を克服したらとても厄介だね。万が一将来的に愛優をかけて戦うときがきたら、何か新しい弱点を探さないと」

　まぁそんなものないだろうけどさ、と星羅はため息。

（──いや）

　弱点はあるぞ。

　俺はつい昨晩、裏アカにアップされた画像メモを思い出していた。




《恋人つなぎ　　　　　　　作詞＆作曲　tomochan




　いつもは愛想ゼロなキミ

　けれど私だけは知ってる

　ホントは優しい人だって




　その証拠にほら！

　放課後トツゼン恋人つなぎ

　触れ合う指先　大きな掌てのひら　キミの体温

　Ａｈ～、しゅきしゅき大しゅきＫきゅん～！




　ずるいよ！

　急に恋人みたいなことするなんて

　私のこと好きなのかもって期待しちゃう！

　Ａｈ～、いつかこの秘めた恋心が

　Ｋきゅんに届けばいいのにな～！　　　　　　　　　　　》




「君孝は知らない？　梓ちゃんの弱点」

「……これっぽっちも心当たりないな」

　恋心なんてとっくに届いてんだよ！

　てかなんだこの恋愛脳丸出しの電波ソングは!?

『作詞＆作曲　tomochan』とか自慢げにクレジット入れてんじゃねえよ！　といっそ叫びたかった。

　ああ、たとえ明日天国に逝くことになっても言えやしない。

　愛洲学院生徒会長すら一目置く友利梓は、自分の恋愛事情がからむととんでもないポンコツモンスターに変身するなんてさ……。

「君孝が言うなら信じるよ。問題児扱いされてるけど、キミは梓ちゃんに負けず劣らず優しいし、心の底から信頼してる」

「だから俺に裏サイト問題を解決しろと？」

「そうすれば理事長からキミへの頼みも断っておくよ」

「頼み？」

「愛洲うちの理事長って大の音楽好きでさ。すでに千冬ちゃんにピアノ演奏を頼んだんだけど、プロムで君孝にバイオリンを弾いてもらいたいんだって」

「たしかにずっと習ってたけど、高校に入ってからは弾いてないぞ？」

「勘はすぐに取り戻せるでしょ？　昔は全国上位の腕前だったんだからさ」

「却下。大勢の前で目立つなんて死んでも御免だ」

「だから私が理事長に断りを入れてあげる。今日くらいは私のお願いを聞いてほしいな。君孝は私に借りがあるんだし」

「──わかったよ」

　借りがあるのは事実だしな。

　ただし、星羅のことだ。

（何か企たくらみがあるはず）

　友利梓が万能型の天才で一人で物事を解決するのが得意なタイプだとしたら、広渡星羅は真逆。

　他人を動かして、問題を解決する。

　そんな黒幕じみたやり方が得意なタイプだ。

「っ」

　企みを見抜くヒントはないか？　と。

　裏サイトの掲示板を見返してたら、息を呑のんだ。

【イライラする。どうせ今度の期末もＫが１位だろ？】

【ねえ、あのウワサ知ってる？】

【あー、Ｋって家柄がいいから、教師に点数を改ざんさせてるってヤツ？】

【マジかよ!?　最低だな！】

【ひょっとして家柄を利用してＡちゃんに近づいたんじゃねえか？】

　鍵坂。

　本家を離れて一人暮らしをしてるっていうのに、その名前に縛られてることを否いや応おうなく実感してしまった。

　幼いころから二ケタの習い事をこなし、学校でもトップの成績を必死に維持し続けて、鍵坂の名にふさわしい人間になろうとしたが、父親に認められることはなかった。

　独り立ちしたくて家を出たのに、未いまだに俺は自由になれていない。

　突きつけられた現実にどうしようもなく胸の中がざわざわして──。

「──ごめんね」

　耳元でやわらかなささやき声が響く。

　いつの間にか背後に移動してきた幼なじみは、椅子に座る俺の首に細い腕を絡めてきた。

　ちょうど後ろから抱きしめるみたいに。

「本当にごめん。仕事を依頼するためとはいえ、キミの悪口が書かれたサイトを教えるなんてさ」

　ああ、くそ。情けない。

　直接文句を言いにくる度胸もないヤツらの戯たわ言ごとに心を乱されて、心配されるなんて。

　今の俺はひどく格好悪くて──。

「大丈夫だよ」

　それこそ弟をなぐさめる姉のように、星羅は優しく俺の体を抱きしめる。

「このサイトに書かれてることがデタラメだって、私は知ってる」

「………」

「君孝はとっても努力家。勉強も、習い事も、大人たちとのやり取りも、すごくすごくがんばってた。もちろん家柄なんかに頼って成績を改ざんさせたりしない。常に成績トップをキープしてるのは日々の努力の成果だって、私はよく知ってる」

「星羅……」

「なにせ君孝は、私の自慢の弟分だからね」

　幼なじみは誇らしげに微笑ほほえんでくれた。

　──たったそれだけのことで。

　さっきまでの嫌な気分は吹き飛んでいた。

「せっかく会えたんだしさ。少しはお姉ちゃんに甘えてもいいよ？」

「やめとけ。もし誰かが来たら勘違いされるぞ」

　照れくさいのをごまかしたくて反論。

　しかし、星羅は再び耳元で、

「いいよ？　君孝となら、勘違いされてもさ」

　かすかな羞恥心に染まった甘いささやき。

　またからかってるのか？　というセリフが喉の奥から出ることはなかった。

　俺の正面にある窓。

　そこに映った星羅の顔は、ほんのりと桜色に染まっていた。

「──ねえ、君孝。どうせなら、私と──」

　そして。

　幼なじみが可か憐れんな口唇くちびるで言葉を紡ごうとした──瞬間だった。

「失礼します」

　ノックの後に、生徒会室のドアが開いた。

　入ってきた彼女と目が合う。

　たっぷり５秒間。

　無言のまま俺たちは視線を交わした後で──。

「何してるの、鍵坂くん？」

　友利梓は生徒会長に抱きつかれている俺に話しかけてきた。

「あっ、こ、こんにちは、梓ちゃん！」

　バッとあわてた様子で離れる星羅。

（──読めたぞ）

　はげますにしてはやたら長く抱きついてると思ったが、これが狙いか。

「え、えっと、誤解しないで？」

　プロの女優顔負けの見事な演技しばい。

　星羅は顔という名のキャンバスに焦燥感をたっぷり塗り付ける。

「君孝とはそういう関係じゃないからっ」

「えっ……き、君孝？」

「君孝のことは名前で呼んでるんだ。私たち、幼なじみだから」

「!?」

「あっ！　ご、ごめんね!?　こんなこと言ったら余計に私と君孝の関係を誤解しちゃうよね！」

　あきらかに誤解させようとしてしゃべってるだろ!?

　やっぱりか。

　星羅はあらかじめ友利のことも呼び出してたんだろう。

　そして、何かしら俺と接触してるシーンを見せようとした。

　幼なじみの目的は──俺と友利が付き合ってるか確かめること。

　──何が『心の底から信頼してる』だ。俺の言葉をまったく信じてないだろ？

　アイコンタクトで問い詰めると、

　──ごめんね？　お姉ちゃんとして、君孝の恋愛事情を念入りにチェックしておきたいんだよ。

　本気とからかいがブレンドされたメッセージを伝えてきた後で、生徒会長は行動再開。

「ホントに君孝とは何もないんだ」

「でも……さっき抱きついてましたよね？」

「ちょっと君孝が元気なかったから、はげましてあげたくて」

「星羅さんが男子にあんなことしてるの初めて見ましたよ？」

「子供のころは君孝によくああしてあげてたから」

「へ、へえー」

「君孝とはずっと仲良しだったんだ。今もちょうど誘ってたところだったし」

「……誘ってた？」

「どうせなら、私とプロムで踊らない？　って」

「はぁああっ!?」

　いつもは愛あい嬌きようたっぷりの顔が驚きよう愕がくという名の絵の具で塗りつぶされる。

（……なんだ？）

　さすがに驚きすぎじゃないか？

「……星羅さん？　今の言葉の意味、わかってます？」

「もちろん。みんな知ってることでしょ？　プロムにはジンクスがある。──パーティーでダンスを踊った二人は、恋人同士になれるってさ」

　……いや。

　なんだそのラブコメ漫画に出てくるような謳うたい文もん句くは？

　というか、マズい。

『みんなの憧れ』なんて呼ばれてる生徒会長が、俺の幼なじみだった。

　さらには俺を生徒会室で抱きしめて、恋人同士になれるダンスに誘おうとしている。

（これじゃさすがの友利もあわててもおかしくない）

　そうしたら、バレる。

　友利梓は鍵坂君孝に恋しているという事実が。

「な～んだ！　それならそうと言ってよ鍵坂くん！」

　が。

　友利は余裕たっぷりに微笑んでいた。

「驚いたよ～、星羅さんと幼なじみだったなんてさ～」

「お、おう」

「相棒なんだから話してくれたっていいのに！」

「悪い。言うタイミングがなくてな」

「もう～、水くさいなぁ。そんなだから私以外友だちがいないぼっちくんなんだよ～」

　やたらにこやかに俺の背中を右手でバシバシ。

　その顔に動揺はこれっぽっちも見られない。

「ふむ」

　後輩の顔を興味深そうに見つめる生徒会長。

　付き合いが長いせいか、表情から思考が読めた。

　──これっぽっちもたじろがないってことは、君孝に恋してるわけじゃないのかな？

（たぶんそう結論づけてるんだろうが）

　友利の表情を観察するのに夢中で、彼女の手が赤いチェックスカートのポケットに突っこまれていることには勘づいていない。

　友利梓には俺しか知らない特技がある。

　タッチタイピング。

　ポケットに入れたスマホを画面も見ずに操作できる。

　そして、彼女がスマホでアクセスしてるのは──。




《──Ｋくんのこと呼び捨てで呼んだ。七回も》




「………」

　……これは、とんでもなく厄介なことになるぞ。

　表では余裕たっぷりだが裏アカでジェラシー全開な『みんなの友だち』を見て、俺は深々とため息をこぼした。
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【急だけどさ、今日梓あずさのマンション行っていい？】

　日曜日の午後12時56分。

　私のスマホに幼なじみである千ち冬ふゆからラインが届いた。

【明日から試験じゃん？　なのに一人じゃどうも勉強に集中できなくてさ。一緒にやろ？】

【ごめん、今日は用事があって】

【どこかに出かけるの？】

【うん】

【梓ママと？】

【ううん。お母さんは昨日から３週間くらいフランス。パティシエのコンテストに出るんだって】

【ふうん。じゃあ梓はしばらく家に一人か……あっ！　てことはまさか鍵かぎ坂さかと出かけるの!?】

【そんなわけないでしょ】

【もう～！　いいもんいいもん！　親友より男を優先するんなら、私だって好きな人とイチャついちゃうから！　私たちがやってるソシャゲですんごいイベント衣装が実装されたから語り合うもん！】

【だから鍵坂くんと出かけるんじゃないってば】

　……うん。

　嘘うそは言ってないよね？

　どこかに出かけるわけじゃないもん。

「！」

　直後、インターホンが鳴った。

　一階のオートロックを解除してから、自分の部屋に戻って姿見でコーデをチェック。

（……ちょっと攻めすぎたかな？）

　夏らしいオフショルダーの真っ白なブラウス。

　短めの赤いフレアスカート。

　まるでデートにでも行くみたいな気合の入れ方だけど、そのたとえは間違っちゃいない。

　昨夜からずっと騒ぎっぱなしの心臓を落ちつかせるように、深呼吸。

　ドアチャイムが鳴ったところで、私は玄関のドアを開けた。

「驚いた。時間通りに来るなんて」

　照れくささをごまかしたくて、つい悪態を一発。

「俺が遅刻したことなんて一度もないだろ」

「時間に対する価値観はマトモってわけか。性格の方はひねくれてるのに」

「出会っていきなり悪態とは。それが友とも利り家流のあいさつか？」

「正解。驚いた？」

「むしろホッとした。いきなり襲われるよりはマシだ」

「は？　我が家をライオンの檻おりか何かと勘違いしてない？」

「バカ言え。ライオンっていうよりゴリラだろ」

「ごっ……!?」

「我慢できなくなったらいつでも胸をドラミングしていいぞ？」

「あはは、胸よりもキミの側頭部とかぶっ叩たたきたいかな～」

　流れるような憎まれ口の叩き合い。

　なんてことのない、いつもの日常会話。

「ほら、早く入ってよ？」

　しかし、これから始まるのはとびきりの非日常。

　鍵坂君きみ孝たか。

　よく晴れた７月の日曜日。

　私以外誰もいない我が家へと、クラスメイトの男の子を招き入れた。
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「今さらだけどさ」

　昨夜念入りに整理整頓した私の部屋。

　床にあるクッションに腰を下ろし、テーブルで勉強をしながら、鍵坂くんは言う。

「友利の家で勉強する必要あったか？」

「理由は説明したでしょ？　私たちはいつも星ほし宮みや珈コー琲ヒーで勉強してた。毎回喫茶店じゃお財布に優しくないもん」

「教室や図書室ですればいいだろ」

「もしキミと勉強してるところを見られたらおかしなウワサが立つじゃん。だから仕方なく……私の家でやろうって言ったの。このくらい、友だちなら普通だよ」

　嘘だ。

　はっきり言って全然普通じゃない。

（昨日はロクに眠れなかったっけ）

　気分でも変えようと思って、夜に近所のコンビニに行ったけど、

《普通じゃない、こんなの絶対普通じゃない、Ｋきゅんとお家うちデートだぁ！》

《色々買ってこないと！　万が一のことも考えて！》

《……え？　０・０１ｍｍって……薄すぎない？　使うことは99％ない……と思うけど、もし使うことになって破れたりしたら……どうしようＫきゅん!?》

　みたいな裏アカツイートとともに……色々買っちゃったっけ。

（落ちつけ）

　あれは机の引き出しの中に隠してあるけど、さすがに使うことはないはず。

　そもそも彼を家に呼んだのは、もっと距離を縮めたかったから。

　それもこれも……。

「……全部、鍵坂くんが悪い」

　問題集を解きながら、つい思考が口から漏れてしまった。

「は？　どういう意味だ？」

「あっ、えっと……キミのために勉強に付き合ってあげてるってこと。今度の期末で成績落としそうだしさ」

「俺が？」

「生徒会長の幼なじみさんはプロムのダンス練で忙しいんじゃない？」

　あ、ダメ。

　ストップ、私。

「それにしても驚いたな。鍵坂くんが星せい羅らさんと仲良しだったなんてさ」

　こんなのただの八つ当たりだよ。

　生徒会室で会話を交わした日から、感情の制御ができなくなってる。

「ひょっとして、もう付き合ってたりするの？」

　怖くて聞けなかったことまで口にしてしまった。

　あの光景は今でも目に焼き付いてる。

　生徒会室で星羅さんに抱きしめられる鍵坂くん。

　あのときの二人はまるで恋人同士みたいだった。

（……あんなこと、私には絶対にできない。今日だって照れ隠しでつい口が悪くなっちゃったし）

　鍵坂くんは生徒会室を出た後で『星羅とはただの幼なじみだ』って言ってたけど……。

《……ばか》

　ポケットに入れたスマホでつぶやく。

　幼なじみがいたんなら言ってくれたっていいじゃん。

　私たちは相棒同士なのにさ。

「その話は後にしてくれ」

「えっ、どこ行くの？」

「ここに来る前に喫茶店で勉強してたんだけど、参考書を一冊置き忘れたみたいでさ。取りに行ってくる」

　言うが早いか、鍵坂くんは部屋から出ていってしまった。

　数秒後、玄関のドアが開閉する音。

　どうやらホントに外に行っちゃったらしい。

「……どうしよう。怒らせちゃったかな」

　無理もないよ。

　わざわざ家に来て勉強してたのに、あんな嫌いや味みっぽいことを言っちゃうなんて……。

「……今日の私、メチャクチャ嫌なヤツじゃん……」

　自己嫌悪の重いため息がこぼれる。

　好きな男の子と家ですごす。

　少女漫画だったらラブコメイベント発生確率一〇〇％だろうけど、現実はそこまでロマンチックじゃなかったっぽい。

「……きっと、星羅さんならこんな風にならないんだろうな」

　友だちだからわかる。

　星羅さんはすごく魅力的な人だ。

『みんなの憧れ』なんて呼ばれる生徒会長で、私には決してできないことをする。

（だからこそ、愛あい優ゆうだって２年連続で受賞した）

　愛優を取ろうとしたことなんて私はなかった。

　学院の友人たちと何かを競い合うという発想自体が苦手だから。

「でも……」

　思い出すのは、去年講堂で表彰される星羅さん。




『ありがとうございます。３年連続で愛優を取る。そんな目標を叶かなえるためにがんばってきたので、２年連続で受賞できたことはすごくうれしいです』




　舞台上でスピーチする彼女はとても輝いて見えた。

『みんなの憧れ』って呼ばれるのが当然だと納得するくらいに。

《Ｓさんは、照れくささをごまかすために口が悪くなることもないに決まってる》

《Ｓさんみたいに目標に向かってがんばれば、Ｋくんに好きになってもらえるのかな？》

《でも、私には誰かを助けること以外に目標なんて……》

　裏アカでつぶやいても、悲しさは晴れない。

　もし恋人にするならどっちを選ぶ？

　そう訊たずねられたら、きっと鍵坂くんも星羅さんを選ぶはず。

　二人が恋人同士になったら、こうして家にいても勉強するだけじゃない。

　昨日私が買ったものを使うような事態になるかも。

「………っ」

　生まれたままの姿でベッドで体を寄せ合う二人。

　つい具体的な場面まで想像したせいか、不意に涙がこぼれそうになった。

「いや、落ちこむな！」

　毒舌を使わずに、ちゃんと鍵坂くんに聞いてみよう。

　二人は本当にただの幼なじみなのかもしれないしさ！

「あれ？」

　と、そこで気づいた。

　テーブルの下にある黒いスマホ。

　鍵坂くんのだ。

「忘れてったのかな？」

　思わず手に取って眺める。

（……待ち受け画面、何にしてるんだろ？）

　犬が好きって言ってたし、実家で飼ってるサクラちゃん？

「それか……私、とか？」

　いやいや。

　さすがにそれは妄想がすぎるでしょ。

　私でもそこまで恥ずかしいことはしてないもん。

（まあ……しかけたことはあるけど）

　この前星ほし宮みや珈コー琲ヒーで勉強したとき、こっそり撮った鍵坂くん私服 ver. の写真。

　真剣な顔で問題集を解くワンショット。

　部屋で何度も見返してにやけるだけじゃあきたらなくて、つい待ち受けにしかけたっけ。

「!?」

　着信音。

　鍵坂くんのスマホ画面には、チャットアプリの通知。

　驚いた拍子につい指先が通知に触れてしまって──。

「あっ、センパイ!?」

　さらに驚いた。

　スピーカーから響いたのは間違いなく女の子の声。

　えっ。

　待って待って待って。

　誰、この人？

「えへへ、出てくれてありがと！　ごめんね？　どうしても話したくなっちゃってダメ元で通話しちゃったんだけどさ！」

「あの、彼は留守で……！」

　つい反射的に受け答えしてしまった、わずか２秒後だった。

「──待って。誰、あんた？」

　さきほどのフレンドリーな口調はどこへやら。

　しぼりたてフレッシュな敵意が一〇〇％。

「なんでセンパイのスマホを持ってるわけ？」

「わ、私は……彼の友だちだよ」

　もしかしたら泥棒か何かと勘違いされてるのかも。

　誤解を解きたくて弁解したけど……なんだろう？

　この声、どっかで聞いたことがあるような。

「ふうん。友だちだろうと勝手に通話に出るのはどうかと思うけど？」

「それは……」

「あっ、まさかあんたセンパイのストーカー!?」

「はあ!?　なんでそうなるの!?」

「センパイってモテるもん。勝手にスマホをのぞく変な女がいてもおかしくない」

「ホントに友だちだよ！　その証拠に今一緒に家で勉強してて──」

「──家？」

　マズい、地雷を踏んだ！

　怒りでぶるぶる震えた彼女の声を聞いた瞬間、私は自分のミスを悟った。

「今、家とか言った？」

「えっ、えっと……」

「センパイの家にいるってこと？」

「違うよ。ここは……私の家」

「………っ。へ、へえ。無理やり連れこんだってわけか」

「ちょ!?　なんで私を悪者みたいに──」

「黙れ淫乱お持ち帰りメス犬！」

「そのあだ名はひどすぎじゃないかな!?」

　というか、この反応。

　まさか、この子、鍵坂くんのこと……。

「……油断してたわ。まさかセンパイに悪い虫がついてたなんて……」

「む、虫!?　私は……！」

「でもおあいにくさま！　私の方が絶対に仲良いわ！　昨晩もずっと一緒だったし！」

「はあ!?　それって……！」

「明け方まで二人でネトゲしてたもん！」

「……なんだ、ゲームか」

　おかしな意味じゃなくてよかったよ。

　ただ疑惑は確信に変わった。

（この子、鍵坂くんが言ってたネットのオタ友だ）

　そして間違いなく！

　この子も鍵坂くんのことが好きだ！

「言っとくけどそれだけじゃないからね!?」

　きっと相手も私を恋敵だと思ったんだろう。

　縄張りを主張するネコ科動物よろしく、電話口で噛かみついてくる。

「今期のアニメの話したり、推しキャラについて語り合ったりもした！」

「ふ、ふうん」

　よし、まずは落ちつこう。

　鍵坂くんをセンパイって呼ぶってことはたぶん年下だ。

　たとえ相手が恋敵でも、ここは年上の、

「あ、いつもオタ話してるわけじゃないわよ？　この前テレビ通話したとき、センパイに私服姿ほめてもらったもん！」

「!?」

　お、落ちつけ。

　たとえ相手が恋敵でも、ここは年上の余裕を見せなきゃ……！

「あの夜は色々相談にも乗ってもらったっけ」

「………っ！」

「つい３時間も通話しちゃったぁ。でも少しも退屈じゃなかったなぁ。センパイも次の日『久しぶりに通話できてうれしかったよ』ってＤＭくれてさぁ」

　ブチンッ！　と。

　自分の中で何かが千切れる音が聞こえた。

　理性とか、堪忍袋とか、年上のプライドとか。

　たぶんそんな名称の何かが。

「へ、へえ～、そうなんだ～」

　あ、ヤバ、スマホを持つ手がわなわな震えちゃってる。

　でも、もう止まれないよね？

　他のことだったら絶っっっ対ここまで怒らないけど、よりにもよって鍵坂くんのことでここまで露骨にマウント取りにこられたらさぁ。

　大人しく黙ってることなんてできないよね!?

「彼と仲いいんだ～」

「ふふん。とーぜんでしょ？」

「けど、私も彼とまあまあ仲いいよ？」

「は？」

　よし、隙を見せたな？

　相手が呆あつ気けにとられた一瞬を見逃さず、口こう撃げき開始。

「週３でお弁当作ってあげてるし」

「!?　えっ、ちょっ……！」

「この前は恋人つなぎもしたっけなぁ」

「………っ！」

「それに……下着だって見られたこともあるよ？」

「はぁあああっ!?」

　スピーカーからは割れんばかりの大絶叫。

（う、嘘うそは言っていないもん）

　前に強風にあおられたとき、鍵坂くんにスカートの中を見られちゃったのは事実だし。

「どういうことよそれぇ!?」

　まいったか！
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　口で私に勝てるわけないでしょ!?

　伊達だてに毎日鍵坂くんと口ゲンカしてるわけじゃないのよ！

　思わず勝ち誇りたくなるくらいに相手は半狂乱になって……いや、待って？

　半狂乱っていうか、むしろ半泣きに──。

「す、好きなのに……絶対に私の方がぜんばいのごとずきなのにぃ……！」

　半泣きどころかガチ泣きしてる!?

　どうしよう。

　先制攻撃かましてきたのはあっちとはいえ、さすがに申し訳ない気持ちに……。

「!?」

　インターホンが鳴った。

　スマホの持ち主が戻ってきたっぽい。

「ごめん！　もう切るね!?」

「あっ、待──」

　通話を切ってから、オートロックを解除。

　再び玄関で鍵坂くんを出迎える。

「おかえり」

「ああ……って、どうした？」

「何が？」

「顔が引きつってるぞ」

「別に？　なんでもないよ？」

　さすがにキミのオタ友と一戦交えてたとは言えない。

「ねえ、鍵坂くん？」

　自分の部屋に戻った後で、緊張を押し殺しながら訊たずねる。

「何か、私に隠してることがあるんじゃない？」

　さっきの通話相手はかなり親しげだった。

　ひょっとして、鍵坂くんの恋人だったりするのかな。

　もしそうだったら……。

「勘がいいな」

「！」

「実は、友利に大事な話がある」

「………っ」

　通話前にあふれかけた涙が再びこぼれそうになった。

（……ダメだ、泣くな）

　５月の事件のとき。

　夜の公園で、私は鍵坂くんの前で泣いてしまった。

　けど、あんなみっともない姿はもう見せたくない。

（そうだ。たとえ鍵坂くんに恋人がいても……）

　ちゃんと笑顔で祝福しなくちゃ。

　それが彼の友だちである私のすべきことなんだ。

「友利は友だちが多いからな。黙ってても近いうちにバレると思ってさ」

　しかし。

　彼が打ち明けてきた話は、私の想像とまるで違っていた。
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　友利梓の部屋。

　俺はさっき忘れたスマホを拾ってから、友利に画面を見せる。

「………っ!?」

　愛くるしい輪郭が驚きよう愕がくに歪ゆがむ。

　スマホでアクセスしたのは、例の裏サイトの掲示板。

　そう、今日俺がこの家にきたのは、友利に掲示板の話をするためでもあった。




『最悪の事態が起きる』




　生徒会室での俺の予測は間違っちゃいない。

　友利梓は優しすぎる。

　友利がこの裏サイトの存在に気づいたら、間違いなく俺を助けようとする。

（そうなれば、確実に事態が泥沼化する）

　鍵坂君孝が友利梓にとって特別な存在なんだと周囲に強く認識されてしまう。

　下へ手たをしたら友利は『みんなの友だち』じゃいられなくなる。

　それは今はまだ困る。




『梓ちゃんはこの学院の正義の味方。人間の体でたとえるなら白血球だ』




　星羅はそうたとえていたが、ウイルスと戦う要である白血球を失った肉体がどうなるかは簡単に想像がつく。

（今の愛あい洲す学院は、友利梓という人間に依存しきっている）

　太陽系の惑星が太陽を中心に回っているように『みんなの友だち』がいなくなれば学院は回らなくなる。

　そして──。

「大丈夫だよ」

　予想通り、友利は俺を安心させるように笑顔を浮かべた。

「本当にごめん、鍵坂くん」

「───っ」

　──なんでだよ。

　あんたが謝る必要なんかないだろ？

「私の友だちたちが迷惑かけてさ。でも、誤解しないでほしいんだ。みんなは悪くない。悪いのはみんなの気持ちに気づけなかった私なの」

　違う。

　相変わらずあんたは優しすぎるんだ。

　友だちを庇かばいたくて、責任を背負おうとするなんてさ。

「今はネットの誹ひ謗ぼう中傷で済んでるけど、放っておいたら現実で嫌がらせが発生してもおかしくない。だから私がなんとかするよ。鍵坂くんは何もしなくていいから」

　それこそあたたかな太陽みたいに頼りがいのある表情。

　今さらながらに友利がいくつもの相談事を受け持ってきた理由がわかった。

　この完璧な笑顔を見たら、つい頼りたくなる。

　甘えたくなってしまう。

（けど、それだけは絶対にダメだ）

　大勢の人間が友利に一方的に甘え続けた結果、どうなった？

　５月。

　カラオケルームに拉ら致ちされた友利は、スタンガンを喰くらって、強引に制服をはだけさせられて、複数の男に襲われかけた。




『……ごめん、鍵坂くん。迷惑かけちゃって、本当にごめんなさい』




　俺が助けた後も、目に涙を浮かべて謝ってきたんだ。

　まるで自分にすべての責任があるみたいに。

　あのときの相棒のかすれた声は今も鼓膜に焼き付いてる。

　だから──。




「全部一人でなんとかしようとするな」




　俺は、友利に胸の内をぶつけていた。

「俺と組む前のあんたに戻ってるぞ？　もっと俺を相棒扱いしてくれ」

「えっ……」

「いつもの頭のキレはどうした？　前に教室で『独りじゃないってだけでも助かるしさ』って俺に言ったのを忘れたのか？」

「………」

「少しは俺のことも頼ってくれよ」

　諭すようにうながす。

　きっと友利の中では、一人で事件を解決してたときの感覚が未いまだに抜けないんだろう。

　人は簡単には変われない。

　でも──少しずつなら変われる。

「俺だって他人に甘えるのが苦手だ」

　身内との折り合いがつかなくて実家を飛び出して、かつての仲間とも距離を置いて、学院でも誰とも関わらないようにしてた。

　他人とのつながりを作らない。

　それが鍵坂君孝のルールだった。

（もちろん学友に心の内を打ち明けるなんてありえないって思ってた）

　だからこそ──今。

　一歩踏み出そう。

「甘えるのが苦手なヤツ同士、一緒に方法を考えようぜ」

「でも！　それじゃキミに迷惑が──」

「ばか。迷惑なわけあるか。むしろ友利の力になれるのはうれしいよ」

「!?」

　ストレートに気持ちを伝えたせいか、友利はやけに驚いてた。

（ああ、自分でも驚いてるよ）

　他者とのつながりを拒絶していた俺が、こんなセリフを言うなんてさ。

　けど──俺がこうなったのは友利のせいだ。

　友利のおかげで、少しだけ変われたんだ。

　まあ、さすがにそこまでの心情は照れくさくて伝えられないが……。

「友利も少しは甘えてくれ。もっと自分勝手になっていい。他人を助けることばかり優先するんじゃなくて、もっと自分の気持ちに正直になった方がいい」

「自分の気持ち……」

「前から思ってたが、あんたは他人に自分の弱さを見せなすぎなんだよ」

「え、偉そうなこと言わないで！　キミだって弱さを見せないじゃん！」

「誰にも弱さを見せなかったわけじゃないぞ？　昔は身内に甘えてたよ」

「えっ？　でもキミ、家族と仲が悪いんじゃ……」

　そこで友利はハッとした。

　相棒はどこか悲しそうに眉を曇らせる。

「やっぱり、星羅さん？」

「違う。たしかにあいつは友だちじゃなくて身内みたいな存在だ。ただ、俺から甘えるってよりはあっちが色々と気づかってくれることが多かった。この前言った通り、付き合ってるわけでもないしさ」

「ホントに？」

「ああ。誓うよ」

　相棒の不安を少しでも消してやりたくて、断言する。

「星羅はただの幼なじみだ」

「でも、だったら誰に甘えて──」

「サクラ」

「犬じゃんっ!?」

「飼い犬だって立派な身内だぞ。シンドいときはよくサクラに抱きついてた。あいつってメチャクチャあったかくて癒やされるんだ」

　サクラは純白のグレートピレニーズ。

　体がおっきくて、ふわふわで、ぎゅってすると心地よかったっけ。

「というわけで、俺だって甘えたことがある」

「……すごいね。キミって飼い犬にしか甘えられなかったんだ。純粋培養された筋金入りのぼっちじゃん……」

「友だちが多いくせに甘えるのが苦手な優等生さんに言われたくないな」

「ぐっ」

「サクラになら甘えられる俺と、誰にも甘えられない友利。むしろそっちの方がぼっちじゃないか？」

「はあ!?　ぼっちって……！」

「だから甘えたいときは甘えていいぞ、ぼっちさん」

「なっ……!?」

　いつもの悪態をつくときみたいに、友利は俺をジト目でにらみつけてきた。

　しかし、すぐに表情がほぐれる。

　笑い声を堪こらえられなかったように「ふふっ」と噴き出す。

「ぼっちさんかぁ。私にそんな暴言を吐いたのはキミが初めてだよ」

「日ごろの口ゲンカの賜たま物ものだな」

「不本意なことにね。私にここまで遠慮ないことを言ってくれるのって、鍵坂くんしかいないもん」

　それは友利梓が抱える重大な問題でもあるが。

　今はひとまず置いておいて。

「……じゃあ、さ」

　道に迷った柴しば犬いぬみたいに落ちつかない様子で、友利は消え入りそうな声を絞り出す。

「ちょっとだけ、甘えてもいい？」

「ああ。この際なんでも──」

　言ってくれ、と言いかけた瞬間、今朝見た友利の裏アカツイートを思い出した。

　……さすがにそういう行為をしろとは言わないよな？

「どうかした？」

「……別に？　この際なんでも言ってくれ。俺にできることなら叶かなえるから」

　クラスメイトの女子の部屋で二人きり。

　今さらながらに非日常な状況に胸の鼓動がスピードを上げる。

「わかった」

　うなずきつつも、友利は恥ずかしそうに顔をうつむかせた。

　すべすべした透き通るような柔肌が朱色に上気して……オイ、待てよ。

　まさか、本当にそういう行為をする気じゃ──。




「──抱きしめて、ほしいっ」




　が。

　小さなお口が一生懸命しぼり出したのは、なんともつつましいお願いだった。

「は？　それだけでいいのか？」

「うん。前に本で読んだことがあるんだ。誰かに抱きしめられると幸福感や安心感が増すって」

「あー、似たような説なら俺も知ってる」

　実家にあった医学関係の本に書いてあったっけ。

　ハグをすると、脳内で様々な物質ホルモンが分泌される。

　人間が幸福感を覚えたときに出る、ドーパミン。

　ストレス解消やリラックス効果につながるとされる、オキトキシン。

　それらのホルモンを得ることで気持ちを安らげることができる。

（裏サイトで友人たちが俺に誹謗中傷してたことにショックを受けてるはずだしな）

　ハグでその傷を癒やしたいんだろう。

　もしくは生徒会室で星羅が俺と触れ合ってたのを見て、うらやましがってるのかも。

　そう考えたら、なんだか可愛かわいいよな。

「キミだってサクラちゃんに抱きついて癒やされてたんでしょ？　だったらお願い。今だけ私の犬になって？」

「正気とは思えないこと口走るな！」

　前言撤回。

　全然可愛くない。

　裏アカじゃ本音丸出しでも、現実の友利はこれっぽっちも素直じゃない。

「仕方ないじゃん。こんなことキミ以外の誰にも頼めないの。だから……責任、取ってよ？」

「！」

「もしキミが辛つらくなったときは、私に甘えてくれていい。だから今だけは私のお願いを聞いて？　『甘えたいときは甘えていいぞ』って言ったのは、鍵坂くん。私をこんな気持ちにさせたのは……キミなんだよ？」

　おずおずと俺を上目遣いに見つめながら、友利は健けな気げに告げた。

（ああ、まったく）

　卑ひ怯きようだ。

　さっきは犬扱いされたっていうのに。

　こんなに可愛らしい非難おねがいをされたら──断れるわけないじゃないか。

「わかった」

　ゆっくりと、正面に立っていた友利に歩み寄ってから。

　緊張を押し殺し、背中に両腕を回す。

　自分よりも10ｃｍ以上背が低い華きや奢しやな体を静かに抱きしめる。

「………！」

　胸の中で、友利が小さく息を呑のんだ。

　照れくさいのか顔を隠すように俺の胸におでこを押し付けている。

　おかげで顔色は読み取れないが、

「オイ、優等生さん」

「何？　問題児くん」

「緊張しすぎだろ」

「は？　私は別に──」

「体ガッチガチだぞ」

「う……」

「マネキンでも抱いてるみたいだ」

　これじゃ気持ちが安らぐどころか緊張で疲れるんじゃないか？

（こういうとき、どうしたらいいんだ？）

　中学時代は他人の相談に乗ることも多かったが、こんなことするのは初めて。

　きっと星羅や兄貴なら上手うまくやるんだろうな。

　陰キャな俺にはあの二人ほどのコミュ力はない。

　せめて相手がサクラだったら……。

「あ、そうだ。なあ、友利？　耳、触っていいか？」

「──は？」

　視線を合わせないまま、友利は一晩置いたカレーみたいに冷めた口調で、

「へえ。知らなかった」

「待て」

「ぼっちくん改め耳フェチくんにジョブチェンジだね」

「勝手に性癖をカテゴライズすんな。ただ友利をリラックスさせたいだけだ。耳には色々とツボがあってさ」

「そこをマッサージするってこと？」

「そう。俺が耳を触ってやると、サクラも気持ちよさそうにしてたんだ」

「犬と人じゃ勝手が違うでしょ……」

「任せとけ。人用のマッサージも実家にあった本で勉強した」

「まあ、構わないよ。耳を触られるぐらい大したことないしさ。どうせ素人のキミじゃ効果は期待できないんだし」

「やるだけやってみるさ」

　左手で友利を抱きしめたまま。

　右手で、彼女の小さな左耳に触れる。

「んうっ」

　ストレッチするように形のいい耳を引っ張ると、友利の口唇くちびるからどこか艶っぽい吐息がこぼれたが、ひとまずマッサージ続行。

「あっ……」

①　ゆっくりと耳をもみほぐしたり、

「ひゃっ」

②　耳の裏側にあるツボを親指で少し強めに押してやったり、

「ちょ、ちょっとっ」

③　掌てのひらで全体を優しく覆ってから、耳を大きく回す。

「か、鍵坂くんっ」

「痛かったか？」

「そういうわけじゃない、けど」

「じゃあ、続けるぞ？」

「えっ、ひゃっ!?」

　①～③を繰り返す。

　左耳が終わったら、次は右耳。

　嫌がられるかな？　と思ったが、友利は小さな両手で俺のシャツをきゅっと握り、されるがまま。

　たぶん、続けていいってことか。

「～～～っ」

　耳に触れるたびに必死に声を抑え、背筋をかすかに震わせ、どこかせつなそうに全身をよじらせるクラスメイト。

（なんか、いけないことでもしてるみたいだな……）

　背徳感が湧き上がってくるが、まだまだ。

　マッサージが効いたのか、友利の体から硬さが抜けてきた。

「……もう、終わり？」

　耳に触るのをやめると、友利がホッとしたような、どこか名残惜しそうな息を吐いたが、

「何言ってるんだ。肝心のハグができてないだろ」

　というわけで。

　両腕で、力の抜けた友利の細いウエストを抱きしめる。

「………っ!?」

　再び華奢でやわらかな体が強こわ張ばった。

　だが、それは一瞬だけ。

「わっ……！」

　驚きと感嘆がブレンドされた声。

　彼女の体から力が抜けていく。

「なんだか……さっきより、キミの体があったかい」

「友利の体温が上がってるからそう感じるんだ。耳をマッサージしてリラックスできたから、全身の血行がよくなったんだと思う」

　もっともらしいことを言うが、友利の推測も当たってる。

　この体勢のいいところは友利に俺の顔を見られなくて済むこと。

　たぶん今の俺の顔は熱でも出たみたいに赤くなってる。

（仕方ないだろ？）

　両腕でぎゅっとしてるせいで、友利のふくよかでやわらかな双丘がふにゅんっと体に押しつけられてる。

　女の子の温かな体温が全身を火ほ照てらせる。

　さらには、心臓の鼓動。

　自分以外のリズムが服越しに否いや応おうなしに伝わってくる。

　こんなの意識するなって方が無理だ。

「なんだか、慣れてきたかも」

「えっ、ホントか？」

「うん。考えてみたらハグなんてバスケやソフトの試合に勝ったときに友だちとよくやってたしさ」

　やってみたら意外と大したことないね、とそっけない声で言われてしまった。

（……なんか、悔しいな）

　別に友利のことを好きなわけじゃないが、これだけ意識してるのに、ここまであっけらかんとした態度を取られるとは。

「!?」

　不意にインターホンの音が聞こえた。

「あっ……たぶん宅配便っ！」

　言うが早いか友利は俺の体から離れて、部屋から出ていった。

　まるで逃げるみたいなスピードで。

「もしかして、ウザがられたか？」

　効果がないのにいつまでも抱きつかれてると思われたかもしれない。

　けど、仕方ないか。

　相手は『みんなの友だち』。

　俺とは違って他人とのスキンシップには慣れ切っている。

《友だちとハグするのと全っっっ然違う！》

　しかし。

《顔熱い、全身ポカポカ、頭の中ぼーっとしてふわふわでぽわぽわでとろけりゅう！　耳触られるのもヤバかったけど抱きしめられるの気持ちよすぎりゅ～！》

　裏アカには tomochan の心の叫びが。

《早く！

　早く戻ってハグしたい！》

　荷物を受け取った後で、玄関でツイートしてるんだろうが、

《Ｋきゅんにぎゅ～～～～～～してもらいたい～！》

「あんたは甘え下べ手たな野良犬か」

　見えないところで全力でシッポを振りやがって。

　少しは現実でも素直になれよ。

　こういうとこがやっぱり可愛かわいくない。

《ああ、Ｋくん、やっぱり大好き》

　！

《知らなかった。

　大好きな人に抱きしめられると、こんなに幸せな気持ちになっちゃうんだ》

　………。

《はぁ、裏アカやっててホントによかったよ。

　ここで気持ちを発散させておけば、Ｋくんに私の想おもいがバレなくて済むもん》

「……ばか」

　もう、とっくに。

　全部バレてんだよ。

「お待たせ……って、どうしたの？」

「何が？」

「なんか顔が赤いけど？」

「抱きしめてたせいだ。友利ってやけに体温高いしな」

「ふうん……あっ」

　友利はニヤニヤしながら、からかうように俺の顔をのぞきこんでくる。

「もしかして、私とハグするのが気持ちよかったとか？」

「……そんなわけあるか」

「ホントかなぁ」

「あんたはどうなんだ？」

「私は別に？　あんまり効果はなかったかなぁ」

　嘘うそつけ！

　さっきのツイート見せてやろうか!?

　バレてないと思って余裕たっぷりだがそっちの本音はフルヌードだからな!?　と言いたいのを必死に堪こらえているとはつゆ知らず。

　友利は裏アカとは正反対の澄ました態度。

　こんな顔されたら……。

「ああ、もうこんな時間か」

　ついイジワルしたくなる。

「そろそろ帰ろうかな」

「ええっ!?」

「ハグもあんまり効果なかったみたいだしさ」

「それは……そうだけど……」

「悪いな。力になれなくて」

　勉強道具を鞄かばんの中にしまって、部屋から出ようとすると、

「待って！」

　友利がきゅっと俺のシャツの端を右手でつまんで引き留めてきた。

「どうした？」

「えっと、その……」

「用がないんなら帰るぞ？」

「う……！」

　お顔を羞恥心に染めたままで。

　おずおずと、友利は俺の顔を見上げる。

「……もう一回だけ、チャンスをあげよっか？」

「チャンス？」

「そう。私のことを抱きしめるチャンス。感謝して？　何の成果も出せずに帰るんじゃ惨めすぎるでしょ？　だから──」

「わかった」

　言うが早いか、鞄を床に落としてから、友利の体を抱きしめた。

「ひゃあっ」

　急襲成功。

　腕の中で響くか細い悲鳴。

（ああ、ヤバい）

　反応がいちいち可愛すぎる。

『みんなの友だち』と呼ばれる優等生のこんな姿、他のヤツらには絶対に見せたくない。

　今だけは独り占めしたい。

「ちょ、いきなり……！」

「嫌だったらやめるぞ？　さっきから思ってたが、俺ばっかり抱きしめて友利の方からは一向に抱きしめてこないしさ」

「それはそうだけど……！」

「もしかして、俺にハグされるのが気持ちよかったとか？」

「はあ!?」

「だから動かないで堪能してたんじゃないか？」

「そんなわけないでしょ！」

「ホントに？」

「もちろんっ！　キミのハグなんて全然気持ちよくなんかない！　だから……」

　野生の狼おおかみにでも抱きつくみたいな慎重な仕草で、友利は俺の腰に細い両手を回す。

「……ほら、できたよ」

「よくできました」

「何それ。やけに偉そうなコメント。ていうか……」

「なんだ？」

「あの、さ。もう少し……強くしてもいいよ」

「悪い。声が小さくて聞こえなかった」

「!?　キ、キミってホント性格悪いね！　絶対聞こえてたでしょ!?」

「ホントに聞こえなかったんだ。もっとはっきり言ってくれ」

　言った後で、さすがにイジワルしすぎかと反省。

　友利の可愛い反応を見ているとついからかいたくなってしまう。

（まあ、さすがに実行できないだろ）

　裏アカでは本音丸出しな tomochan だが、現実で甘えるのは苦手なはずで──。




「……もっと」




　一瞬、誤作動を起こした俺のスマホが友利の裏アカツイートを読み上げたのかと思った。

　けど違う。

　友利は白い頬ほおをこれでもかと羞恥心に染めながら、ささやくような小声で、つぶやく。




「……お願い。もっと、抱きしめて？」




　おねだりするみたいに、華きや奢しやな両腕で俺の体を抱きしめる。

「──任せろ」

　応えるように、ほっそりとしたウエストを抱きしめる。

　熱い。
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　冷房は十分効いてるっていうのに、熱くて仕方ない。

　体の中が真夏になったみたいだ。

　それに、さっきよりも聞こえる。

　友利の心臓の鼓動。

　早鐘のように鳴り響くメロディ。

（そういや、前に裏アカに書いてたっけな）

　俺が告白するまで、自分で告白するつもりはないってさ。

　でも──。

（こんなの、告白されてるみたいなものじゃないか）

　それくらい友利の心音は高鳴っていた。

　いや。

　ひょっとしたら、高鳴ってるのは俺の──。

「ねえ、鍵坂くん」

　不意に、友利が肌を重ねながら口を開いた。

「キミって、恋人とかいる？」

「は？　唐突にどうした？」

「いいから答えてよ」

「いるわけないだろ。俺の交友関係の狭さはあんたもよく知ってるはずだ」

「前に言ってたオタ友ちゃんとも付き合ってるわけじゃないの？」

「あいつとは仲がいいけど、ただの友だちだ」

「そう。だったらいいの。これからは色々考えることも多いしさ」

「裏サイト問題を解決する方法か」

「うん。だから恋愛よりも、今は私との仕事に集中してくれなきゃ困るの。私とキミの二人で事態を解決する。そのことを忘れないでよね、相棒くん？」

　相変わらず表情は見えない。

　しかし、それでも。

　俺の胸の中で、友利は幸せそうにはにかんでる気がした。




　　　　＃




　今回の後日談、というか反省点。

　それはハグをした約１週間後、期末テスト終了後に判明した。

「わあっ！　梓すごっ！　また２位！」

「しかもトップの鍵坂とたった５点差じゃねえか！」

　愛洲学院では期末テストの採点終了後、成績上位者の名前と得点を廊下に貼り出す。

　もちろん愛優と一緒で生徒たちの競争意識を煽あおる一環。

（なんとか１位はキープできたか）

　たくさんの生徒が貼り紙を見る中で、俺は心の中で一息。

「えへへ、ありがと～、みんな！」

「よっしゃ梓！　テスト終わったんだから遊びに行こうぜ!?」

「今日の放課後スポッチャとかどうよ！」

「ちょ、ぬけがけしないで!?」

「今日は友ちゃんは私たちとカラオケパーティーするの！」

「あ、あの、今日でなくてもいいので、ボードゲームとかもどうでしょう？　じ、実は友利さんにぜひ勧めたいゲームがあって……！」

　さすが『みんなの友だち』。

　一人で結果を見る俺とは対照的に、友利は陽キャ男子から陰キャ女子まで様々な生徒に囲まれていた。

【聞いた!?　Ａちゃん、Ｋと５点差の２位だって！】

【くそが。またＫが１位かよ】

【けどＡさん、いつもよりさらに成績よかったよ!?】

【きっと休みの日も一人でたくさん勉強したんだろうな】

【これならいつかＫの野郎に勝てるぜ！】

　裏サイトの掲示板でもアンチたちが大はしゃぎしてるが……。

（絶対にコイツらにはバラせない）

　この前、俺と友利がしたことを。

「あ、鍵坂くん」

　俺に気づいて話しかけてきた友利に、なるべく平然とした表情を作ってから言う。

「今回も俺の勝ちだな」

「ぐっ!?　たった５点差で偉ぶらないでよ。国語の点数は私の方が大分よかったよ？」

「勝ちは勝ちさ。次も屈辱を味わわせてやる」

「おあいにくさま。次は私が勝つ。敗北っていう底なし沼に頭の先まで沈めてあげる」

　べーっと。

　真っ赤な舌先をほんの少しだけ出す友利に背を向けて、俺は歩き出す。

（よし、なんとか赤面せずに話せた）

　正直な話、あの日のハグが気持ちよかったのは友利だけじゃない。

　１年以上サクラに会っていなかったせいで、鍵坂君孝にも誰かとハグしたい欲求があったんだろう。

　そのせいで、ついタガが外れた。




『友利っていい香りがするな』

『は!?　急に何を……！』

『サクラそっくりだ』

『──ねえ、サバ折りって知ってる？　両腕で体を締め上げる相撲の拷問技。今キミにかけて実践しよっか？』

『誤解だ。犬みたいな匂いがするって意味じゃない』

『じゃあどういう意味？』

『石せつ鹸けんのいい香り。風呂で洗ったサクラをドライヤーで乾かしてやったとき、今みたいな香りがした。それに、髪のふわふわ具合もサクラみたいで……』

『……触ってみる？』

『えっ』

『なんて、冗談。キミみたいな問題児に頭をなでさせるわけないじゃん』

『俺だってそんな羞恥プレイは死んでもごめんだ』

『さすが問題児くん。お口のお行儀が悪い』

『そっちこそ舌がいい感じに温まってるな』

『体の方は冷房のせいで少し冷えちゃってるけどね。だから、もう少しだけ……あっためてよ？』




　１時間。

　それが俺と友利が他愛たわいもない会話を交わしながら抱き合ってた時間。

　なんと時計の長針はりがまるっと一周してしまった。

「……いや」

　……さすがにやりすぎだろ？

　廊下を歩きながら、ため息を吐つく。

（途中から立ったままハグするのは疲れるってことになって、二人でベッドに座ったまま、30分くらい抱き合ってたしな）

　テスト中もハグした記憶が頭をよぎって問題を解くどころじゃなかった。

　その結果、危うくトップを奪取されかけたんだ。

（その点、さすが優等生）

　絶不調な俺とは違って、友利はばっちりテストに集中できたんだろう。

　だからこそ点数が上がったに違いない。




《ぎゅ～～～～～～～～～～～～～～したいっ！》




　しかし、tomochan がつぶやいたのは何ともストレートな一文。

《うう、もう限界だ～！　Ｋくんと話したら我慢できなくなっちゃった！》

《ぎゅ～したいよ～！》

《あの日パワーをもらったおかげでテストもいつもよりがんばれたし！》

「なるほど」

　友利の方はハグをパワーに変えられたわけか。

（……不思議だ）

　今思い返すだけでも恥ずかしい体験だし、点数が落ちたのは悔しくて仕方ない。

　けど、友利が俺のおかげでがんばれたとわかったら。

　まるでハグしたときみたいに胸のあたりがポカポカする。

（まあ……また機会があったら、ハグしてもいいかもな）

　この１週間、昔撮ったサクラの動画を何度も見返すくらいにあの温かさが恋しかったというか、友利と同じくちょっとしたハグロス状態で──。

《はぁ。もし死んじゃったらＫくんの犬に転生したい》

　廊下を歩きながらぶはっと噴き出しそうになったのをなんとか堪こらえた。

《サクラちゃんがうらやましいなぁ》

《飼い犬になれば毎日ぎゅ～してもらえて、頭だってなでてもらえて……ああ～、あの日は照れくさくて断っちゃったけどやっぱり頭もなでてもらえばよかったよぉ！》

　前言撤回だ！

　俺はこんな末期のハグ中毒者じゃない！

　その証拠に飼い犬になってまでハグされたいとは思わないし、友利の頭をなでることなんて絶対になくて──。

《あっ、犬は無理だけど、こういう衣装を着てみるとか？》

　今度こそ俺は噴き出していた。

　友利が裏アカでリツイートしたつぶやき。

　それは俺と千冬がやっているソシャゲのＳＳＲカードイラスト。

　通称、アヴァンギャルド・ドッグ。

　犬耳＆シッポ＆首輪。

　さらにはやけに露出が多くて生地面積が少ないモフモフした衣装を身にまとったヒロインの姿で──。

《『さすが相棒、俺の好みをよくわかってる！』ってほめてくれるかも～！》

　あんたは俺がどんな性癖を持ってると思ってるんだ？

　なんて思いつつも、ついイメージしてしまう。

　アヴァンギャルドでドッグな衣装を身にまとった友利梓の姿。

（いや）

　それはさすがに……。

《やっぱやめとこう！》

《冷静に考えたらこの衣装けっこーえっちじゃん！》

《さすがに『友だちだったら普通』の魔法も効かない……！》

　さすが相棒。

　俺と同じことを考えてたか。
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　この衣装はどう考えても友だちとしての一線を越えてる。

《Ｋくんに好きになってもらえるような自分になりたいって目標は変わらない》

《けど、暴走しすぎて友だち関係が崩れたらダメだ》

《やっとＫくんと友だちになれたんだ。

　色々と悩みはあるけど、それだけでもかなり幸せなんだから》

「それだけでも幸せ……か」

　スマホを見つめながら、考える。

　たしかに色々と悩みはある。

　ハグしたことで裏サイト問題で友利が暴走することは避けられたが、事態は解決してない。

　それでも俺は友利の力になると言ったし、友利も少し甘えてくれるようになった。

　きっと俺にとっても幸せなことだと思う。

　ずっと拒否していた学友とのつながりを持てたんだから。

　けど、つながりが生むのはメリットだけじゃない。

　デメリットとして、今回は１位を死守したがテストの点数が落ちてしまった。

「ああ、まったく」

　難しいな、人間関係。

　苦笑しつつも今回の反省点を胸の中に刻んでおくことにした。

　──やっぱり、友利の恋人にはならない。

　ハグしただけでも成績が落ちたんだ。

《ちょっぴり怖いな。

　ハグだけでもこれだけ幸せなのに。

　もし恋人同士になったら、一体どうなっちゃうんだろう？》

「同感だよ」

　もし仮に。

　友利と付き合うことになってハグ以上の行為をするようになったら──勉強以外の何かに、自分の心を奪われそうな気がした。
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　テスト期間も終わり、夏休みまであとわずか。

　しかし、生徒たちは気が抜けません。

　なぜなら待ちに待ったプロムの夜が迫っています。

　テストも終わった今この瞬間がダンスパートナーを誘うのに最適なんです！　なんて、この前神じん宮ぐう寺じが力説してたっけ。

　まあ、あいつは間違いなく恋人の穂ほ村むらと踊るんだろうが──。

「どうせあんたたちも踊るんだから、昼休みは二人でダンス練でもしてれば？」

「はあ？　なんで俺がこんな人型悪口製造機と？」

「私だってキミとは嫌。鍵かぎ坂さかくんは一人で踊れば？　焼けた鉄板の上とかで」

「はいはい。ケンカップル芸には飽きましたよー」

　昼休みの人ひと気けのない音楽室。

　千ち冬ふゆはあきらかにやさぐれた感じで言った。

「勉強の時間が減る。さっさと本題に入ろう」

「だね。私たちに相談したいことがあるんでしょ、千冬？」

「梓あずさによ。鍵坂なんか呼んでない」

「だそうだ。帰っていいか？」

「ダメ。これからはもっとキミを頼──ううん、活用するって決めたの。鍵坂くんってスペックだけは高いし」

　甘えたいときは甘えてくれ。

　俺が友とも利りに伝えた言葉はハグにだけ作用したわけじゃないっぽい。

（俺を頼ってくれるのはいい傾向だな）

　ただ、問題は千冬の相談事か。

　試験当日あたりから千冬はあきらかに元気がなかった。

　テストも赤点スレスレだったし、ときおりシュンとした顔で何やら考えこんでいる。

（ＤＭでオタ話しても、いつものキレがなかったっけ）

　悩みでもあるんだろうか……と思っていたときに、千冬が友利に相談を持ちかけたというわけだ。

　今は裏サイト問題よりも、オタ友を優先しよう。

「無理よっ！」

「ちょ!?　落ちついて千冬！」

　あわてて幼なじみに言葉をかける友利。

　それもそのはず。

　千冬の蒼あおい瞳から流れるのは、透き通った涙。

「鍵坂なんかに私の悩みを解決できるわけない……！」

「一体何があったの？」

「そ、それは……！」

　ぽろぽろとこぼれる涙を必死にぬぐいながら、千冬はかすれた声で叫ぶ。




「前からずっと片かた想おもいしてた人に、彼女がいたの！」




　──待て。

　千冬の好きな相手＝センパイ＝鍵坂君きみ孝たか。

　俺に彼女なんていないぞ？　と考えた瞬間──思い出した。

　友利家に招かれた日の帰り道。

　スマホに後輩ちゃんとの通話履歴を見つけた。

（さらにあの日、友利は後輩ちゃんのことを『オタ友ちゃん』と呼んだ）

　後輩ちゃんが女だって伝えてなかったのに。

　ハグ後遺症で落ちつかない心臓をなだめたくて後回しにしたが、やっぱりあれは──。

「この前、私の好きな人に通話をかけたの。そしたら知らない女が出て……っ」

「それは恋人じゃないだろ」

　千冬が気づいてないだけで相手は友利だ。

　なぜ千冬からの通話に出たかはわからないが、友利も相手が幼なじみだとは気づかなかったはず。

　俺と千冬の関係に気づいたら、裏アカで何か言ってるはずだしな。

「なんで鍵坂にそんなことわかるのよ!?」

「ただ通話に出ただけで恋人だって判断するのは早計だって言ってるんだ」

「鍵坂くんの言う通りだよ」

「梓までコイツの肩を持つわけ!?」

「風かざ見み。おまえが俺のことを嫌いなのは知ってる。だからって友利まで責めるのは感情的になりすぎだ」

「………っ」

　……そんなのわかってるもん、と千冬は涙目でうつむいた。

「感情優先で思ったことを話すより、思考をまとめながら理論立てて話せ」

「そうだね。そうすれば片想い相手への誤解も解けるかも」

「う……だけど……」

「だけど？」

　訊たずね返すと、千冬はサファイア色の瞳を潤ませながら、嗚お咽えつ混じりの声で。

「し、したって言ってた」

「は？」

「だから！　えっちしたみたいなこと言ってた！」

　オイ、みんなの友だちさん。

　あんた俺の後輩ちゃんに一体何を言った？

「うえええええんもうダメだ耐えられない～！　あの人に彼女がいたなんて～！」

「泣かないで？　もしかしたら彼女じゃなくて……」

「じゃなくて？」

「……肉体的なお付き合いがあるだけかも」

「セフレってこと!?　私の好きな人をバカにしないで！　そんな安っぽい関係を持つ人じゃないもん！」

「だったら……言いにくいけど、彼女なんじゃないかな？」

「!?」

「残念だけど二人は付き合って──」

「うわああああん梓のばかぁああああああっ！」

「わっ、落ちついて！　大丈夫！　私がついてる！」

「えっ……」

「今だけは思いっきり泣いていい。安心して？　このことは誰にも話したりしないし、泣いてる千冬のことを笑ったりもしないから」

「ひぐっ、あっ、梓ぁ～～～！」

　号泣する千冬をよしよしと抱きしめる友利。

　百合ゆりアニメのワンシーンにしたいくらい美しい友情。

　問題は互いが恋敵だという事実にまったく気づいてないことだが、

（チャンスだ）

　友利がはげましてる間に、推理しよう。

　なぜ千冬がこんな誤解をしたのか？

「───」

　それは──友利が通話で誤解されるようなハッタリを言ったからじゃないか？

（千冬の勝気な性格を考えれば流れは予想できる）

　おそらく通話に友利が出たとき千冬は何かしらの牽けん制せいをしたはずだ。

　センパイと自分は親しい関係だ、みたいな感じで。

　その結果──。

（推論だが、友利も反撃したんじゃないか？）

　いつもの友利なら絶対にそんなことはしないし、落ちついて話を聞こうとする。

　ただ、自分の恋愛がからむと暴走するからな。

　通話中に親友同士だと気づけなかったのも、互いに相手が恋敵だと思いこんであわてたせいかもしれない。

（そして、牽制に対する反撃カウンターとして俺との関係を匂わせるようなハッタリを言った……とか？）

　さっきの千冬の発言から察するに、直接的なことを言ったわけじゃないと推測できる。

　あくまで『みたいなこと』だからな。

　そして、一〇〇％作り話でもない気がする。

（恋愛ポンコツな一面もあるが、友利は成績優秀な優等生でかなり頭がキレる）

　安易な作り話はバレやすいと理解してるはず。

　だとすれば現実に起きたことを元にしてハッタリを創作した可能性が濃厚。

　そうすれば嘘うその強度が増すからな。

　今パッと思いつく解答例は──。




　①「私は彼に以前下着を見られたことがある」

　②「私は彼と喫茶店デートをしたことがある」

　③「私は彼を自宅に招待した」

　④「私はよく彼と一緒に勉強をしてる」




　どれが正解かは聞けないが、有力なのは①か③じゃないか？

　もし俺に問い詰められても「嘘は言ってないよ」と弁解できるし、ケンカを売ってきた恋敵へのハッタリには打ってつけのカウンターパンチ。

　その結果、千冬はセンパイに恋人がいると信じきってしまった。

　それなら──。

「いっそ片想い相手に聞いてみればいい。『恋人がいるのか？』ってさ」

　これが最善手ベスト。

　まずは千冬に問いたださせる。

　その後で俺がセンパイとして誤解を解けばいい。

「あんたバカぁ!?」

　ずいぶん古いアニメのセリフで千冬は罵ってきた。

「そんなの絶対聞けるわけないじゃん！」

「どうしてだ？」

「ぼっちくんのばか。もしホントに『恋人ができた』って言われたら立ち直れないからに決まってるでしょ？」

「さっすが梓！　私のことよくわかってる！」

「幼なじみだもん！　これくらい当然だよ！」

　意気投合する恋敵ライバルたち。

　なんだろう、互いの正体を知らずに握手するハブとマングースを見物してる気分……。

（──仕方ない）

　鍵坂君孝としてじゃなく、センパイとして動こう。

　後輩ちゃんとの関係が壊れるのは避けたい。

　このまま失恋したと勘違いして落ちこんでる親友の姿を見るのも嫌だ。

　なんとか立ち直らせてやりたい。

（それには、いつものやり方じゃダメだな）

　千冬の動揺っぷりを見る限り、ＤＭや通話で話しても信じてもらえない気がする。

　だとしたら──多少のリスクは覚悟しよう。

「えっ!?」

　スマホで時計を見るフリして千冬にＤＭを送ると、彼女は赤いチェックスカートを揺らしながら立ち上がった。

「どうしたの？」

「い、今！　私の片想い相手からＤＭが届いて……！」

　ひどく驚きながらも、千冬は俺たちにスマホの画面を見せる。

　そこに書かれた文章は──。




　　　　＃




「……こんばんは、センパイ」

　時刻は19時。

　７月にしては涼しい夜空の下。

　新しん姫ひめヶが丘おかにある小さな公園で、制服姿の千冬が俺に話しかけてきた。

「よお、千冬」

　学校よりもやや低い声であいさつ。

「悪いな、急に呼び出して」

「ううん、いいの。……隣、座ってもいい？」

「もちろん」

「ありがとう……」

　ひどく緊張した様子で、俺が座るベンチに腰掛けてくる。

（この様子なら、バレてないか）

　今の俺は頭に赤髪のウィッグを被かぶっている。

　新姫ヶ丘がある地区を本拠地にする不良チーム──カザリナ。

　そのリーダーだった、ケイとしての姿だ。

（念のために準備してたのが役に立ったな）

　万が一ケイとして千冬と会う機会ができたときのために備えてたんだ。

　不良時代のように髪を染めたわけじゃないが、このウィッグは出来がいいし、ちょっとやそっとじゃバレないだろう。

　おまけに口元には表情を隠す黒いマスク。

「そのマスクどうしたの？　風邪？」

「心配ない。俺は色んなヤツに顔が割れてるしな。ちょっとした変装だよ」

　嘘は言ってない。昔はカザリナのリーダーってだけで、腕試し目的の格闘技経験者からケンカを売られることもあったしな。

「そっか。センパイは有名人だもんね」

「カザリナはヒロトさんに任せてるけどな」

「ヒロトさんかぁ。私、会ったことがないんだよね。話は色々聞いてるけど」

「色々？」

「有名じゃん！　カザリナの創設メンバー五人の内の一人！　ネットでも色々ウワサされてるよ!?　伝説のケイの右腕！　十代テイーンの相談事を解決する手伝いをしたり、抗争してるチームのトップと交渉したり、怖いくらいに頭がキレるとか……！」

「大体は当たってるよ」

　カザリナは俺と当時の相棒が出会ったことで生まれた。

　けど、ヒロトさんがいなかったらあそこまで大きなチームにはなってなかっただろう。




『ボク、思うんだ。ヒロトさんはカザリナの頭脳ブレーンだって！』




　不良時代の相棒はそうたとえてたっけな。

　それくらい頼りになる策略家。

　５月に友利を助けられたのだってヒロトさんのおかげでもあるしさ。

「いつか会ってみたいな」

「やめた方がいい。とんでもなくビックリする」

「そんなに怖い人なの？」

「たぶん、カザリナで一番えげつないのはあの人で……いや、この話は今度にしよう」

　ヒロトさんの話をするように千冬に誘導された気がする。

　たぶんあえて本題に入らせないようにしたんだろう。

「……うん。大事な話があるのよね」

　千冬は。

　今にも泣きそうなくらい青い瞳に涙をためながらも、健けな気げに笑顔を作った。

「おめでとう」

「は？」

「センパイ、恋人ができたんでしょ？　今夜はその報告にきたってわけ」

「………」

「……ごめんなさい。私、この前センパイの恋人にケンカ売って、怒らせちゃった。あの人も色々言い返してきたけど……きっとセンパイが選んだんだから、いい人なんだと思う。だ、だから、私もお祝いして……っ」

「千冬」

　嗚お咽えつを堪こらえて祝福してくるオタ友の細い肩を、ぽんっと優しく叩たたく。

「あいつは恋人じゃないよ」

「えっ!?」

「ただの友だちだ」

「で、でも!?　センパイあの人の家で勉強してたんでしょ!?」

「ああ」

「週３でお弁当も作ってもらってるんでしょ!?」

「まあな」

「それに『下着を見られたこともある』って普通なら恥ずかしくて絶対できない主張までしてきたわよ!?」

「強風でスカートが捲めくれただけだ」

　ハッタリについての推測は当たってたかと思いつつも、弁解。

　けど、苦しすぎる。

　真実を語ってるだけなのになんてマヌケな言い訳なんだ……。

「ホントに!?」

　だが、千冬は涙をためつつも、ホッと胸を撫なでおろした。

「わかった。信じる。センパイとは付き合い長いもん。直接会ってはなかったけど、ずっとＤＭでやり取りしてきた。こんな状況で嘘を吐つくような人じゃないってことはよくわかってる」

「千冬……」

「それに聡そう明めいなセンパイが創作したにしては、言い訳がマヌケすぎるわ」

「真実を話してよかったよ……」

「私こそ会いにきてよかった！　こんなに簡単に誤解が解けるなんて！」

　街灯の下できらきらと銀髪を輝かせながら、千冬は涙をぬぐって微笑ほほえんだ。

　──やっぱり、千冬っていいヤツだよな。

　普通だったらもっと俺のことを疑ってもおかしくない。

（けど、きっと直接会って話せば大丈夫）

　ここに来る前からそう確信できた。

　俺たちは、親友同士なんだから。

「でもあの女には死んでも負けたくない」

「えっ……」

「察しのいいセンパイなら気づいてるでしょ？　あの女、絶対センパイのこと好きよ？」

「まあ、な」

「やっぱり！　もう告白とかされたの？」

「いいや」

「どんな人!?　歳としは!?　カザリナのメンバー!?　センパイと同じ学校の生徒!?　私より可愛かわいい!?　写真があったら見せて!?」

「落ちつけ、後輩ちゃん」

「うう～、気になる気になる気になる～！　もしセンパイがあの人のこと好きになっちゃったら……！」

「心配するな。前も言ったが、高校生の間は恋愛する気はない」

「ホントに!?」

「もちろん」

「そう、よかった……あっ、聞きたいんだけど、私とその子どっちが好き？」

「は？」

「私よね!?　だったら私のこと『好き』って言って！　今すぐここで！」

「そんな照れくさいことできるか」

　友利と一緒で、千冬も恋愛がからむとブレーキが利かなくなるのかもな。

　というか『好きって言って』か……。

「？　なんか笑ってない？」

「いや。俺が最初に会ったときの千冬だったら絶対に言わないセリフだと思ってさ」

「う……まあ、昔の私って今と全然違ったしね」

「そういえば俺たちが出会ったのってこの公園だったよな」

　当時の俺は中３。

　年齢をごまかしてカザリナのリーダーをしてたころだ。




『や、やめてください！』




　深夜２時すぎに一人で公園の前の歩道を歩いていたら、悲鳴が聞こえた。

　公園にいたのは銀髪の少女。

　深夜にもかかわらず一人きり。

　彼女の横には銀色のキャリーバッグ。

　ケイとして散々悩みを抱えた同世代の相談に乗ってきた経験から、すぐにわかった。

　家出だ。

「あのときは本当にありがとう。からまれてた私を助けてくれて」

「金をせびられてたんだっけか？　まあ、あのときの千冬はターゲットにされやすそうな外見だったしな」

　深窓のお嬢様。

　一言でたとえるならそんなイメージ。

　長い髪を三つ編みにして、顔にはメガネ。

　一目でブランドものとわかる服と靴を身につけてたっけ。

　大人しそうでひどくあどけない容姿。

（たぶん金をせびろうとしてただけじゃない）

　千冬にからんでいた大学生っぽい男三人は、強引に誘えば連れ出せると踏んで近づいたわけだ。

「あはは、思い出した。センパイが私に話しかけてきたら、あいつら一目散に逃げてっちゃったのよね。『ケイだ!?』っておびえてさ」

「赤髪は目立つしな」

　その後で、俺と千冬は話をした。

　ケイにとっては同世代の話を聞くのは当たり前だったし、千冬も心細かったんだろう。

　助けたことで信用してくれたのか、色々打ち明けてくれた。

　千冬は音楽一家生まれ。

　昔からピアノを習っていた。

　だが訳あって両親に『ピアノをやめたい』と言ったところ、猛反対された。

　その結果つい家を飛び出したのだ。

「あのときは話を聞いてもらえてホントに助かったわ」

「大したことはしてないよ」

「そんなことない！　センパイは色々悩みも聞いてくれたもん。私がコンクールで結果を出せないことに悩んでるって話」

　当時の千冬の言葉はよく憶おぼえてる。




『私の友だちに、ヒーローみたいな子がいるんです』




　あのときの俺は知る由もなかったが、そのヒーローの名前は友利梓。

　千冬いわく、友利は中等部時代も人気者だった。

「昔から梓はすごかった」

「そこまでか？」

「たった一人で学院中の生徒の悩みや事件を解決してたんだよ!?　勉強も運動もずっとトップだったしさ！」

「千冬だってピアノの腕前は相当だろ？」

「でも……私にはそれだけしか取り柄がなかったの。当時は内気な陰キャで、梓以外友だちが誰もいなかったもん」

「………」

「私にとって梓はすごく特別な人間に思えた。だからこそ、梓を見てたら……」

　不安がよぎったの、と千冬は表情を曇らせた。

　このまま自分は友利梓と友だちでいられるだろうか？

　自分も特別な人間にならないと親友に置いていかれるんじゃないだろうか？

　そう思ったからこそ、風見千冬は今まで以上にピアノにはげみ、コンクールでいい結果を残そうとした。

　しかし、現実は甘くない。

　今までのような結果を出せず、入賞もまったくできなくなった。

　絵に描いたようなスランプ。

　壁にぶつかり、追い詰められ、悩んだ結果──。

「『ピアノはやめる！　もうこんな家いたくない！』ってパパやママとケンカして、家を飛び出しちゃったのよね」

「もう２年も前の話か」

「懐かしい。飛び出しちゃったのは我ながら子供っぽい行動だったけど──おかげでセンパイと出会えた！」

　夜空に浮かぶ月に負けないほどに綺き麗れいな美貌が、笑顔で彩られる。

「憶えてる？　私にアドバイスをくれたこと」

「さすがに憶えてるよ」




『ピアノをやめることを即決しなくてもいいんじゃないか？　人生白と黒がすべてじゃない。灰色の決断をした方がいいときもある』




「今考えれば説教じみたアドバイスだな」

「そんなことない！　私はあの言葉で救われたんだもん。家に帰って『ピアノをやめるんじゃなくて、ちょっと休ませてほしい』ってパパとママにお願いしたの」

「上手うまくいったんだろ？」

「うん！　パパたちも『少し休んでみるのもいいかもしれない。時間をおけば、ピアノに対する考え方も変わる』って言ってくれたんだ！」

「理解のある両親でよかったよ」

「パパたちを説得できたのはセンパイのおかげ！　見ず知らずの私の話をあそこまで真摯に聞いて、アドバイスをくれるなんて！」

「それが当時の俺の役割だったしな」

　それに、自分と似た悩みを抱えた千冬を放っておけなかったんだ。

　鍵坂本家に嫌気が差して不良になった当時の俺にとって、実家を飛び出した千冬の気持ちは痛いくらいにわかった。

（自分のことみたいに共感できたんだ）

　救えるんなら救いたいと強く願ったよ。

　俺とは違って、理解のある両親がいる可能性に懸けたんだ。

「ピアノは再開したのか？」

「ううん。今度学院のイベントで弾くけど、まだコンクールに出る気はない。スランプからは抜け出せてないし」

「そっか。まあ、色々悩めばいいさ」

「むっ。他人ひと事ごとだと思って適当に言ってない？」

「そんなわけあるか。千冬は他人じゃない。大切な友だちだ。ま、俺以外にも友だちはいるだろうけどさ」

「まあね。今日私がここに来たのも、センパイからのＤＭの後に梓が背中を押してくれたから。それと……」

「なんだ？」

「前話したでしょ？　梓に気になってるヤツがいるってさ」

「名前は鍵坂だっけか」

「そう。すごくムカつくヤツ。でも……今回はお礼くらいしてあげよっかな。あいつもセンパイと話した方がいいって勧めてくれたし」

　言ってから、千冬はベンチから立ち上がった。

「名残惜しいけど、そろそろ帰るわ。あんまり遅いとパパたちが心配しちゃう」

「家の前まで送るよ」

「わっ、ありがとう！　やっぱり、センパイは鍵坂と全然違う。あいつなんかより気づかいできるし……格かつ好こいい」

「ＤＭはほとんどオタ話だけどな」

「オタクでも全然構わない！　センパイと出会ったおかげで、内気だった私は変われたの！　センパイみたいに格好よくなりたくて髪型やコーデを色々試行錯誤して、しゃべり方だってがんばって変えた！」

「………」

「センパイと共通の話がしたくて、気づいたらアニメやゲームが好きなオタクになってたしね。あの夜この公園で出会ってからずっと──私はセンパイに恋してる」

「千冬……」

「だ、だから──」

　異国の血が入ってるとすぐにわかる白い頬ほおを、千冬は紅潮させてから、

「誰にも、センパイのことは渡さないわ」

　ほんの一瞬だけ。

　赤いチェックスカートの裾を両手でつまんで捲めくってみせた。

　さすがに驚く。

　制服の短いスカート。

　捲れあがって一瞬だけ見えたのは、繊細かつ華憐な刺し繍しゆうが施された純白の下着で──。

「ふ、ふふん」

　顔を耳まで真っ赤にしたままで、千冬は勝ち誇っていた。

「どう？　これであの女のアドバンテージが一つ減ったわ」

「……あのな。簡単にこういうことするな。さっきは下着を見られたなんて主張するのすらできないって言ってただろ」

　照れくさいのをごまかしたくて反論。

　すると千冬はスカートの裾をぎゅっと握りしめて、つぶやく。

「……恥ずかしくなかったわけ、ないじゃん」
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「えっ……」

「こんなことするの……センパイの前でだけ。なんなら……もっとえっちなことも、できるよ……？」

　羞恥心に潤んだ空色の瞳で、上目遣いに見つめてくる後輩ちゃん。

「──千冬」

「!?　な、何？　急に真剣な顔して……あっ、まさかこれから──」

「アプローチが直球すぎる」

「は？」

「ラブコメアニメでも観たんじゃないか？　フィクションの中なら今くらい派手に迫った方が視聴者の印象には残るけど、現実でやられると逆に冷静になるぞ」

「うっ!?　仕方ないでしょ!?　だって……」

　千冬は。

　さっきあれだけ直球勝負を挑んできたとは思えないしおらしい声で、

「センパイと久しぶりに会えたのがうれしくて……つい舞い上がっちゃったんだもん」

「………」

　まさか、わざとやってるのか？

　さっきは『逆に冷静になる』なんてごまかしたが、勇気を振り絞ったストレートな告白に鼓動が早くなったのも事実。

　さらには直球とは違う可愛かわいさ満点のスローボール。

　そのギャップに思わず頭をなでたくなる。

　それに──。

「そろそろ行こうぜ」

「うん！　あっ、そうだ！　家に着くまでオタ話しよ!?」

「いつもＤＭでしてるだろ？」

「直接会ってするのは全然違うもん！　すっごく楽しいし、幸せ！」

　千冬の言葉にはひどく共感できた。

　ネット上だけで会えるオタ友。

　後輩ちゃんと２年ぶりに会えたんだ。

「──舞い上がってるのは、俺も同じか」

　隣を歩く千冬に聞き取れないよう小さな声でつぶやく。

　初めて出会った夜のように言葉を交わしながら、俺は親友を送り届けることにした。




　　　　＃




　何はともあれ、これにて一件落着。

　千冬の悩みを無事解決できて、とりあえず事態は丸く収まった──かのように思えた、翌日の昼休みだった。

「はい、これ。この前パパが仕事先でもらってきたヤツなんだけどさ」

　またもや人ひと気けのない音楽室。

　千冬は、俺と友利に二枚のチケットを手渡してきた。

　チケットには新姫からほど近い駅にある、遊園地とプールが合体した施設の名前が。

「今回はありがとう梓！　一応鍵坂にもお礼を言ってあげるわ。二人のおかげで久しぶりに好きな人と会えたし、誤解も解けた！」

　喜びに踊る銀髪。

　千冬はうれしさをおすそ分けするように、満面の笑みで告げる。

「これは私から二人へのお礼。せっかくテストも終わったんだしさ。今度の日曜日にでも、二人でデートに行ってきて？」







[image: 第５話　お泊まりガールズトーク]




「デートじゃないよ。ただ遊びに行くだけ」

　土曜日。

　お風呂上がりの私に、薄桃色のパジャマ姿の梓あずさが釘くぎを刺した。

「こんなの友だちなら普通だよ」

「またそれ？　高校生の男女が二人きりで遊びに行くんだからデートじゃん。やはりデート……!!　デートはすべてを解決する!!」

「それまたアニメか漫画のセリフでしょ？」

　私の髪をドライヤーでブローしてくれた後で梓が言った。

　本日の風かざ見み千ち冬ふゆのスケジュールは友とも利りハウスにお泊まり。

　昔からこのマンションにはよく泊まってたし特別感はゼロ。

　ただ、話してる内容はかなり特別イレギユラーかも。

「もう、親友の私にくらい打ち明けてよ。鍵かぎ坂さかのこと好きなんでしょ？」

「そんなわけないでしょ」

「どうせならデートで『プロムで一緒に踊ろう！』って誘えばいいのよ！」

「あはは、誰があんな灰色青春マンと踊るもんですか」

　笑顔を作りつつも、梓は部屋にあった小さな犬のヌイグルミを抱きしめた。

　幼なじみだから知ってる。梓にはクセがある。

　気分が落ちこんでるときはお気に入りのヌイグルミを抱きしめる。

（デートが嫌ってわけじゃないわよね？）

　ひょっとして……鍵坂をプロムに誘えない理由があるとか？

「あれ？」

「ん？　どうかした？」

「なんだかネットにつながるのが遅い気がして」

　通信障害かな？　と梓は赤いスマホをベッドサイドに置いた。

「ていうか、どうしてお礼にチケットを選んだの？」

「別に？　たまには梓の背中を押して助けてあげたいと思っただけ。あんたにはお世話になりっぱなしだしさ」

　梓とは幼等部からの付き合い。

　あのころの私は陰キャで、いじめられることもあった。




『大丈夫だよ、ちーちゃん！』




　そんなとき助けてくれたのが友利梓。

　今ではすっかり呼ばれなくなったあだ名で私を呼んでから、私を守ってくれたわ。

　あのころから梓は友だちが多かったけど、一番仲が良かったのは私。

（『みんなの友だち』の親友になれてうれしかったな）

　なんだか特別な気がして。

　内気な性格は中学まで全然直せなかった。

　みんなや梓にもずっと敬語で話してたっけ。

　そのせいか高等部に入るまでは梓しか学友がいなかったけど……。

「梓はいつも私を気づかって、助けてくれた」

「千冬だって私のことを色々助けてくれたよ」

「えっ、いつ？」

「子供のころにピアノを教えてくれたり」

「ああ、そういえば昔はよく一緒に連弾したっけ」

「私が今みたいな活動をするようになったのだって、千冬がきっかけなんだよ？」

「私が？」

「昔助けたときに、私に『キミの正義の味方みたいなところ、好きだよ！』って言ってくれたでしょ？」

「そんなこともあったっけ……」

　昔の私と口調が違うけど……言ったような気もする。

　あれは街の公園でいじめられてたのを梓に助けてもらったときね。

　──でも。

　あのとき梓以外にも私を助けてくれた人がいたような。

「もう、憶おぼえてないの？」

　むうっと頬をふくらませる梓。

　少しすねた仕草を見てたら、思わず頭をなでたくなった。

　あーあ、鍵坂のヤツってとんだ唐変木だわ。

　こんなに可愛い梓のことを好きにならないなんて。

「ずいぶん昔のことだもん」

「もう10年くらい前かぁ」

「あのころよりは私も立派になったでしょ？　昔とはもう違うの」

「たしかにギャルになるとは思ってなかったね」

「でしょ？　だから、梓ももっと……」

　私を頼ってよ、と言いかけたがやめた。

（悲しいけど、私じゃ梓の相棒にはなれない）

　私と梓は幼なじみ。

　でも──決して、対等な関係じゃない。

　その証拠に私は助けられてばっかり。

　この前の音楽室でも泣いてるのをなぐさめてもらったわ。

（梓の前で泣いちゃったことなんて数えきれないわね）

　だけど、私はこの子の涙を一度も見たことがない。

　梓はそれくらい強い。

　文武両道で、完璧な優等生で、『みんなの友だち』。

　私がどれだけがんばっても対等な関係になれないのは仕方ないことなのよ。

　そう信じることで、梓に助けられてばっかりの劣等感コンプレツクスに蓋ふたをしてた。

（でも……）

　鍵坂君きみ孝たか。

　あいつは梓の相棒になれた。

　そのことを考えると胸がひどくざわつく。

　きっと鍵坂は梓にとって私以上に特別な存在で──。

「ところで、ホントにいいの？」

「何が？」

「私が鍵坂くんと遊びに行ってさ。千冬、鍵坂くんのこと前以上に嫌ってるじゃん」

「う……だからこそよ」

　いっそ、梓と鍵坂が付き合っちゃえば。

　この気持ちを吹っ切れるかもしれないもん。

「二人が付き合ったら……少しは鍵坂のことを認めてあげないでもない」

「千冬……」

「勘違いしないで!?　認めるって言ってもほんのちょっぴり！　あいつと梓が仲良くしてるのはイライラして嫌なの！」

　何がイライラするって。

　二人の関係にモヤモヤしてる弱い自分が気に入らない。

（そうよ……）

　風見千冬はセンパイと出会って変わったの。

　もう内気で梓しか友だちがいなかった、ピアノが上手うまいだけのお嬢様はどこにもいない。

「私は私で、この気持ちにケリをつけたいのよ」

「──そっか。じゃあ、鍵坂くんのことそこまで嫌いなわけじゃないんだ」

「はあ!?　そんなわけないじゃん!?」

　あんなぼっち大嫌いよ！

　私のことずっと無視して、オタ友になりたいって言っても断り続けて、なのに梓の相棒になって……。

　ムカつく要素しかない！




『いっそ片かた想おもい相手に聞いてみればいい。「恋人がいるのか？」ってさ』




　なのに、鼓膜の中で蘇そ生せいしたのは音楽室であいつに言われた言葉。

　梓のおかげであいつも変わったと思う。

　前だったら私にアドバイスするなんてありえなかったもん。

　それに……。

（……もう、なんでよ）

　真剣な表情で私にアドバイスをくれた鍵坂の顔。

　どうしてかその姿が、この前会ったセンパイと重なる。

　あの夜『好き』とは言ってもらえなかった。

　それでもセンパイとすごした時間は色鮮やかに記憶に残って──。

「千冬？」

「………っ。それより梓？　今夜は一緒のベッドで寝ましょ？」

「さすがに狭くない？」

「昔はよくやってたんだし大丈夫！」

「もう、仕方ないな～」

　突然のお願いにも笑顔でうなずいてくれた。

　そんな親友の姿を見て、思う。

（きっと梓は私にとって、センパイと同じくらい大事な存在なんだ）

　だから梓には申し訳ないけど──鍵坂とは絶対に友だちになったりしない。

　この前は助けられたけど、チケットを渡して借りは返せたはずよ。

（もちろん、鍵坂が悪いヤツじゃないのはわかってる）

　幼なじみが相棒って認めた相手だもん。

　その事実は十分理解してるけど……。

「えへへ、やっぱり狭いね」

　部屋の灯あかりを消した後。

　薄闇の中、梓が照れくさそうに微笑ほほえみかけてきた。

（──ま、いっか）

　梓の笑顔を見たら、なんだかどうでもよくなった。

　こんな顔、きっと鍵坂はまだ見てないはずだもん。

「ねえ、梓」

「なーに？」

「もし梓が鍵坂をダンスに誘って断られたらさ。そのときは私が鍵坂のことぶん殴ってあげる」

「うわ、昔の千冬からしたら考えられない発言」

「言ったでしょ？　私は変わったって。それにもし鍵坂と踊らないんなら、私と踊ろ？」

「千冬と？」

「パーティーで親友をぼっちにさせておけないしさ。プロムのジンクスも同性同士には作用しないんじゃない？」

「あはは、かもね」

　シングルベッドの上。ほんのわずかな距離で私たちは笑い合う。

（どう、鍵坂？）

　こんなことあんたにはできないでしょ？

　たしかにあんたと梓は友だちになった。

　ずっとあんたが拒否してきた、他人とのつながりを持ったわ。

（けど、私だって──）

　梓とつながってるんだから。

　長く、強く、深く。

　そのことに満足しながら、私は眠りが訪れるまで、数センチ先にいる親友と他愛たわいもない会話を交わすことにした。
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《ともほーーーーーーっ！》

《Ｋくんとプールデートだぁああああああ！

　ありがとうＣちゃん！　好き好き大好き愛してる！

　結婚式の友人代表スピーチ役に早くも内定合格就任だ～！》

《今日でさらにＫくんとの距離を縮めてみせる！

　あっちはまさか私がここまでデート気分だとは思ってないだろうし！》

「いや、思ってるからな？」

　日曜日の青空の下。

　水着とラッシュガードに着替えて更衣室を出たところで、防水ケースに入ったスマホを見ながらついツッコんでしまった。

　よみさかランド。

　新しん姫ひめヶが丘おかから２つ先の読よみ阪さか駅からバスで15分。

　遊園地といくつものプールを備えた複合レジャー施設である。

　休日ということですさまじくにぎわっている。

　本日の最高気温は35℃。

　文句なしの真夏日、絶好のプール日和びより。

「お待たせ」

　声をかけられて振り向いた瞬間、息を呑のんだ。

　更衣室から出てきたのは、水着姿の友とも利り梓あずさ。

　周りにいたヤツらの口から「おおっ」という感嘆の声が。

　露出は多いのに健康的でいやらしくはない。

　それでも目につくのはほっそりとした肢体。腰のくびれは砂時計のように流麗。さらに豊かな丸みを描く双ふたつのふくらみ。

　友利に似合う真っ赤なビキニが７月の太陽の下でまぶしいくらいに輝いていた。

「スマホ、防水して持ってきてるんだね」

「あ、ああ。そっちもか」

「もしはぐれちゃったときに役立つと思ってさ。それはそうと、ぼっちくんは相変わらず気が利かないなぁ」

「は？　急にどうした？」

「普通女の子が水着に着替えたらほめるものだよ？」

「悪いな。つい言葉を失ってた」

「えっ……ひょっとして、見とれてたとか？」

「おう。馬子にも衣装って感じ」

　指摘通り見とれてたのをごまかすように、軽口。

　きっと友利の毒舌バズーカが飛んでくるだろう。

「ふうん。つまり、今の私は可愛かわいいってこと？」

「え」

「可愛いってこと？」

「……まあ、似合っているよ」

「へえ～。そうなんだ～。キミにほめられたら逆に不安になっちゃうな～」

「やけに余裕たっぷりだな」

「ここには何度も遊びに来てるしね。千ち冬ふゆや鈴すず香か、助すけっ人とした部活のみんな、他には生徒会の人たちとか」

「相変わらずの八方ビッチめ」

「灰色青春マンなキミにはうらやましい限りでしょ？　楽しかったよ～。生徒会の人たちとは英語禁止ゲームとかもやって……あっ」

「どうした？」

「飲み物買うの忘れてた。ちょっと買ってくるね」

　言うが早いか、栗くり色いろのボブカットをふわふわ揺らしながら友利は走っていった。

（自販機を探しに行ったのか）

　いや、何度も来たって言ってたし、場所は憶おぼえてるか。

　さすが『みんなの友だち』。

　今までにぎやかな青春ライフを満喫してきたんだな。

《ヤバイ～！　Ｋくんに『似合ってる』って言われちゃった～！》

《お米持ってこーい！　今のだけでごはん何杯でもおかわりできらぁ！》

《無理ぃ、幸せすぎりゅう、うれしくてニヤけそうでつい逃げちゃったよぉ～！》

「喜びすぎだろ」

　何が『何度も遊びに来てるしね』だ。

　まあ、友利のことだからことあるごとにツイートするだろう。

　つまりは俺との距離を縮めるために何か企たくらんだとしても、すべて筒抜け。

　友利の目的は俺に告白させること。

　相棒には悪いが、絶対にそんな展開にはならない。

《いや、クールになれ、私》

《もちろんＫくんとの距離を縮めるのも大事》

《けど、Ｋくんに楽しんでもらう方が大事だよね》

　は？

《裏サイト問題も全然解決してないし……》

《誹ひ謗ぼう中傷されて落ちこんでるかも》

《だから今日は思いっきり楽しんでもらえるようにがんばろう！

　Ｋくんが今日の帰り道で。

『今日は楽しかった、来てよかった』ってとびっきりの笑顔で笑ってくれるように！》

　たしかに裏サイト問題への対抗策はない。

　実は友利に言ってないだけで、一つひらめいた策があるが……。

（色々とリスクが高い）

　まだ話せずにいた。

　誹謗中傷もそこまで気にしてないしな……なんて思ってたのに。

「いいヤツすぎるだろ、友利梓」

　楽しんでもらえるようにがんばる、か。

　ここまで俺のことを気づかってくれてたとは。

　思えば高校に入ってから思いっきり笑ったことなんて一度もないが、こんなコメントされたらつい応えたくなって──。

（いや、ダメだ）

　これ以上関係つながりを深めるのはルールに反してる。

「ん？」

　と。

　そこで違和感に気づいた。

「お待たせ……って、どうしたの？」

「なんかスマホがおかしくてさ」

　ネットにつながらない。

　スマホの不具合か？

「うわっ、急にネット切れた」

「げっ、こっちも！」

「マジ？　俺のは大丈夫だけど？」

　隣を歩く大学生っぽい一団から戸惑った声が。

「そういや昨日の夜もネットにつながりにくかったな」

　ということは、通信障害か。

　契約してる携帯会社のサービスに何らかの不具合が起きて……待て。

　まさかとは思うが。

「あれ!?」

　予感的中。

　隣にいる友利が防水ケースに入ったスマホ片手にひどくあわてていた。

「そっちもネットにつながらないのか？」

「そ、そうみたい。困ったね、あはは……」

　スマイルを浮かべつつも、愛くるしいお顔には冷や汗が。

　無理もない。

　友利は裏アカで俺への気持ちを発散することで、俺への告白を我慢してた。

　けど──通信障害中は裏アカが使えない。

「とりあえず泳ぎに行こ!?　ここで突っ立ってても仕方ないしさ！」

　気分を変えるようにプールを指さす友利。

（まあ、今日一日くらいならなんとかなるか？）

　裏アカを使えなくなったからって、すぐに影響は出ないだろう。

「ね！　Ｋくん!?」

「!?」

「あっ……そ、そんなに驚かないで!?　今のは……その、キミのことからかおうと思ってさっ。あだ名で呼んでみただけだよ」

「ホントか？」

「うん！　それより早く泳ぎに行こう!?　今日キミと遊ぶのすっごく楽しみにしてたんだ！」

　影響出るの早すぎだろ!?

　いつもの友利なら絶対に言わないセリフを大声で叫びやがったぞ！

「わっ、あの子、大胆！」

「彼にアピってる～」

「てか可愛かわいくない？　芸能人？　容姿ビジユ強すぎだし、水着メッチャ似合ってる」

「高校生かなぁ。青春してていいなぁ」

　女子大生っぽい一団から小声のコメントが聞こえてきた。

「ち、違う！　今のもキミのことからかおうとしただけで……！」

　今にも窒息しそうなくらいに苦しい言い訳。

　自分でも十分理解してるのか、羞恥心に頬ほおを染めて黙りこむ友利。

（……どうする？）

　これじゃ友利は迂う闊かつに口を開けない。

　会話がままならないんじゃ、満足に遊ぶこともできやしない。

（いや）

　むしろ俺にとっては好都合じゃないか。

　友利と会話できないのなら、俺たちの距離が縮まることもない。




『今日は思いっきり楽しんでもらえるようにがんばろう！』




　けれど。

　頭に浮かんだのは、さっきの裏アカツイート。

（──無理だ）

　あそこまで健けな気げな本音を見てしまったら、助けないわけにはいかない。

「なあ、友利。せっかくだからゲームをしようぜ」

「？　別にいいけど」

「さっき生徒会のヤツらとここに来たとき、英語禁止ゲームをしたって言ってたろ？　ただ、同じゲームじゃ芸がないから変化をつけよう」

「どんな？」

「毒舌禁止。今日一日、毒舌を多く言った方が罰ゲーム」

「えっ!?」

　一瞬だけ友利は驚いたが、すぐに笑顔を浮かべる。

「いいね！　鍵かぎ坂さかくんにしては面白いアイディア！」

　さすが優等生、頭の回転が早い。

　すぐさまこのゲームの利点を悟ってくれた。

　そう、毒舌禁止という建前があれば、多少は友利が本音をこぼしても大丈夫。

　──毒舌を言わないためにあえて嘘うそを言ってるの！

　みたいな言い訳を使えるからな。

「じゃあ、今日一日キミのことを『Ｋくん』って呼ぼうかな～」

「なっ」

「あれ？　どうしたの？　毒舌を言わないためにあえてあだ名で呼んでみただけだよ？　もしかして、照れくさい？」

「まさか」

　やるじゃねえか委員長。

　ピンチからの立ち直りとゲームへの順応が速い。

　ただ、こっちだけ照れくさいのは誠に癪しやくだ。

「そんなわけないさ、あずあず」

　羞恥心を堪こらえながら即興で作ったあだ名で呼ぶと、「へあ!?」と急にお腹なかを突っつかれたダックスフントみたいな可愛らしい悲鳴が。

「ちょ、あずあずって……！」

「ん？　どうした？　毒舌を言わないためにあえてあだ名で呼んでみただけだぞ？　もしかして、照れくさいのか？」

「……はあ？　そんなわけないでしょ？」

「じゃあ行こうぜ、あずあず」

「うっ」

「どうした、あずあず？　顔色が赤信号みたいだぞ？」

「こ、このクズ！　やっぱりキミって性格最悪だね！　こんな人が多い場所で何度もあだ名で呼ぶなんて……！」

「はい、毒舌。マイナス１ポイント」

「あっ……！」

「学校でも散々あだ名で呼ばれてるだろ。そこまで恥ずかしがることか？」

「……仕方ないでしょ。キミにそんなあだ名で呼ばれたのは……初めてだし……」

「だから口こう撃げきしてきたわけか。なるほど、ゲームの攻略法がわかった。あずあずが恥ずかしがることを言えば、勝手に自爆してくれる」

「ふ、ふふ、Ｋくんは優しいなぁ。敵である私に攻略法を話しちゃうなんてさ」

　だったら私にも考えがあるよ？　と。

　友利は俺の手を引いて、真夏のプールへと歩き出した。




　　　　＃




　ラウンド①、流れるプール。

「冷たくて気持ちいいね～。──おっと」

「！」

「ごめんごめん。すべってバランス崩しちゃった」

「嘘つけ。わざと俺の腕に抱きついただろ？」

「キミを恥ずかしがらせれば毒舌を言ってくれるんじゃないかと思ってさ」

「人の作戦パクるなよ」

「というか、なんでラッシュガード着てるの？」

「別に？　ただの日焼け対策で──」

「!?　……驚いた。Ｋくん、腹筋すごいね。綺き麗れいに割れてる」

「オイ。堂々とラッシュガードを捲めくるのは──」

「触っていい？」

「は？」

「触らせてくれたら……私のお腹も触っていいよ？」

「どんな等価交換だ？　発言までビッチになったのか八方ビッチ？」

「は～い、毒舌～。マイナス１ポイント～」

「オイ」

「何？　毒舌言っちゃったのが悔しい？」

「じゃなくて。さりげなく腹筋なでるな」

「大丈夫。水の中で触ってるから周りには見えてないもん」

「そういう問題か？」

「わぁ……やっぱり見た目通り、すっごく硬い……」

「!?　──上等。それならこうだ」

「ひゃっ!?　ちょっと！　なんで私のお腹に触って……！」

「触っていいって言ったのはあずあずだろ」

「触り方がえっちだった！」

「あずあずの指使いを参考にしただけだ」

「このぉ……！」

「ぐっ!?　くすぐってくるな……！」

「きゃっ!?　あはは、そっちこそくすぐらないでよぉ！」




　ラウンド②、ウォータースライダー。

「せっかくだから二人で一緒に滑ろうよ」

「ふざけんな。あんたと一緒に滑るとか拷──」

「ごう？」

「──引な誘いは嫌いじゃないぜ？」

「今拷問って言いかけなかった？」

「まさか。てか行列長いし、結構待ちそうだな」

「うん……そうだ！　並んでる間オタ話しよう!?」

「は？　本気か？　優等生のあずあずが？」

「Ｋくんがこの前オススメしてくれた『チョリソーマン』って漫画、全巻読んだよ？」

「えっ、マジで？　どうだった？」

「メチャクチャ面白かった！　キャラクターの魅せ方上手うますぎ！　読者にたっぷり感情移入させてから急展開にするやり方がすごい。第１部のラストの方なんか特に衝撃的。それにちゃんと感動できるパートもあったから、千冬に借りた単行本を読みながら深夜に一人で泣いちゃった」

「やるな。勧めたのつい最近なのに、全巻読むとは……」

「えへへ。Ｋくんとたくさんオタ話したかったからさ。これぐらいの労力過去アビューティフルスターはどうってことないよ？」

「さてはアニメも観みたのか」

「ＯＰオープニング、ものすごく格好よかったよね～！」

「同感。気づいたか？　あのＯＰ、映画のパロディがたくさん入っててさ」

「うんうん！　スタイリッシュで最高だった！」

「作者さんが映画好きらしいから、ああいうＯＰになったんだろうな。パロディになった映画の選び方にも意味があるっぽくて……あっ」

「おっと。もうすぐ私たちの番か」

「しゃべってたらあっという間だったな」

「うん！　Ｋくんと話してると、楽しくてつい時間を忘れちゃうよ～！」




　ラウンド③、波のプール。

「あっ、Ｋくん、ちょっと胸貸して」

「っ。オイコラあずあず。なんでいきなり抱きついて──」

「あっちにいるチャラ男っぽい人が見つめてきたの。たぶんナンパ狙い。というわけで、恋人いますよアピール」

「暑苦しいんだが？」

「冷たいプールに浸つかってるんだから問題ないでしょ？　しばらくこのまま波に揺られてよ？」

「却下だ。大学生どころか周囲のヤツらの目線が集中してる。確実にバカップルだと思われて──」

「ねえねえ、Ｋくんは私のどんなところが好き？」

「人の話聞けよ」

「これも恋人アピール。答えないと離してあげないよ？」

「くっ……スポーツや勉強、それに誰かを助けるって目標を叶かなえるために、がんばってるところかな」

「──なるほど。やっぱりに目標に向かって努力する女の子が好きなんだ」

「やっぱり？」

「星せい羅らさんも愛あい優ゆうを取るためにがんばってるもん」

「なぜそこで星羅が出てくる……。どうせなら友利も愛優を目指してみたらどうだ？」

「……私には向いてないよ。友だちと競い合うのとか大の苦手だし」

「そうか。残念だ」

「えっ……」

「新しい目標に向かってがんばる友利の姿も見てみたかったけどな」

「──えへへ、期待してもらえるのはうれしい。ぎゅ～♪」

「っ」

「ぎゅ～、ぎゅ～、ぎゅ～♪　ねえねえ、私だけ抱きしめるんじゃなくて、Ｋくんにもぎゅ～してほしいな～」

「……上等だ」

「えっ」

「後悔、するなよ？」




　ラウンド④、プールサイドでかき氷。

「メッチャクチャ恥ずかしかったじゃん!?　あんなに長くぎゅ～するなんて！　一回その色ボケ脳ミソを塩素で消毒してくれば!?」

「マイナス１ポイント」

「しかも耳元で『あずあず』って何回も何回も何回もささやいてきて……今日ハッキリ理解できた！　キミはＫくんっていうよりＳくんだ！　もちろんＳはサディスティックのＳ！」

「マイナス２ポイント」

「淡々と減点するところもやっぱりＳだよね!?」

「マイナス３ポイント。このままならゲームは俺の圧勝だ」

「ぐっ……うるさい」

「!?　……いきなりかき氷を俺の口に突っこむな」

「え～、せっかく私のブルーハワイをおすそ分けしてあげたのに。どうしたの？　お顔がお少しお赤いよ？　もしかして間接キスに照れ──」

「うるさい」

「ふわっ!?　ちょっと！　かき氷を私の口に突っこむのは──」

「俺のレモンをおすそ分けしただけだ。せっかくだからもう一口……あっ」

「冷たっ。……まさか、わざと私の胸の上に落とした？」

「すまん。そこまで狙っては──」

「ねえ、氷、取って？」

「っ」

「落としたのはＫくんでしょ？　だから……ほら？　ちゃんと取ってよ？」

「……からかわれた仕返しにしちゃ過激すぎだろ？　そのおバカな思考をプールでクールダウンしてこい」

「えへへ。Ｋくん、マイナス１ポイント～……って、どうかした？」
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「──いや。あそこの茶髪にサングラスの子がずっと俺たちの方を見てる気がしてさ」

「マイナス１００００ポイント」

「は？　毒舌言ってないぞ？　てか減点多すぎだろ？」

「……ばか。私といるときに他の女の子の話するから。男の子としてマイナスポイント」

「そこまですねるなって」

「お詫わびに何かプレゼントをくれたら許してあげます」

「何かって？」

「そうだなぁ……あっ、遊園地エリアにゲームセンターがあったよね？　そこにヌイグルミとかあったらゲットしてほしいな～」

「そんなのでいいのか？」

「うん！　もらったらキミの名前つけて可愛かわいがるね!?」

「……なあ、俺に毒舌言わせるつもりだろうが、今の発言は恥ずかしすぎ──」

「いーっぱい可愛がろ～。天井からロープで吊つるしてジャブボディアッパーストレート！」

「サンドバッグにすんな！」

「ふふっ、じょーだん。Ｋくんからのプレゼントは──一生の宝物にするもん」




　気づいたら通信障害なんてすっかり忘れてた。

　どこまでが裏アカに書けずに漏れた本音で、どこまでが俺に毒舌言わせるためのからかいなのか、もはやわからないくらいに、

　泳いで、

　遊んで、

　はしゃいで、

　笑い合って、

　言葉を交わして、

　真夏を満喫して、

　同じ時間を共有した。

　俺にとって唯一の学友である友利梓と。

　そのせいか──昔、一度だけここに遊びに来た日のことを思い出した。




『一緒に泳ごうケイ!?　ボクに勝ったらかき氷おごるよ！』

『みんな、日焼け止め塗るの忘れないでね？』

『ったく、なんでてめえらとプールに来なきゃなんねえんだよ』

『いいじゃないですか。気晴らしにはぴったりです。この前の事件でカザリナはかなりの成果を挙げました。ですよね、ケイ？』

『ああ。お祝いもかねて今日はみんなで楽しもうぜ』




　たった２年前のことなのに、ひどく遠く感じる。

　今日と同じくらい暑かった夏。

　カザリナを作った五人でここに来たっけ。

　あんな風に友だちと楽しい時間をすごすなんて、二度とないって思ってたけど──。




「こんなに楽しいの初めて！　鍵坂くんとここに来れてホントによかった！」




　日が徐々に落ちてきて、夕焼けに照らされたプールサイドで。

　水着姿の友利梓は真夏のヒマワリみたいにまぶしい笑顔を浮かべた。

「──ああ。同感だ、友利」

　毒舌禁止ゲーム。

　最初は友利をフォローするためにはじめたけど、気づけば自分でも驚くくらいに楽しんでしまっていた。

　はっきりと自覚できる。




　友利の相棒になってから、友だちとすごす日常がこんなにも楽しいものなんだって思い出せた。




「まあ」

　そんな恥ずかしすぎる本音までは、たとえ毒舌禁止だろうと絶対に言えやしないけどさ。




　　　　＃




「おっ」

　野外軽食エリアのテーブルでスマホを見てたら、電波が回復した。

　通信障害が復旧したらしい。

（友利のヤツ、気づいてるかな）

　相棒はここにはいない。

　さっき親とはぐれた小学生くらいの女の子を見つけて、『キミは軽食エリアで待ってて！　この子を迷子センターに連れてくから！』と颯さつ爽そうと駆けていってしまった。

「あいつは学院外でもヒーローなんだな。──なあ」

　おまえもそう思うだろ？　と。

　隣のテーブルに座っていた白いビキニを着た茶髪の女の子に話しかける。

「!?」

　いきなり話を振られて驚いたのか、彼女はストローで飲んでいたオレンジジュースをテーブルに置いてから、

「……気づいてたの？」

「ああ」

「なんで!?」

「かなり長い時間俺と友利のことをつけてたしさ。普通はおかしいと思うよ」

「でも、それだけじゃ……！」

「ただの変なヤツって思ったかもな。けどウィッグとサングラスで顔を隠しても、そのピアスには見覚えがある」

「うっ……！」

　自分のミスに気づいたのか、青いピアスを両耳にした彼女はウィッグとサングラスを取った。

「鍵坂のくせに鋭いじゃない」

　夕ゆう陽ひにかがやく銀髪をなでながら、風かざ見み千冬は悔しそうに口唇くちびるをかみしめた。

「……なんで私がいるのか聞かないわけ？」

「無理に問いただしたりはしないさ」

　大体理由は推測できるしな。

　千冬はチケットを手渡してきた張本人。

　俺たちがちゃんとデートできてるか心配になったんだろう。

「そう。ま、私がここに来た意味はなかったけどね。あんたたち、こっちが恥ずかしくなるくらいイチャついてたし」

「いや、あれは……」

「あんなに楽しそうな梓の顔……初めて見たわ」

　日本人離れした美しさを持った輪郭がさびしさに陰る。

　──誤解だ、イチャついてるように見えたのはゲームをしてたからだ。

　そう弁解しようとしたが、




「あれ、君きみ孝たか？」




　不意に話しかけられた。

　そこにいたのは、漆黒のビキニを見事に着こなしている星羅。

　その隣には、

「鈴香？　それにツバっちも？」

「驚きました」

「奇遇だね。二人も遊びにきてたんだ」

　水着姿の穂ほ村むらと神じん宮ぐう寺じ。

　さらには以前生徒会室で星羅に告白してた定さだ岡おかって名前のガタイのいい生徒。

　星羅を中心に、総勢四名のグループ。

「そうだ、君孝」

　なんでこのメンツで遊びにきたんだ？　と俺が考えていると、

「ここで会ったのも何かの縁だしさ。私たちと一緒に遊ばない？」

「はあっ!?」

　亜麻色のウェーブヘアをなびかせながら誘う星羅と、絶句する千冬。

「……鍵坂。会長と知り合いなの？」

「それは……」

「子供のころからの知り合いなんだ。幼なじみってヤツ」

「───っ。会長には聞いてないんだけど？」

　俺と友利のデートを邪魔されると思ったのかもしれない。

　千冬が辛らつな口をきいた──直後。

「オイ、風見。会長が相手なんだから敬語くらい使え」

「うるさい。定岡は黙ってて」

「なっ……何だ、その言い方は？」

　定岡が千冬に詰めよる。

「あまり調子に乗るなよ？」

「はあ？」

「前々から言おうと思ってたが昔とは別人だな、おまえ。高等部に入ってからやけに態度が大きくなった」

「そういうあんたは変わらないわね。初等部のころよく私に突っかかってきたっけ。『友利と仲良くしすぎだ！』ってさ」

「ぐっ……!?」

　顔を怒りに染めながら、定岡が大きな拳をにぎりしめる。

「……言うようになったな。ピアノが上手うまいだけしか取り柄がなくて、昔は泣いてばっかりだった風見が。友利が隣にいなくても強気に振る舞えるようになったのか」

「──ちょっと。それ、どういう意味？」

「ふん。言葉通りの意味だ。何人かの生徒が言ってたぞ？　友利と一緒にいるおかげで風見千冬は調子に乗ってる。友利の親友面して周りにマウント取ってる。ギャルっぽくなったのもその一環だって──」

　バシャッ！　と水音が響いた。

　千冬がさっきまで飲んでいたオレンジジュースを定岡にぶちまけた。

「うっ!?　……てめえっ！」

「ま、待って定岡くん！」

　胸のあたりにジュースをかけられた定岡が激高。

　穂村の制止も聞かずに千冬につかみかかろうとして、

「!?」

　千冬を庇かばうように立ちふさがった俺と、視線がぶつかる。

「邪魔すんじゃねえよ！」

　星羅の前で恥をかかされたのがよっぽど癪しやくに障ったんだろう。

　公共の場だっていうのに、定岡は容赦なく拳を振るってきた。

（やっぱり、空手やってるなコイツ）

　的確に鳩尾みぞおちを狙った左下突きボデイブロー。

　腹に残る打撃の重さから推測。

　間違いなく黒帯クラスの有段者。

　けど──。

（この程度なら問題ないか）

　相手の戦力を分析しつつ、顔を狙って打ちこまれた二発目をあえて受けた。

　スリッピングアウェーと呼ばれる技術。

　打撃が顔に当たるのに合わせて首を回し、ダメージを受け流す。

「っ！　いい加減どけよ！」

　まだ俺が立ってることに苛いら立だったのか、声を荒らげる定岡。

（やっぱり冷静な判断ができてないな）

　有段者なら一発目を腹筋で防がれ、二発目を完璧にいなされた時点で、気づくはずだ。

　俺との実力差に。

（これじゃ実力行使しかないか）

　倒すだけなら簡単だ。

　しかし、問題はある。

　ただ圧倒したら俺が普通の高校生じゃないとバレる。

　定岡は気づいてないが、この軽食エリアには防犯カメラもある。

　もし俺が定岡を倒しても、事件になって映像を調べられたら面倒だな。

　下へ手たをすれば生徒会長である星羅の責任問題にすらなりかねない。

（なら選択肢は一つ）

　倒さずに心をヘシ折る。

　定岡が再び拳を構えてから繰り出すまでの３秒間で、判断。

「おらぁ！」

　怒声ととも放たれた感情任せの大ぶりな右拳。

　それを避よけるのと同時に、カウンターの右フック。

　ただし、当てはしない。

「うっ!?」

　自分の顎あごに当たる直前で寸止めされた俺の拳に。

　驚きよう愕がくした定岡が大きく後ろによろめき、バランスを崩し、尻もちをついた。

「て、てめえ……!?」

　よし、気づいたか。

　今の右が当たっていたら倒されてたのは自分の方だったってことに。

「ぐう!?」

　定岡の動きが止まったのを確認してから、さっき喰くらった打撃が効いてきた演技をしておく。

「鍵坂さん！」

「大丈夫!?」

　神宮寺と穂村が駆け寄ってきた。

「し、心配するな。ちょっとフラついただけだ……」

　地面に膝をつきながら、息も絶え絶えな感じを演出。

　これなら定岡は気づかない。

　──さっきの寸止めはラッキーパンチか？

　そう誤解するはず。

　追い打ちをかけようともしない。

（寸止めとはいえ、さっきの拳で十分恐怖を刻みこんだからな）

　闘争心こころはすでに折れてる。

　思考も少しは冷静クリアになったはずだ。

　うずくまる俺の姿を見て、公共の場で問題を起こすことが超進学校である愛あい洲すの生徒にとってどれだけリスキーか思い出してるだろう。

「あんた！」

　ただ、俺にとって予想外だったことが一つ。

　センパイならまだしも、拳を喰らったのは鍵坂君孝。

　千冬は怒ったりしないだろう。

　そう思ったが、

「鍵坂に何してるのよっ！」

　千冬は怒りに任せて、オレンジジュースのカップを定岡に投げつけようとして、




「やめてっ！」




　瞬間、響いたのは澄み切ったソプラノ。

　迷子センターから戻ってきたんだろう。

　カップを振りかぶった千冬に、友利が叫んでいた。

「あ、梓？」

　驚いてカップを持っていた手を下ろす千冬。

　水着姿の友利は俺たちに駆け寄ってから、

「星羅さん。何があったんですか？」

　この場で一番冷静な顔をしていた星羅に話しかけた。

「……ごめん、梓ちゃん。止めなきゃいけなかったのに、私、驚いて動けなくて……」

　星羅は申し訳なさそうに事情を説明。

　自分たちが偶然出会ったこと。

　千冬と定岡の間にトラブルが起きたこと。

　その結果、千冬を庇った俺が定岡に一方的に殴られた……と。

「………っ」

　ダメージにうずくまっているフリをする俺を一瞬だけ見つめてから、友利は何やら考えこんだ後で、

「ごめん、定岡くん」

「!?」

　定岡に頭を下げた友利を見て、千冬が静かに息を呑のんだ。

「千冬が失礼なことして」

「い、いや……！」

『みんなの友だち』に真摯に謝られて面食らったのか、定岡の顔が焦燥に染まる。

「お、俺こそすまん！　ついカッとなって鍵坂のこと……！」

「……大丈夫。俺なら平気だ」

　痛がる仕草えんぎはしつつも、場を収めるために立ち上がる。

「星羅さん。この場はひとまず……」

「そうだね。注目が集まり始めてる。大勢が固まってるのは得策じゃない」

「ごめんなさい」

「気にしないで？　梓ちゃんは何も悪くないよ」

　優しげな笑顔を浮かべてから、「またね」と去っていく星羅。

「鍵坂さん、本当に大丈夫ですか？」

「痛むなら医務室に行った方が」

「心配するな。かなり効いたけど、医者に行くほどじゃないよ」

　俺の言葉にあきらかにホッとしてから、定岡は星羅を追いかけていった。

　遅れて神宮寺と穂村も続く。

「……どういうことよ」

　そして。

　彼らの姿が見えなくなった後で、千冬が叫ぶ。

「なんで梓が謝るの!?　定岡のヤツ、鍵坂のこと殴って……！」

「大丈夫。鍵坂くんなら平気だから」

　でしょ？　と訊たずねてくる友利にうなずく。

　友利には以前俺の実力を一度だけ見せた。

　頭脳明めい晰せきな優等生は、俺がわざと攻撃を受けたと看破したんだろう。

「それに、千冬が失礼な言動をしちゃったのは事実だよ」

「はあ!?　どういう意味よ！」

「有名なウワサだから千冬も知ってたはず。定岡くんが星羅さんに気があるってことはさ。だから星羅さんの前でバカにされて、ジュースまで浴びせられて恥をかかされたら、冷静さを失っちゃうのも無理ないよ」

「……何それ。悪いのは全部私って言いたいわけ？」

「そういうわけじゃない。ただ、もっと冷静に行動できたはず。そうすれば大事にならなくて済んで──」

「お説教くさいこと言わないでよ！」

「お説教がしたいわけじゃない！　友だちだから言ってるの！　定岡くんって空手部のエースで、インハイにも出てた！　カッとなりやすいけど身内に対しては面倒見がよくて空手部のみんなから慕われてる！　彼と因縁を作ったら……！」

「まさか、また私がいじめられるかもしれないって思ってる？」

「えっ……」

「定岡って昔はガキ大将みたいでさ。初等部のころ、よく私のことからかっていじめてきたし」

「……違う。間違いなくいじめに発展するとは言ってない。けど──心配だよ。もし何かあったら、守ってあげられるか不安で──」

「なんで梓に守られなくちゃいけないの!?」

　彫刻のような美貌を怒りに染めながら、千冬は友利に詰めよる。

「私はもう昔の私じゃない！　メガネを外して、髪型も変えて、しゃべり方だってがんばって変えたの！　もう昔みたいにいじめから守ってもらう必要なんてない！　なのにどうして私のことを気づかうの!?　あんたは私の保護者!?」

「……冷静になって。私は……」

「あんたこそ冷静に自分の行動について考えてみれば？」

「えっ……」

「ずっと……ずっと気にかかってたのよっ！　私がどれだけがんばって自分を変えても、梓は私を気づかってばっかり！　私を助けるばっかりで、私のことなんか少しも頼りにしてくれなかった……！」




『昔から梓はすごかった』

『たった一人で学院中の生徒の悩みや事件を解決してたんだよ!?　勉強も運動もずっとトップだったしさ！』

『私にとって梓はすごく特別な人間に思えた』




　公園で聞いた千冬の言葉が脳裏に蘇よみがえる。

　──自分も特別な人間にならないと親友に置いていかれるんじゃないだろうか？

　そう考えた千冬は今まで以上にピアノにはげみ、コンクールでいい結果を残そうとした。

　しかし、上手うまくいかなかった。

（だからこそ千冬は俺ケイに憧れて、外見やしゃべり方を変えようとした）

　唯一得意だったピアノすら上手く弾けない自分を、少しでも変える。

　そうすれば友利に置いていかれないと思った。

　ただ助けられるだけじゃなくて、彼女も自分を頼ってくれる。

　互いを助け合える対等な存在になれる。

　誰にも涙を見せない孤独な親友ヒーローを、支えてやれるって信じたんだろう。

（けど、どれだけ努力して、自分を変えても──）

　千冬の願いは叶わなかった。

　親友が対等な相棒そんざいとして選んだのは、鍵坂君孝。

　よりにもよって自分と仲が悪い問題児な副委員長。

　きっと、その現実を理解したとき、風見千冬は──。

「……なんでよ、梓」

　涙色に染まりかけた声を、千冬は必死に絞り出す。

「なんで私じゃなくて鍵坂を相棒にしたの？　私のことを頼りにしてくれないの？　あんたのことを親友だと思ってたのは……私だけ？　そこまで私は……頼りない存在なの？」

「そ、そんなことは！」

「どんなに自分を変えても、梓の中の私への認識は変わらない。内気で、泣き虫な、いじめられっ子の風見千冬のままで──」

　瞬間──千冬の表情が凍りついた。

　まるで心臓にナイフでも突き立てられたみたいに。

「そっか……だから、友だちでいてくれたの？」

「えっ」

「梓、言ってたじゃん。昔私に『正義の味方みたいなところが好き』とか言われたのがきっかけでヒーローに憧れたってさ。ちょっと考えればわかることだった。ヒーローには必要なものがある」

「必要なもの……？」

「守るべき弱い人間。だからずっと私と友だちでいてくれたんじゃない？　私のこと、自分よりも弱いって──見下してるから」

「………っ!?」

「そ、そっか……だから私のこと、頼ってくれなかったんだ……っ」

　今にも嗚お咽えつに変わりそうなかすれた声。

　青い双そう眸ぼうから涙がこぼれる。

　そして──そんな涙を。

　弱さの象徴である涙を見られたくないように、千冬は友利に背を向けて駆け出した。

「千冬……！」

　反射的に友利は親友を追いかけようとした。

　しかし、足が止まる。

　頭のいい友利だからこそ、気づいたんだろう。




　ただ千冬をはげますだけじゃ、むしろ彼女の弱さを肯定してしまう。




　そうなれば、壊れてしまうかもしれない。

　幼いころからずっと積み上げてきた、親友とのつながりが。
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【聞いた、Ｃのウワサ？】

【最近Ａちゃんとケンカしたんでしょ？　学院でも全然しゃべってないとか】

【終業式直前のこの時期に？　原因は？】

【ＣがＳさんにケンカ売ったんだって】

【は!?　何それ!?　ＣなんてＡの金魚のフンじゃん！　なのにＳさんにひどいことするなんて……！】

【仕方ないんじゃね、Ｃって調子乗ってたし】

【ＫもムカつくけどＣも自分だけがＡちゃんの親友って顔してドヤってたっけ】

【Ｃってプロムでピアノ弾くんでしょ？　昔ならまだしも今のあの子じゃこれっぽっちも期待できないよね～】

　時刻は夜の21時25分。

　私は制服から着替えもせず、自分の部屋でスマホを見ていた。

　愛あい洲す学院裏サイトの掲示板。

　そこにあふれていたのは鍵かぎ坂さかくんだけじゃなく、千ち冬ふゆへの誹ひ謗ぼう中傷。

「なんで……！」

　ウワサが広まるのが早すぎる。

　あれからたった２日しか経たってないのに……！

「千冬が星せい羅らさんにちょっかいを出したことまでバレてるなんて」

　いや、落ちつけ。思考を切り替えろ。

　なぜここまで急速に情報が広まったかはわからない。

　けど、今考えるべき問題はそこじゃない。




『私のこと、自分よりも弱いって──見下してるから』




　何度忘れようとしても、あの日の千冬の言葉がゾンビみたいに蘇って襲ってくる。

　千冬がきっかけで、私は正義の味方に憧れた。

　千冬を助けられたことがうれしかった。

　だから──千冬の言う通り、無意識に彼女のことを見下してたんじゃないか？

　弱い千冬を助けることで自己承認欲求を得たかったから。

　だとしたら……。

「……何が正義の味方だ」

　自分が気持ちよくなることしか考えてないじゃん。

　今までの自分の活動すらも、優越感を得るための偽善に思えてきた。

（いっそ悩み相談も、助すけっ人とも、全部やめたら……？）

　そんな考えすらよぎる。

「それに人助けをやめて、鍵坂くんとの相棒関係をリセットすれば……」

　少なくとも。

　彼が裏サイトで誹謗中傷を受けることはなくなるかも。

「………っ」

　嫌だ。

　リセットするなんて堪えられない。

　思わず涙ぐみそうになって、ベッドサイドに置いてあったおっきなゴールデンレトリバーのヌイグルミを抱きしめる。

　よみさかランドで千冬と別れてから、鍵坂くんが遊園地エリアにあったゲーセンのクレーンゲームで取ってくれたヌイグルミ。

　もちろん、到底デートを続ける気分じゃなかった。

　鍵坂くんをとびっきりの笑顔にするというささやかな願いも泡みたいに消えた。

　それでも彼なりに落ちこんだ私をはげまそうとしてくれたんだろう。

　優しい。

　私だけが知ってる。

　ほとんど笑うことがない不愛想な問題児だけど、ホントはすごく優しい人だって。

　好き。

　心の底から大好きだ。

　でも……。

「もし、相棒じゃなくなったら……」

　今みたいに一緒にすごせなくなるかもしれない。

　そう考えただけで、嗚咽がこぼれそうになるくらいに怖かった。

　鍵坂くんと友だちになりたい。

　高等部に進学してからずっと願い続けてきた。

　彼と仲良くなりたかった。

　つながりを拒絶する彼に、誰かとつながることの大切さを教えてあげたかった。

　友だちとしてのつながりを持てば、きっと幸せいっぱいな未来が待ってると思ったの。

　なのに……！

「……怖いよっ」

　思い出すのは、プールで一緒に遊んだときの鍵坂くん。

　まるで普通の友だちみたいに接してくれた彼の微笑み。

（あのときは鍵坂くんの微笑みが見られて幸せだったのに）

　つながりを持ってしまったからこそ、今はそのつながりを失うことが怖くて仕方ない。

　それは千冬に対しても一緒。

　私たちは子供のころからずっと友だちだった。

　もし今回のことがきっかけで関係つながりが壊れたら……！

「うう……！」

　心の中でどんどん肥大する不安をかき消したくて、ヌイグルミを抱きしめる。

　いっそ、裏アカにこの気持ちをぶちまけようか？

　そうすればこの不安も少しは消えてくれるかも──。

「!?」

　スマホを手に取ったときだった。

　鍵坂くんからライン通話がかかってきた。

「もしもし？　こんな時間にどうかした？」

「別に？　友だちなら通話するくらい普通だろ」

　相棒は街の雑音をバックにそう言った。

　もしかして、外からかけてるのかな？

　でも、どうして通話を──。

（まさか、私を心配してくれた……とか？）

　潤い一つない砂漠みたいだった私の心に、淡い期待がよぎる。

「なあ、友とも利り。風かざ見みとの件、どうするつもりだ？」

「それは……」

　わからないよ。

　こんなこと初めてだもん。

　思えば、千冬とケンカしたことなんて今まで一度だってなくて──。

「迷ってるのか？　なら答えは簡単だ」

「えっ……」

　どういうこと？　と聞き返す私に、鍵坂くんはひどく冷淡な声で告げる。

「迷うくらいなら、風見と絶縁しろ」

「!?」

「友利は友だちが多い。風見が友だちじゃなくなろうと、どうってことないだろ？　それにプールでの一件は間違いなく風見が悪い。あいつがしたことは最悪だ」

　──やめて。

　どうして急にそんなひどいこと言うの？

「風見はプールで友利を責めてたが、あれは当てが外れたことにイラついてたんだと思う。友利を味方にできれば、昔みたいにいじめられることもないからな」

　違う。

　たしかに私はあのときの言葉で傷ついたよ？

　けど、千冬は──。

「あいつはただ自分の利益のために友利の隣にいたかったんだ。その方が『みんなの友だち』の親友だって優越感も得られる。今まで散々おいしい思いをしてきたはずだ。にもかかわらずあんたを傷つけるなんて、友だちにしておく価値もない女で──」

「やめてっ！」

　悲しさというより怒りで、私は叫んでいた。

「それ以上ちーちゃんを侮辱するならキミでも許さない！」

　高校に進学してから呼ぶことがなくなっていたあだ名で千冬を呼ぶ。




『もう、ともりん！』




　久しぶりにあだ名で呼んだせいか。

　初等部のころに千冬の家で遊んでいたときの記憶が蘇よみがえった。




『好き勝手にピアノを弾こうとしないでください！』

『あはは、ごめんごめん。インスピレーションが浮かんじゃってさ』

『連弾に必要なのは、相手と息を合わせることです。なのに好き勝手に演奏したら私が合わせられなくて──』

『大丈夫！　ちーちゃんならできるよ！』

『またそれですか！　ともりんってそのセリフを言えば私がなんでもするって思ってません？』

『あっ、バレた？』

『やっぱり～！　この前もそう言って、街を探検するのに付き合わせて……！』

『でも、すっごく楽しかったでしょ？』

『えっ……まあ、それは……』

『ならいいじゃん！　好き勝手に街を探検できて最高だった！　だから連弾も好き勝手に弾かせてよ!?』

『もう～、ともりんに合わせるのは私なのに～！』




　文句を言いつつも、メガネをかけた三つ編み姿の千冬は楽しそうに笑ってくれたっけ。

（──そうだ）

　私は、うれしかったんだ。

　内気で誰かとしゃべるのが苦手な幼なじみが笑ってくれるのが。

　気持ちを表に出すのが得意じゃないだけで、すごく優しい子だってわかってたから。

（千冬は自分のことを『頼りない存在』って言ってたけど）

　そんなことあるわけない！

　千冬と話したり、一緒に遊んだりすることは、私にとって……！

「そこまで怒るってことはさ」

　スマホから聞こえる鍵坂くんの声が変わる。

　さっきまでの冷たさはどこにもない。

　まるで迷子の子犬にミルクをあげるみたいな温かな響き。

「友利にとって、風見は大事な親友なんだろ？」

「！」

「友利が風見を頼らなかったのは、あいつを見下してたわけじゃない。あんたは優しいからな。余計な危険やトラブルに巻きこみたくなかったんだ。それくらいあいつは大切な存在なんだろ？　だったら、ちゃんと仲直りするべきなんじゃないか？」

「か、鍵坂くん？　まさか、キミ……」

「まあ、この先はスマホじゃない方がいいな」

　直後、インターホンが鳴った。

　すぐに部屋を出て、私以外誰もいない家の廊下を駆ける。

（──ああ）

　なんで忘れてたんだろ？

「邪魔するぞ」

　オートロックを解除した後で玄関を開けると、やってきたのはさっきまで通話していた相手。

　そう。

　私が「助けて」って言わなくても助けてくれる。

　鍵坂くんは、そういう人だった。




　　　　＃




「ごめん、鍵坂くん」

　俺を自分の部屋に案内した後で、友利は頭を下げて謝ってきた。

「またキミに嫌な役目をやらせちゃって」

　たしかに俺は悪役を演じた。

　去年の体育祭でクラスメイトを団結させるためにクラスの旗を破ったり。

　騒いでいる教室をまとめるためにあえて教室中を煽あおったり。

　進学試験に遅刻しそうな友利を先に行かせるために嫌われ者を演じたのと一緒。

　友利の本音を引き出すために、あえて冷淡な言葉を並べたんだ。

「気にするな。それより自分の気持ちに気づけたんなら、風見と仲直りした方がいい」

「そ、そんなに簡単にはいかないよ！」
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「まさかとは思うが、『私は千冬に頼られることにうれしさを感じてた』とか考えてるんじゃないだろうな？」

「!?」

「『千冬を助けることで自己承認欲求を得たかったから』って、悩んでるんだろ」

「なっ、なんでそこまで私の考えがわかるの!?　私の心でものぞいた!?」

　正解だ。

　今まで散々裏アカ見てたせいであんたの思考パターンを予想できたんだよ、なんてことはもちろん言えない。

　それに──相棒だからこそ知ってる。

　完璧に見える友利だが、割と悩むことも多いってさ。

　だからこそ──。

「一人で考えすぎなんだよ優等生。もっと誰かを頼れ」

　俺は相棒を助けてやりたい。

「誰だって自分の欲を満たしたいのは普通のことだ。たとえば、みんなからチヤホヤされたくてバンドを始めたヤツの歌が、大勢の人間の心を救うなんてよくある話だろ？　大事なのは結果だ」

「………」

「その証拠にあんたが誰かを助けることで、助かったヤツは大勢いる。──なあ、俺が５月に星ほし宮みや珈コー琲ヒーで言ったセリフ、忘れちまったのか？」

「！」




『ずっとお礼を言いたかったんだ。友利のおかげで俺の人間不信も少しだけ改善できたよ』




　以前俺が告げた言葉を思い出したのか、友利は大きく息を呑のんだ。

「人間不信の件だけじゃない。相棒になってからも、俺は友利に助けられてる」

「う、嘘うそ言わないでよ！　逆でしょ!?　私の方がキミに助けられてばっかりで──」

「バカ言うな」

　ふうっと深く息を吐いてから。

　プールで決して伝えないと思った言葉を、告げることにした。




「友利の相棒になってから、友だちとすごす日常がこんなにも楽しいものなんだって思い出せた。友利と一緒にいるだけで、心が助けられたんだ」




　友利の頭に優しく掌てのひらを乗せてから、微笑ほほえむ。

　彼女を安心させたい一心で。

「だから今度は、俺が友利のことを助けるよ」

「か、鍵坂くん……」

　あまりにもらしくなさすぎる行動に、友利がまぶたを瞬またたかせた。

　ああ、俺だって信じられないよ。

　あんたと一緒にいると自分がどんどんおかしくなる。

　他人とのつながりを拒絶してた鍵坂君きみ孝たかが、ここまでストレートな言葉を口にして、クラスメイトの頭をなでてるなんてさ。

「そこまで驚くな。推しのＶＴｕｂｅｒに彼氏どころか子供までいたのを知ったガチ恋ファンみたいな顔してるぞ」

「そ、そのたとえは全然わかんないけど、驚くのも無理はないでしょ!?　キミがこんなことするなんて……！」

「自分でもわかってるよ。似合わないことしてるってのはさ」

「じゃあ、どうして──」

「責任、取れ」

「！」

「『もしキミが辛つらくなったときは、私に甘えてくれていい』。前にこの部屋で友利はそう言った。相棒が悩んでる姿を見てるのは、すげえ辛いんだ」

「………」

「だから今だけは素直な言葉をぶつけさせてくれ。俺に友利を助けさせろ。俺をこんな気持ちにさせたのは……友利だぞ？」

　さすがに気づいただろう。

　以前友利がこの部屋で言ったセリフをなぞったってことは。

　あのとき俺は彼女の言葉に応えて、友利を抱きしめた。

　だから友利なら……たった一人の相棒なら──。




「──もう、仕方ないな」




　俺の言葉に応えてくれる。

　澄み切った瞳から一粒だけ涙をこぼしながらも、友利は笑ってくれた。

「そこまで言われたら断れないじゃん。キミのことだから私しか自分を頼ってくれる友だちいないんでしょ？」

「バレちまったか」

「当然。かわいそうで見てられないからキミのことを頼ってあげるよ、相棒くん」

「ああ、よろしくな」

　うなずいてから、俺は友利の頬ほおを流れた涙をぬぐう。

「悪い。また泣かせちまって」

「ううん、大丈夫。キミの前で泣いちゃっても、もう情けないなんて思わない。キミの前でならどんな涙よわさもさらけ出せる。鍵坂くんは、私にとって最高に頼りになる相棒そんざいなんだからさ」

　どこか照れくさそうな笑顔。

　本音を伝えた俺に影響されたのかもしれない。

　本来なら裏アカでつぶやくような言葉を友利はどこまでもストレートに伝えてきた。

「けど……どうするの？　問題が二つになっちゃったんだよ？　裏サイトの掲示板。私と千冬の関係。どっちも解決の糸口がまるで見えなくて──」

「大丈夫。プランは考えてきた。２日もかかっちまったけどな」

「!?　ひょっとして……プールに行った日からずっと、考えてくれてたの？　私に解決策を提案するために？」

「ああ」

　正確には解決すべきことは二つじゃない。

　星羅が指摘していた問題。

　友利には俺以外に心を開ける相手がいない。

　けれど──。




『Ｓさんみたいに目標に向かってがんばれば、Ｋくんに好きになってもらえるのかな？』




　以前の裏アカツイート。

　目標。

　それさえ作るきっかけができれば、問題はすべて解決できる。

　すべては──明日。

　プロムの夜。状況を一気に動かす。

　そのためにさっきヒロトさんにも連絡を取ったしな。

「つーか不思議に思わなかったのか？　俺がなんでこの家に来たのか、さ」

「えっ……私をはげますためじゃないの？」

「まあ、そのためでもあるが……」

　胸の中で覚悟を決める。

　今から提案するのは、さっき口にした言葉よりもはるかに大胆で、鍵坂君孝にとっては到底ありえないプラン。

「今夜、泊めてくれ」

「──は？」

「それくらいしないとこのプランは成功しない。俺だけじゃなくて友利の力が必要だ」

「ま、待って!?　それって──」

「覚悟しろよ」

　ただ真っすぐに。

　友利梓あずさを見つめながら告げる。

「全部終わるまで、寝かせないからな」
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　なんであんなこと言っちゃったんだろ。

　プロム当日。

　高級ホテルのパーティー会場のように豪華に飾り立てられた愛あい洲す学院の体育館。

　白いパーティードレスに身を包んだ私は舞台袖で待機していた。

「こんばんは。２年生のみなさん。今夜は待ちに待ったプロムです」

　今舞台上でスピーチしているのは、広ひろ渡わたり星せい羅ら。

　生徒会長の開宴あいさつにドレスやタキシードで着飾った２年生たちが色めき立つ。

　華やかなパーティームード。

　でも、私はとてもじゃないけど宴うたげを満喫する気分にはなれなかったわ。

　胸の中は後悔でいっぱい。

　よみさかランドで私は梓あずさに、自分のことを見下してるなんて言ったけど……。

（そんなわけないじゃないっ）

　あの日の私はどこまでも最低だったわ。

　頭が冷えた今ならわかる。

　私はプールで梓と恋人同士みたいに仲良くする鍵かぎ坂さかを見て、あいつに嫉妬したの。

　だからひどい言葉を親友にぶつけてしまった……。

　もちろん、翌日学院で梓に謝ろうとしたけど、

「………っ」

　──もし、梓が許してくれなかったら？

　もう友だちに戻れないかもしれない。

　そう考えるだけで足踏みして、怖くて、話しかけることすらできなかった……。

「では、パーティーの開宴だね。その前に、華やかな余興を」

　会長の言葉に背筋が震える。

　この後、私はピアノを弾かなきゃいけない。

　絶対に失敗できない。

　友とも利り梓と風かざ見み千ち冬ふゆがケンカをした。

　そんなウワサが学院中に広まってるらしい。

　ここで演奏をミスったら、梓とケンカしたせいで調子を崩したってみんな思うかも。

（私自身がミスを責められたり笑われたりするのは構わない）

　そのことで子供のころみたいにからかわれたりいじめられたりしたっていい。

　全部私の自業自得なんだから。

　けど、きっと梓は気に病むわ。

（……それだけは、耐えられない）

　ただでさえひどい言葉で傷つけて謝罪すらできてないのに、これ以上梓に迷惑かけられない！

　だから今夜は絶対に失敗できない！

　さっきセンパイにだってはげまされたし……。

「えっ──」

　しかし、演奏のために舞台上のグランドピアノへと歩き出そうとしたところで、呆あつ気けにとられた。

　それは会場にいる生徒たちも一緒。

　私がいるのとは逆の舞台袖からステージに現れたのは、タキシード姿の鍵坂君きみ孝たか。

　その右手には、バイオリン。

「ホントは余興はピアノだけの予定だったんだけど、ギリギリで彼が演奏を承諾してくれてね」

　マイク片手に説明する会長だけど、会場はあきらかにざわついていた。

「なんで鍵坂が？」

「うちの理事長が音楽好きって話は聞いてたけど……」

「あいつがバイオリンを弾けるなんて聞いたことねえぞ？」

「もしかして、また実家パワーを使ったのか？」

「友利にいい格好見せたいだけだったりして」

　鍵坂が梓の相棒になったことで、あいつに反感を持った生徒は大勢いる。

　そういう生徒が裏掲示板にあいつへの悪口を書きこんでるってウワサも聞いたわ。

（私はそんなことしてないけど）

　みんなと一緒で鍵坂に嫉妬しちゃったのは事実で──。

「!?」

　騒がしかった会場のざわめきが止まる。

　鍵坂がバイオリンを弾き始めた途端、魔法でもかけられたみたいに空気が一変。

（なに、これ？）

　プロムの夜に響くのは、ただただ美しい旋律。

　曲目はバッハの『Ｇ線上のアリア』。

　言わずと知れた名曲だけど──。

「……綺麗」

　あまりにも流麗な演奏に、感嘆がこぼれる。

　タキシード姿でバイオリンを弾く鍵坂君孝。

　普段の無気力な姿とは違って、舞台上でただ輝いていた。

　黒いドレスを身にまとって生徒たちを魅了してた会長にだって負けてない。

　超一流の演奏。

　それは観客たちの反応からもわかったわ。さっきまであれだけ鍵坂に否定的だった生徒たちも、あいつが奏でる旋律の虜とりこになってる。

　それほどまでに鍵坂の演奏は素晴らしかった。

（……すごい！）

　楽器は違えど、私だって物心ついたころからピアノをやってたもの。

　だから、わかる。

　この演奏は才能だけじゃ成り立たない。

　想像を絶するほどの練習量がなきゃ絶対にたどり着けない。

　ダイヤの原石を幾度もカッティングして美しい宝石に仕上げるような──。

　文字通り、努力の結晶。

「───」

　演奏が終わった瞬間、大きな拍手と歓声が巻き起こる。

　舞台上に立っているのが反感ばかり買っていた問題児ってことを忘れるほどに、鍵坂のバイオリンはすさまじかった。

「最高の演奏だったよ」

　鍵坂の隣に立った会長がマイクで賞賛を贈る。

「本当に素晴らしい──えっ？」

　不意に、言葉をさえぎるように鍵坂が何やら会長に耳打ち。

　会長は一瞬だけ驚いたような表情を浮かべてから、

「わかった」

　笑顔で鍵坂にマイクを渡した。

　そして──。

「ありがとう。俺なんかの演奏を聞いてくれて」

　問題児の言葉に、会場中が驚きよう愕がくにざわめいた。

　……嘘うそでしょ？

　あの不愛想で、梓以外誰ともつながりを作らなかった鍵坂が、お礼を言った？

「今夜は少しでもプロムを盛り上げて、みんなの気持ちを楽しませることができればと思って、ここに立たせてもらったんだ」

　ひどく真剣な口調で、鍵坂は続ける。

「最初は演奏する気なんてなかったよ。

　俺は──ここにいるみんなが思ってる通りの人間だ。陰キャで、コミュ力がなくて、誰かとのつながりを作るのを拒否して、周囲に冷たくしてた。

　間違いなく、クズだ。

　勉強さえできればいい。自分の将来のためにいい大学にさえ入れればいい。他人なんてどうでもいい。そんな自分勝手なことしか考えてなかった。

　友だちなんていらない。

　高校生活なんてつまらない。

　ずっと、そう思いこんでたんだ……」

　まるで何度も練習したみたいなよどみない口調。

　さっきの演奏まほうの効果が続いているのか、会場にいる一〇〇人以上の生徒たちが鍵坂の言葉に聞き入る。

「けど、俺は少しだけ変われ──いや、こんな俺を変えてくれたヤツがいるんだ。

　友利梓。

　あいつは俺みたいな不愛想な問題児の友だちになってくれた。

　そして、友利と一緒にいることで──気づけたんだ。

　同年代の友だちとすごす高校生活まいにちが、こんなにも楽しいものなんだって。

　──だから。

　友利にどうしても伝えたい言葉がある」

　舞台上で。

　堂々と胸を張り、鍵坂はただ真摯に自分の声をマイクに乗せる。




「俺は、友利梓が好きだ」




　告白。

　学院一の問題児が発した言葉に、会場が大きく息を呑のんだ。

「俺と付き合ってほしい。

　返事はプロムの後で構わない。

　いつまでだって待つよ。

　俺はこんな自分を変えてくれた友利が、大好きだからさ」

　そこで、鍵坂のスピーチは終わった。

　マイクを会長に返して、彼が舞台袖に去った途端──会場のざわめきが爆発する。

「嘘でしょ!?」

「プロムのステージで告こくりやがった！」

「な、なんだよ鍵坂のヤツ！　格好つけやがって！」

「でも、さっきの告白……よくなかった？」

「う、うん！　とっても気持ちがこもってて……その前の演奏もすごくて……！」

「あいつ、ホントに俺たちが知ってる鍵坂か？」

「鍵坂のあんなに真剣な顔、初めて見た……」

「私たちを楽しませるためにバイオリンを弾くなんて……！」

「さっきの告白通り、梓ちゃんが鍵坂を変えたんだよ！」

「もしかしたらあの二人、付き合っちまうんじゃねえか？」

「だったら今夜二人で踊るのかも……！」

　生徒たちの声が飛び交う。

　舞台袖にいる私からは会場の全貌は見えない。

　舞台下にいるはずの梓がどんな顔をしているかは確認できないけど──。

（……付き合うに決まってるわ）

　私だけは知ってる。

　梓はずっと鍵坂のことが気になってたって。

　だから告白を了承するはず。

　そうなったら……。

「………っ」

　私のことなんかどうでもよくなるんじゃないか？

　突然舞い降りた悪魔みたいな発想に、震えが止まらなかった。

　ずっと好きだった男の子が恋人になるんだ。

　私との仲直りなんて興味がなくなるかもしれない。

　むしろ私が鍵坂を毛嫌いすると思って、梓の方から私と距離を取るかも。

　そうなったら。

　たとえいくら謝っても仲直りすることなんて……！

「ふふっ。予定外のサプライズだったね。では、次はピアノの時間だ」

　舞台上にいる会長の言葉にゾッとした。

　演奏と告白があまりに衝撃的すぎて、自分がピアノを弾くことをすっかり忘却していた。

　会場のみんなもきっとそう。

　鍵坂のことで頭がいっぱいよ。

　ただでさえ心の中がグチャグチャなのに、こんな空気の中で演奏を成功させるなんて、たとえ神様でも無理に決まって……！




「千冬」




　不意に後ろから声をかけられた。

　振り向くと、舞台袖にいたのは赤いドレスを身にまとった友利梓。

「……梓？　どうしてここに？」

「千冬が緊張してないか心配だったからさ。なんだったら、一緒にピアノを弾こうか？」

「えっ!?」

「昔はよく一緒に連弾してたじゃん。もし一人で弾けないくらい緊張してるなら、あれを演やろう？　きっと盛り上がるよ！」

　曇りのない太陽のような笑顔。

　真紅のドレスを完璧に着こなしながら私を助けようとする梓を見た瞬間、悟った。

（ああ）

　今夜が最後なんだ。

　プールでの私の言葉を梓も憶おぼえてるはず。

　──私を助けるばっかりで、私のことなんか少しも頼りにしてくれなかった！

　思い出すのも忌々しいほどに醜い感情をぶつけた。

　なのに、今夜私を助けようとしてくれるのは──きっと、最後だから。

　友情関係の清算として、友利梓は風見千冬を助けるつもりなんだわ。

　これからは私とじゃなくて。

　さっきの告白にうなずいて、鍵坂と歩いていくことを決めたから……。

「──わかったわ」

　なけなしのプライドを振り絞ってうなずく。

　今にも涙がこぼれそうだけど、必死に耐える。

（……泣くなっ！　全部自業自得！　悪いのは私よ……！）

　必死に心の中で言い聞かせる自分が、惨みじめで仕方がなかった。

　親友が自分の大嫌いな男子と付き合うことになった。

　さらには一度拒絶した親友に助けてもらおうとしている。

　もう二度と、友だち同士には戻れない。

　死にたいくらいひどい気分。

　けど──今の私にはふさわしいのかも。

　私のことをずっと助けてくれた梓を傷つけた、罰よ。

（今夜の演奏が終わったら）

　もう二度と梓に近づくのはやめよう。

　胸の奥で覚悟を決めながら、私は親友と舞台上へと歩んでいった。
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「始まったか」

　こっそり舞台袖からステージ下へと戻りながら、俺はつぶやく。

　千冬と一緒に舞台上に現れた友利の姿にまたもや会場が大きくざわめいた。

　その中で──演奏が始まる。

　連弾。

　風見千冬と友利梓による合奏。

　黒白の鍵盤の上で二人の指先が踊る。

　──ケンカしてるはずなのに、連弾なんてできるのか？

　おそらく会場にいる生徒全員が思ってたはずだ。

　しかし、彼らの疑念は瞬く間に吹き飛ぶ。

　さっき告白を終えた俺が舞台下に戻ってきたことに、誰一人気づかないほどに。

　二人の演奏はすさまじかった。

　曲目はわからない。

　ひょっとしたら、かつて二人が作曲したオリジナルかもしれない。

　それでもわかるのは、舞台上の弾き手たちの超絶技巧。

　思わず聞きき惚ほれるほどに息の合った旋律。

「すごっ」

「な、なあ、風見ってあそこまでピアノ上手うまかったのか……？」

「バカ！　おまえ外部受験組だな？　知らねえのかよ、風見の昔のあだ名」

「『ピアノ界の神童』。音楽一家のサラブレッドで、中２までは全国で１位を取ることも珍しくなかったんだぜ？」

「でも、ついていける梓ちゃんもさすがだよね」

「そういえば友利って昔、風見にピアノを習ってたんだろ？」

「ケンカしてるっていっても、さすが幼なじみ。息がぴったりだ」

「まるで助け合いながら演奏しているみたい……」

　一部の生徒たちが、抑えきれない感嘆を小声で語り合う。

（助け合いながら演奏してる……か）

　これっぽっちもわかってないな。

　あれは助け合いなんかじゃない。

　たとえるなら、幼なじみたちの、初めてのケンカだ。
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　なんのつもりよぉーーーーーーっ!?

　隣に座った梓の演奏に必死に食らいつきながら、私は心の中で絶叫していた。

　始まった瞬間から、梓の演奏はメチャクチャだったわ。

　好き勝手にアレンジを入れたり、

　身勝手なソロを弾こうとしたり、

　かつて私たちが作った曲通りに弾かず、自由気ままに鍵盤の上で大暴れ。

　みんなには息ぴったりの連弾に聴こえてるかもしれないけど、それは私が必死にカバーしているから。

（コ、コイツ……！）

　私のことを助けるつもりとかこれっぽっちもない！

『友情関係の清算として、友利梓は風見千冬を助けるつもり』ですって？

　全然違った！

　じゃなかったらこんなケンカを売るみたいな演奏するはずないもん！

「!?」

　梓の演奏が私の予想したコースから大きく逸それた。

　その事実を観客たちに悟られないように、すぐさまフォロー＆リカバー。

　連弾を続ける。

（ああ、もう！）

　何が目的よ!?　と心の中で毒づきつつも──。

　幼なじみの旋律に触発されたせいか、私は思い出していた。

（そういえば、昔の梓ってこうだったっけ）

　よく『いじめられてる子がいた！』って関係ない争いに首を突っこみに行ったし。

　内気な私を引っ張って街を探検したこともあった。

　それに幼いころやっていた連弾でも、梓は好き勝手に弾きたがって、いつも私が演奏をまとめてたっけ。

　正直振り回されるのは大変だったけど……。

（──梓といるのは、すごく楽しかったわね）

　今みたいに、と考えてしまった自分に心底驚く。

　嘘うそでしょ？

　──私、ピアノを楽しんでる？

　どれだけ努力してもコンクールで結果を出せなくて、家出するくらいピアノが大嫌いになってたのに……。

　私がピアノを弾かなくなったのは中３のころ。

　そのとき梓はすっかり学院のヒーローだった。

　ピアノしか取り柄のない私は、自分が親友に置いていかれないか不安だったわ。

　だからもっとコンクールでいい結果を残そうとした。

　けど、ミスのない正確な演奏をしようとすればするほど入賞することはなくなって──。

（──ああ、そっか）

　センパイのアドバイスに従ってこの２年間ほとんどピアノを弾かずに、あえて時間を空けた今ならわかるわ。

　正確さ重視のミスを怖がった演奏なんて、つまらないに決まってる。

　そんなの審査員にこびてるだけよ。

　そうよ、昔の私がコンクールで結果を出せてたのは……。

（ただ純粋にピアノを楽しんでたから）

　そして、その気持ちをくれたのは、梓。

　私は音楽一家の生まれだけど、最初はピアノを弾くのが嫌だったわ。

　子供ながらに誰かに命じられて弾くことを毛嫌いしてたっけ。




『ねえ、ちーちゃん！　私にピアノを教えてよ!?』




　だけど、幼かった梓が私を変えてくれたの。

　ピアノを教えてってせがんできて、私が曲を弾くと笑顔で喜んでくれた。

　もちろん、今日みたいに連弾するのも楽しくて──。

「楽しいね、千冬」

　わずか数十センチ隣から響いた小声に驚きよう愕がくする。

　嘘でしょ？

　フツー連弾中にしゃべれる？

　どこまで完璧超人なのよあんたは！

　この子は昔から運動や勉強だけじゃなくて、音楽ピアノの才能もあったけど……。

（私はピアノですら、梓についていけないの……？）

　絶望が襲ってくる。

　友利梓はなんでもできる特別な存在。

　だったら、ピアノで勝てなくても仕方のないことなのかも──。




『大丈夫か、千冬』




　瞬間、頭の中でセンパイの声が蘇よみがえった。

　ちょうどプロムが始まる前、センパイから通話がかかってきた。

　センパイは『ＤＭしてて思ったんだ。最近元気がない気がするってさ』と私の不調をあっさり見破ってから──。




『もしかして、幼なじみとケンカでもしたのか？』

『!?　なんでわかったの!?』

『前まではよくＤＭで幼なじみの話をしてたけど、ここ数日はまったくしてなかったからさ』

『……さすがセンパイ。相変わらず鋭い。それに比べて……私は最低最悪ね。梓とケンカして、センパイにまで心配かけるなんて──』

『もっと自信を持て。公園で話を聞いたときから思ってたけど、千冬は幼なじみにコンプレックスを持ってる。けど、俺からしたら千冬だって十分大したヤツだぜ？』

『センパイ……』

『今は休んでるけど、千冬がずっとピアノをがんばってきたことは知ってる。俺と話をするためにアニメや漫画の勉強をしてくれたことや、外見や性格を変えるためにがんばったこともな。千冬のそういう努力家なところ、心から尊敬してるし──好きだよ』




　私をはげましてくれた。

　公園で会った日の夜に、私が欲しがった『好き』って言葉を言ってくれてまで。

　なのに、あきらめていいの？

　自信を失なくして、また「仕方ない」って自分に言い訳して、逃げていいの？

（──そんなわけあるか！）

　負けたくない！

　センパイの言う通り、私はずっとピアノをがんばってきたんだもの！

　心のどこかに辛うじて残っていたピアニストとしての矜持プライドに火をつける。

　隣にいる幼なじみに負けないために、全力で立ち返る。

　風見千冬の全盛期。

　全力でピアノを楽しんでいたころ。

　神童なんて大げさなあだ名で呼ばれてたころの演奏を、再現する。

「ねえ、千冬」

　黒白の鍵盤上は今や戦場と化した。

　もちろん梓の声に応える余裕はない。

　それでも真っ赤なドレスを身にまとった親友は、手を止めずに言葉を紡ぐ。

「千冬は自分のことを『頼りない存在』って言ってたけど、そんなことないよ。千冬と話したり、一緒に遊んだりするのは、私にとってすごくかけがえのない時間だったの。どれだけ心の助けになったかわからないくらいに」

　そんなの。

　そんなの私にとっても一緒だったわよ！

　声に出して伝えられない言葉を胸の中で叫ぶ。

（梓と一緒に過ごす時間が大好きだった！）

　ただ一緒にいるだけで心地いい関係つながり。

　風見千冬は友利梓のことが大好きだったわ。

（だからこそ……鍵坂に嫉妬した）

　自分一人が梓の特別じゃなくなることが嫌だった。

　梓が今まで通り自分と一緒にいてくれるか不安だった。

　だから──もっと梓に頼ってもらいたいって思ったの。

「──ごめん、梓」

　演奏しながら、ずっと言えなかった謝罪の言葉を絞り出す。

　脳裏に蘇るのは鍵坂に嫉妬するあまり、梓にぶつけてしまった醜い言葉。

　ああ、私はなんてバカで──。

「謝っても、許してあげない」

「………っ！」

　親友からの宣告に、今日初めて演奏をミスった。

　しかし、観客たちは気づいてない。

　梓がカバーしてくれていた。

　そして演奏を続けながらも、

「千冬のこと、前より少し嫌いになった。プールで言われた言葉ですごく傷ついたから」

　無理もないわよ。

　私だってあのときの自分をぶん殴ってやりたい。

　それくらい、梓を傷つけて……！

「けど、それで友だちをやめようなんて絶対に思わない」

「！」

「少しくらい嫌いになっても、それ以上に私は──ちーちゃんのことが、ずっとずっと大好きだから」

　思わず、一瞬だけ鍵盤から目線を切って隣を見る。

　そこにいたのは、大好きな幼なじみ。

　微笑ほほえみながらピアノを弾く友利梓。

（──ありがとう）

　あそこまでひどい言葉で傷つけたんだもん。

　簡単に許して水に流すことなんてできるわけないわ。

　そんなアニメや漫画みたいなご都合主義展開、現実の人間関係つながりじゃ起こりえない。

（けど──それでも梓は）

　私のことを嫌いになったって言いつつも、友だちでいたいって。

　大好きだって言ってくれたの。

　それなら……！




「だったらこれからがんばるね？　嫌われた分を取り返すくらい、ともりんに好きになってもらえるようにさ」




　幼いころのあだ名で親友を呼んでから、私はピアノを弾き続ける。

　瞬間──梓は演奏を止めた。

　私を助けるのをやめた。

　それでも私は指を止めない。

　舞台袖で感じた不安はもうどこにもない。

　幼いころ、梓にほめられたくて、梓の笑顔を見たくて、ピアノをがんばってたあのころみたいに──一心不乱に、全身を躍動させる。

「───」

　そして、演奏が終わる。

　直後──大喝采。

　わああああああああああああっ！　とプロムを万雷の拍手と歓声が埋め尽くす。

　つい会場を見渡すと、感動したのか泣いちゃってる生徒までいて……うわっ！

「信じらんない、定さだ岡おかのヤツまで泣いてるんだけど」

「今の演奏で千冬のこと見直したんじゃない？」

「……ったく。ホント、掌てのひら返すのが早いんだから──」

　そこで私の言葉は止まった。

　いつもの明るい笑顔を浮かべながら隣に座る幼なじみ。

　けど、いつもと違うのは──。

「あ、あはは、ごめんね。なんだか、ホッとしちゃって」

　涙。

　舞台下から見てる生徒にはわからないだろうけど、隣にいる私にははっきり見えた。

　梓が泣いてるのなんて、初めて見た……。

「な、何よ。私と連弾できたのがそんなにうれしかった？」

「もちろんだよ！　それに今の演奏で私と千冬が仲直りしたって伝わったはず！　これなら掲示板も落ちつく！」

　掲示板って言葉の意味はわからなかったけど、梓のことだ。

（きっと私の知らないところで、また私を助けてくれたんでしょうね）

　けど、少しも嫌な気はしない。

　前よりも強く認識できるもの。

　風見千冬と友利梓の関係つながり。

　私たちが親友同士だって。

　だから──。

「ねえ、梓」

　二人で椅子から立ち上がって、ステージの真ん中でみんなに一礼した後で、こっそり話しかける。

「鍵坂への告白の返事、今ここでしちゃえば？」

　ああ、もう。定岡のこと笑えないわね。

　我ながら掌を返すのが早い。

　でも──きっと。

　今夜梓が私と一緒にピアノを弾いてくれたのは、鍵坂が何かしたから。

　あんなケンカを売るみたいな演奏をプロムでやるなんて。

　優等生な梓の発想にしては大胆で型破りすぎだもん。

　きっと鍵坂が提案したんだと思う。

　だって、鍵坂は梓の相棒。

　梓が認めた男なんだから。

　そう納得したら──。

「さっきの鍵坂の告白、すっごくよかったしさ」

　つい昨日までの自分だったら死んでも言わないような言葉を口にしてしまった。

　嘘うそ偽りのない本音よ。

　鍵坂君孝の告白は真剣で、真摯で、気持ちがこもってたもん。

「あいつになら梓のことを任せられるわ」

「ふふ、何それ。千冬は私の保護者？」

「違うわ。私は梓の友だちよ。これからもずっとね」

「──うん。ただ、悪いね、千冬」

「えっ？」

「千冬の期待通りにはならないよ」

　そう言ってから、梓は舞台袖からやってきた会長にマイクをねだる。

「鍵坂くん」

　そして。

　真っ赤なドレスを身にまとった親友は。

　これっぽっちの迷いもない笑顔を作ってから、告白の返事をする。




「──ごめんね」




「は？」

　思わず隣で絶句してしまった。

　それは会場の生徒たちも同じ。

　きっとみんな梓が鍵坂の告白を受けるって思ってたに違いない。

「私は、キミとは付き合えない」

　舞台下にいた鍵坂に向けて梓が返事をした、きっかり３秒後。

　みんなのすさまじい驚愕さけびが会場中を染め上げた。

「ちょ、ちょっと……！」

　何それ!?

　あんた鍵坂のこと好きだったんじゃないの!?

　そう叫びたいが驚きのあまり言葉もない私にしか見えない角度で──。




「──大丈夫。全部鍵坂くんのプラン通りだから」




『みんなの友だち』は、マイクを使わずに私にささやいてから、ちょこっと舌先を出して悪戯いたずらっぽく微笑んでいた。







[image: 第９話　シナリオ]




「告白、残念だったね」

　おそらくこの先数年間は語り継がれるであろうプロムが終わった後で。

　生徒会室で、漆黒のドレスを身にまとった星せい羅らは言った。




『鍵かぎ坂さかくんのことは他のみんなと一緒で好きだけど、友だちでいたい。

　それにこういう大勢がいる場で告白するのは勢いで押し切ろうって感じがしてフェアじゃない。

　点数をつけるなら35点。

　告白されるなら二人きりのときに、ロマンチックな感じがいいな』




　それが俺をばっさりフッた後に、舞台上の友とも利りが付け足した言葉だった。

「でも、君きみ孝たかのリアクションよかったよ」

「そうか？」

「『０点じゃなかっただけマシだ。友利梓あずさ玉砕者の会に入会しとくよ』って言ってたでしょ？　あれであきらかにみんなの見る目が変わった」

「たしかに、ウケてたな」

「当然だよ。ダメ押しに『あーあ。せっかく格好つけようと思ってバイオリンの音源まで流して、弾いてるフリしたのにな』なんて言って、しっかり道化を演じてたし」

「よく一語一句憶おぼえてるな」

「これでも３年生では一番成績がいいからねぇ。まあ優秀さではキミに負けるよ。あの演奏は素晴らしかった。みんな気づかなかったけど、音源じゃなくてホントに弾いてたでしょ？　今夜の出来事だって、全部キミの思惑通りだったはず」

「やっぱり、星羅にはバレてたか」

　告白する演技をして、大勢の前で友利にフラれる。

　それこそが俺の考えたプランだった。

　そうすれば裏サイトにいるアンチたちの溜飲も下がる。

　友利にフラれたけどまだ彼女のことをあきらめきれない人間は多い。

　だから俺への同情や仲間意識が集まると思ったが、上手うまくいったな。

【Ｋのヤツ、フラれてやんのｗ】

【でもすごかったよな。演奏は音源だったとはいえ、あの告白はマジで心こもってた】

【普通プロムのステージで告こくるなんてできねえよ！】

【認めてやってもいいかもな、Ａ・Ｔ玉砕者の会への加入を！】

　裏サイトはお祭り騒ぎ。

　現実でもクラスメイトたちにはげまされたし、舞台で告白した勇気を賞賛してくるヤツも多かったっけ。

（まあ、何よりよかったのは）

　裏サイトでの千ち冬ふゆへの誹ひ謗ぼう中傷がなくなったこと。

　友利と連弾し、仲直りしたと示せた。

　さらにはプロ顔負けの演奏まで披露したおかげで、千冬の評価はうなぎ上り。

　センパイとしてはうれしい限りだ。

「告白文もすごくよかった。目立つのが大嫌いなキミが考えたとは思えないくらいに」

「だろうな」

「？　だろうなって……あっ、もしかして……」

「あの告白文は友利と一緒に考えた」

　それが友利家に泊まった夜に行った共同作業だった。




『し、信じられない!?　たとえ嘘とはいえ、告白する相手に告白文の製作協力を頼むかなぁ!?』

『合理的な判断だ。俺よりも「みんなの友だち」の方が生徒たちの心を打つ告白を思いつける。前にも自慢してたろ？　国語の成績は俺よりもよかったってさ』

『それはそうだけど……！』

『タイムリミットは明日の朝。さあ、がんばろうぜ優等生？　終わるまで絶対寝かせない。眠ったら物理的に叩たたき起こしてやるからな』

『クズっ！　やっぱりキミって真性のクズだねっ！』




　散々文句を言ってたが、きっちり朝まで手伝ってくれたっけ。

　落ちこんでる友利をはげますためには、俺が頼ることが一番だと思ったんだ。

（あいつの優しすぎる性格を利用するみたいだが、ヒーロー気質な『みんなの友だち』は誰かに頼られることで奮い立つ）

　それに……まあ、なんというか。

　友利への告白文を一人で考えるなんて、照れくさくて上手くいきやしないって思ったしさ。

「なるほどね。ちなみに梓ちゃんに千冬ちゃんと連弾するように勧めたのも、君孝？」

「まあな」

　センパイとして千冬と話をした経験から、あいつが友利とよく連弾をしてたことは知っていた。

　演奏を通して、仲直りのきっかけがつかめるんじゃないかと思ったんだ。

「さすがだね、君孝」

　元子役らしい完璧な笑顔を作ってから。

『みんなの憧れ』は言葉を紡ぐ。

「裏サイトの掲示板でのキミへの誹謗中傷。そして、梓ちゃんと千冬ちゃんの関係。二つの問題を同時に解決するなんてさ」

「………」

「さらには梓ちゃんの弱点も解決できたんじゃないかな？　梓ちゃんと千冬ちゃんは今まで以上に仲良くなったはず。これから梓ちゃんはキミだけじゃなくて、千冬ちゃんにも心を開けるようになる。まさに雨降って地固まるとはこのことだよ！　本当にすごい！　全部君孝のおかげで上手くいって──」

「よく言うぜ。今回の一件、ほとんどあんたのシナリオ通りだろ、ヒロトさん？」

　学院では決して呼ぶことはなかったあだ名を口にした瞬間だった。




「──やっぱりキミは最高に鋭いね、ケイ」




　かつての仲間に応えるように。

　カザリナの現リーダーであり、『ヒロト』と呼ばれる少女は静かな笑みを浮かべた。




　　　　＃




「いつから気づいてた？」

　ひどく大人びた態度で、黒いドレスで着飾った広ひろ渡わたり星羅は訊たずねる。

「最初から俺に頼みごとをする時点で何か企たくらんでるんじゃないかって思ってた。決定的におかしいと気づけたのはプールで会ったときだ」

「あー、さすがに不自然だったか」

「ああ。俺と風見が揃そろったところに偶然星羅が来るなんてさ。しかも昔風見のことをいじめてた定岡と一緒に」

　おそらく星羅には協力者がいる。

　ソイツを使って俺と友利、さらには千冬がよみさかランドに行くことを突き止めたんだろう。

　状況から推測するにそうとしか考えられない。

　さらには協力者を利用することで──。

「俺が友利の相棒になった後、風見が悩んでるって知った」

「………」

「そして、その事実を利用することにした。わざと風見を挑発するようなセリフを言って、あいつにケンカを売らせた。さらにはあらかじめ定岡を呼んでおくことでトラブルを大きくしたんだ」

「………」

「定岡は星羅に気があるし、風見とは因縁があった。だから上手く動かせば風見と揉もめるんじゃないかって予想した。さらにはそのケンカを友利が止める展開まで読み切ってたんじゃないか？」

　もちろん、これは星羅が考えた筋書きのたった一つにすぎない。

（無数の選択肢シナリオを用意してたはず）

　その中でもっとも状況に即したものを使い、舞台を動かした。

　そう、広渡星羅は友利梓とは真逆。

　幾重にも練られた策略と鍛え上げた演技力で他人を動かし、問題を解決する。

　まるで人形劇を取りしきる人形使い。

　糸で人形を操るように、言葉巧みに自分の意図通りに他者を動かす。

　そんな才能があるからこそ、俺がカザリナを抜けた後にリーダーを引き継げたんだ。

　まさにカザリナの頭脳ブレーン。

　格闘能力は低いが、むしろそっちを専門にするメンバーは他にいるしな。

「雨降って地固まる。さっきそう言ったけど、星羅の目的は友利と風見の関係を一度壊してから、修復させること。そして以前よりも強固なつながりを作ること。そうすれば……」

「梓ちゃんは千冬ちゃんに心を開けるようになる。合理的な判断でしょ？」

「ああ。──ただ、風見と友利がケンカしたってウワサを学院中に流したのはやりすぎだろ？」

「……驚いた。そこまで勘づかれてたか」

「ウワサの広がる速度がいくらなんでも速すぎたからな」

「本当に聡そう明めいだね、ケイ。誤解しないでほしいんだけど、私は千冬ちゃんを──」

「貶おとしめようとしたわけじゃない。友利の親友を危機に陥らせる。そうすれば俺がより必死に動くと期待したんだ。相棒の親友を、助けるために」

「──大正解」

　パチパチと、賞賛を贈るような拍手が響いた。

「仲直りさせるプランは他にも色々考えてたけど、キミが動いてくれて助かったよ」

「バカ言え。絶対に俺が動くって確信してたはずだ」

「君孝は優しいからね。私は生徒会長として学院のヒーローが抱える問題を解決したかっただけ。梓ちゃんにはキミ以外に心を開ける友だちがいなかった。もし彼女が潰れたら、愛あい洲す学院にとって大問題だもの」

「だからって暗躍するのはどうなんだ、生徒会長？」

「キミだって同罪でしょ、問題児くん？　私の計画を完璧に看破しつつも梓ちゃんや千冬ちゃんにはバラさなかった。むしろ二人を仲直りさせるために利用してみせた」

「それは……」

「今すぐに抱きしめてほめてあげたいくらい、冷徹クールな判断だ。──ねえ、ケイ？　カザリナに戻らない？　チームのみんなもキミを恋しがってる。もちろん、私が一番ね」

「………」

「幼なじみとして、生徒会長として、カザリナのリーダーとして、心の底から思うよ。キミの聡明さは学院でくすぶらせておくには惜しすぎる」

「ごめん、ヒロトさん」

　俺はカザリナに戻れない。

　たとえチームのみんなが俺を許しても、俺自身が許せない。

　ケイが犯した過ちを。

　それに──。




「今の俺は、友利梓の相棒なんだ」




　はっきりと断言する。

　すると、星羅は俺の答えを受け入れたように、やわらかな表情でうなずく。

「わかった。ただ、戻りたくなったらいつでも言ってね？　盛大に歓迎する。お姉ちゃんが快くおかえりしてあげるから」

「憶おぼえとくよ」

「それにしても……はぁ。梓ちゃんがうらやましいなぁ。ここまで君孝に想おもってもらえるなんてさ。嫉妬しちゃうよ」

「だったらいっそ、戦ってみたらどうだ？」

「？　愛あい優ゆうをかけてってこと？　前も言った通り、梓ちゃんは──」

「安心しろ。きっと友利は……いや、俺たちは近いうちに星羅の敵になる」

「………っ!?」

　今日初めて星羅の表情よゆうが崩れた。

　俺の言葉が、まぎれもない宣戦布告だと気づいたから。

「──そっか。この展開までは読み切れなかったなぁ」

「俺を学院でくすぶらせておくには惜しいって言ったけど、これからはそうもいかないはずだ」

「さすが君孝。今夜は色々ありすぎて、結局プロムでキミと踊れなかったけど……」

　これから心が躍る出来事が待っていそうだ、と。

『みんなの憧れ』は、実に華やかな笑みを浮かべた。
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「遅いよ、ぼっちくん」

　学院を出た後で。

　俺は以前ケイの姿で千ち冬ふゆと会った公園に来ていた。

　友とも利りに『話したいことがある』と呼ばれていたのだ。

「すまん」

「珍しいね。キミが素直に謝るなんて。もしかして何か隠してる？」

「そんなわけないだろ？」

　さすが優等生、頭が回る。

　星せい羅らに呼び出されてたとは言えない。

　──は？　星羅さんと一緒にいた？

　──まさか、私にフラれたことでなぐさめてもらってたとか？

　──どういうことかな、相棒くん？

　みたいな感じで、友利が着てる真っ赤なドレスがさらに赤く染まるかもしれない。

　もちろん俺の返り血で。

「それより話ってなんだ？」

　なんて言いつつも、友利が言いたいことは大体わかってる。

　ここに来るまでに裏アカを見たからな。




《どんな人間になったらＫくんに好きになってもらえるかずっと考えてたけど》

《Ｃちゃんのおかげで、答えが見つかった》

《前にＫくんも言ってたっけ。

　目標に向かってがんばる女の子が好き。

　新しい目標に向かってがんばる私も見てみたいって》

《だったら──この学院で一番愛される生徒になる。そんな目標を叶かなえるためにがんばれば、彼に好きになってもらえるかも》




　他にも《タキシードＫきゅん尊とうとすぎりゅうううううっ！》《バイオリン格好よかった何なの今夜はＫきゅん供給が止まらない》《嘘うそとはいえ告白してもらえるなんて……ともほーーーーーーっ！　全部スマホで録画したしこれからしばらくは毎晩ＫきゅんＴＩＭＥだぜ～！》なんてつぶやきもあったが、今は置いといて。

　目標。

　それはすなわち──。




「私、愛あい優ゆうを取りたいの」




　ドレス姿の友利は、まるで告白でもするみたいな真剣な口調で告げた。

「考えが変わったわけか。前までは興味なかったろ？」

「うん。実は……」

　と、そこでポケットのスマホが震えた。

　画面を一瞬確認すると後輩ちゃんからのＤＭが届いていた。

「鍵かぎ坂さかくん？」

「いや、なんでもない。続けてくれ」

「わかった。鍵坂くんのおかげで千冬と仲直りできた。それに、プロムが終わった後で千冬が私たちに言ってたでしょ？」

「またピアノのコンクールに出てみるって話か」




『中３のころの私は、コンクールで入賞できるピアノを弾きたいって思ってた。その気持ちが強すぎて、自分が本当にしたい演奏ができてなかったの。けど、今夜の連弾でピアノの楽しさを思い出せたわ！』




　友利との連弾で、ピアノに感じていた迷いを吹っ切ることができたんだろう。

「あのときの千冬はすごく輝いて見えた。きっと、またコンクールで楽しくピアノを弾きたいって目標が生まれたからだと思う」

「同感だ」

「でしょ？　だから、私も目標を持ちたいって思ったんだ。鍵坂くんもプールで、私が愛優を取る姿が見たいって言ってたでしょ？　相棒としてキミの願いを叶かなえてあげる」

「いいのか？　友利にとって学院の生徒は友だちだろ？」

　以前の友利なら、友人たちと競い合うなんて発想にはならなかったはず。

　むしろ誰かが愛優を取るのを応援したいとすら願っただろう。

「少しだけ考え方が変わったんだ。誰かを助けるためだけじゃなくて、自分のために願いを叶えたい。そのためなら、相手が友だちでも戦いたい」

「願い、か」

「鍵坂くんも『もっと自分の気持ちに正直になった方がいい』って言ってたでしょ？　だから……お願い。私に力を貸してほしくて──」

「わかった。友利が愛優を取れるよう、全力でサポートする」

　毒舌ゼロな本音をぶつけると、友利は道ばたで特大の骨を見つけたコーギーみたいにまぶたをパチクリさせた。

「……驚いた。キミがここまであっさりうなずくなんて」

「意外だったか？」

「優しさ提供工場で人格矯正治療とか受けてきたの？」

「そんな愉快な治療があるならまずあんたに勧めてるよ」

「よかった！　その口の悪さ！　いつもの鍵坂くんだ！」

「そっちもいつも通り毒舌悪態暴言の三拍子そろった口こう撃げきクイーンだな」

　これ以上話を掘り下げられないようにいつもの軽口でごまかす。

　愛優を取りたいと言ったが、二連覇中の星羅は強敵だ。

　かつての仲間だからこそあいつの手ごわさは身に染みてわかってる。

　星羅の友だちである友利も承知の上だろう。

（だからこそ──友利はこれから俺や千冬、そしてもっと多くの誰かを頼るようになる）

　そうすれば、友利が抱える心を開ける友だちが少ないって問題も解決していく。

　星羅は今回の一件で友利が千冬にも心を開けるようになったって言ってたが、それだけじゃ不十分だ。

　だからこそ、俺は友利に千冬と連弾することを提案した。

　連弾をきっかけに、千冬の悩みが解決するかもしれない。

　そうすれば彼女の親友である友利も感化されるんじゃないかって期待したんだ。

（もちろん）

　星羅みたいに完璧に展開を読み切ってたわけじゃない。

　あくまで期待してただけ。

　それでも裏アカで散々心の声を聞いたせいか、友利なら俺の期待に応えてくれる気がしたんだ。

　そして──。




　俺は期待に応えてくれた相棒を、勝たせてやりたい。




　友だちを助けることばかり考えてきた孤独なヒーローが、友だちと戦ってまで叶えたい目標があると覚悟を決めた。

　彼女を、相棒として支えてやりたい。

　そう──今夜友利に伝えた告白の何割かは、まぎれもない鍵坂君きみ孝たかの本音なんだから。

（星羅の言葉をマネるわけじゃないが）

　プロムで俺は誰とも踊らなかったけど。

　きっとこれから先の未来、心が躍るような出来事が待って──。

「あ、そうだ。今から少し踊ってみない？」

「は？」

「仲直りの印に私はプロムで千冬と踊った。けど、ぼっちくんは誰ともしゃべらずに隅の方で料理食べてたでしょ？」

「俺のことよく見てるんだな」

「そっちこそドレス姿で踊る私に見とれて、ダンスに誘えばよかったって後悔してたんじゃない？」

「バカ言え」

　ごまかしつつも、図星だった。

　真紅のドレスを見事に着こなす友利の姿に、ついつい見とれてしまったっけ。

「プロムの夜もぼっちだったなんて灰色青春マンすぎてかわいそうすぎるからさ。──私が思い出作ってあげる」

「強引に手を握ってくるな」

「踊るんだから仕方ないでしょ……って、いきなり腰に手を回さないで！」

「踊るんだから仕方ないだろ」

「う……足踏まないでよね、問題児くん」

「わかってますよ、優等生さん」

　月明かりの下。

　人ひと気けのない夜の公園で。

　俺たちはゆっくりとステップを刻む。

「なかなか様になってるな」

「そっちもね」

　至近距離にある彼女の顔は、月光の下でほんのりと火ほ照てっているように見えた。

　ひょっとしたら俺と踊るためにダンスを練習してくれたのかもな……なんて考えてしまうのは、裏アカツイートの見すぎだろう。

「そういえばさ」

　互いに呼吸を合わせ、体を揺らし、ワルツを踊りながら。

　友利は桜色の口唇くちびるを開いた。

　触れ合えるほどの至近距離に彼女の顔があるせいか、つい緊張してしまう。

「今夜はありがとね」

「は？　いきなりどうした？」

「だって、鍵坂くん……私のこと助けてくれたじゃん。キミのおかげで裏サイトの件も解決したし、千冬とも仲直りできた」

「まさか、こうして踊って俺の青春を彩ってくれたのはお礼だったりするのか？」

「そんなとこかな」

「はん。ずいぶん安い報酬だ。こっちは告白までしたのに」

「35点の告白だったけどね」

「俺にしてはよくやった方さ。そこまで言うんなら、お手本を見せたらどうだ？」

　売り言葉に買い言葉でつい冗談を口走ってしまった。

　もちろん、友利が俺に告白してくることは絶対にない。

　俺に告白されること。

　それが裏アカで明かしていた友利の目的。

　恋愛ポンコツな友利のことだから恥ずかしさで黙りこむに違いない。

　そうしたら「ほら、できないだろ？」とからかえて──。

「わかった」

　が。

　高校２年生の夏、プロムの夜。

　最後の最後に俺は知ることになる。

　最近の俺は絶対に言わないと決めたセリフをいくつも言ってしまうほどに変わった。

　けれど一緒にすごす日々の中で変わったのは、俺だけじゃなかったんだ。




　不意に──友利が口唇を重ねてきた。




　ほんの一瞬、触れ合うだけのキス。

　しかし、それでも彼女のやわらかな口唇の感触はどうしようもなく残って──。

「どう、かな？」

　俺と手をつないだままで。
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　友利はどこかしてやったりといった表情で微笑ほほえんだ。

「オイ、今の──」

「お手本見せろって言ったのはキミでしょ？　今の告白は一〇〇点だと思うよ。二人きりで、ちゃんとロマンチックな感じにしたし」

「けど、今──」

　キスしたよな？　と言いかけたところで、友利が俺の口唇に人差し指を当ててきた。

　まるで言葉を制するみたいに。

　そしてさっきの余裕たっぷりの笑顔とは違う、羞恥心に染まった表情で、

「……友だちなら、キスくらい普通だよ」

「………」

「さっき言ったでしょ？　思い出作ってあげるってさ。今夜踊ってあげたのと一緒で、今のキスもただのお礼」

「………」

「別に、キミのことが好きだからしたわけじゃないよ？　キスぐらいで勘違いしないでね……って、鍵坂くん？　なんで黙ってるの？」

「いや……」

「もしかして……私にキスされて、うれしかったとか？」

　どこか期待をこめた眼まな差ざしで俺を見つめてくる友利。

　残念ながらうれしさを味わってる場合じゃなかった。

　今現在、友利は裏アカでつぶやいてない。

　顔は澄ましてるが、キスした恥ずかしさをこらえるようにきゅっと俺の掌てのひらを握ってる。

（だから、俺は友利の心の内を知らない）

　けれど、友利以外の約一名の心の内なら完璧に予想できる。

　思い出すのは、さっき届いていた後輩ちゃんからのＤＭ。

【聞いてくださいセンパイ！　今幼なじみの恋がどうなるか見守ってるっす！　夜の公園で高校生二人………告白でしょう！】

　推測だが、プロムが終わった後で友利は理由をつけて千冬と別れた。

　けど、不審に思った千冬はこっそりと親友の後をつけて──。




「おめでと、梓あずさ」




　公園の茂みに潜んでたわけだ。

　そして、決定的なシーンを目撃した後で、親友を祝福するために姿を現した。

「えっ、ち、千冬!?」

　なーんてことは一切ご存じなかった友利はひどく狼ろう狽ばいしていた。

　艶つややかな銀髪と純白のドレスを揺らして、千冬は親友の前に立つ。

「やっぱり、あの告白を断ったのは嘘うそだったのね」

「は？」

「周りの批判から鍵坂を守るために、あえてみんなの前でフッたってわけ。それでも鍵坂への気持ちを抑えられなくて、ここに呼び出したんでしょ？」

「ま、待って、千冬は誤解してて──」

「もう、照れなくていいってば」

　ぽんぽんと。

　告白が成功したことを称たたえるように、千冬は友利の肩を叩たたいてから、

「お願い、鍵坂」

　真剣な顔で俺の方に向き直って、右手を差し出してきた。

「私と友だちになってくれない？」

「ずいぶん急だな」

「自分でもそう思う。ただ、梓とあんたが付き合うことになったのに私たちがいつまでも険悪なのはマズいでしょ？　それに、たぶんあんたは私と梓が今夜仲直りするために色々やってくれた。助けてくれて、本当にありがとう」

「………」

「ただ……ごめんなさい。私があんたにひどい態度取ってたのをまだ気にしてるんだったら──」

「いいや。元々風かざ見みをずっと無視してたのは俺だしな」

「えっ、じゃあ……」

「喜んで友だちになるよ」

「やった！　ありがと～！」

　応えるように差し出した俺の右手を、千冬はうれしそうに握ってきた。

　以前の俺なら断ってただろう。

　けど、さすがにこの流れで断るのは不自然な気がした。

　態度を怪しまれて俺の正体がセンパイだとバレるかもしれない。

　それに──。

「現実でオタ友ができるのはうれしいわ！」

「ああ。俺もだよ」

　いい加減、心が痛かったしな。

　現実の世界で後輩ちゃんと険悪なのは。

　ただ、問題があるとすれば……。

「ねえ、鍵坂。梓を──私の親友のこと、よろしくね？」

「………」

「あんたには毒舌ばっかりだけど、梓ってすっっっごくいいヤツだから！　そんな梓が認めたんだから、きっとあんたもいいヤツなんだと思う！　あのバイオリンだって音源じゃなくてホントに弾いてたんでしょ？　たくさん練習したからあんなすごい演奏ができた」

「………」

「だとしたら梓と鍵坂って似た者同士だと思うの！　二人ともとっても努力家！　あんたたちなら絶対、最高の恋人同士になれるわ！」

　オイ。

　どうするんだよ相棒。

　あんたの親友がとんでもなくいい笑顔でものすごくいいセリフを言ってるぞ。

「あ、あのね？」

　ダンス＆キスの現場を見られたせいか。

　友利はこれ以上ないくらいにテンパりながらも、

「えっと、私たちは付き合ってないよ？」

「？　何言ってるの？　会話までは聞こえなかったけど、さっきキスしてたじゃん」

「あれは……！」

　５秒ほど。

　友利は親友の前で硬直してから、小さなお口を動かす。

「友だちなら普通でしょ？」

「───は？」

　今度は千冬が硬直する番だった。

　たっぷり10秒。

　実に友利の二倍の時間、千冬は沈黙してから、

「そんなわけないでしょーーーーーーっ!?」

　俺がこの１ヶ月半散々言いたかったセリフを、声高らかに叫んだ。

「は!?　なにそれ!?　あそこまでしたのにまだ付き合ってないの!?」

「別にいいでしょ!?　私はぼっちくんのことなんてこれっぽちも好きじゃ──」

「キスしたのに？」

「そ、それは……」

「夜の公園で二人きりでロマンチックに踊ってたのに？」

「そそそそこから見てたの!?」

「それだけじゃないわ！　この前のよみさかランドであんたらがイチャついてたのも全部見てた！」

「!?」

「何なら証拠として写真と動画もいっぱい撮って──」

「さ、最低っ！　のぞきは趣味が悪いよっ！」

　つい３時間前に仲直りしたっていうのに。

　夜の公園を舞台に始まったのは、友利ｖｓ千冬のケンカマッチ第二ラウンド。

　ただし今度は連弾対決じゃない。

「私は親友の恋路が心配だっただけで……そもそもあれだけやっといてまだ付き合ってない恋愛ポンコツな梓が悪い！」

「誰がポンコツよ!?　千冬のばか！」

「なっ、今ばかって言った!?　親にも言われたことないのに！」

「それまたアニメのセリフでしょ!?　このオタギャル！」

「うっさい！　あんただって最近はアニメや漫画見てるでしょ！　私にオススメの作品とか聞いてきたくせに！」

「あっ、待って、それは言っちゃ──」

「『相棒として少しは親睦を深めなくちゃいけないからさ。鍵坂くんが好きそうな作品教えてくれない？』って……ふごぉっ!?」

「それは言っちゃダメ～！」

「こ、この、いきなりつねるなんて……それなら！」

「ふあっ!?　ちょ、ちょっと、てをはなして！」

「さきにやったのはともりんっ！」

「ちーちゃんほどつよくつねってないっ！」

　繰り広げられるのは口ゲンカ＆ほっぺたのつねり合い。

　夜の公園で争う二人の女の子。

　はたから見たらとんでもなく剣けん呑のんな光景に見えただろう。

　けど──。

「──ぷっ、あははっ！」

　つい堪こらえきれずに、声を上げて笑ってしまった。

　ああ、こんなに笑ったのはいつぶりだ？

　思い出せない。

　プールでも友利が俺をとびっきりの笑顔にしたいなんて目標を掲げたくらいに、鍵坂君孝は不愛想な人間だからな。

（でも──今夜だけは、笑顔になるなって方が無理だろ？）

　それくらい微笑ほほえましく見えたんだ。

　友利梓と風見千冬。

　互いに心を開いて遠慮なくぶつかれるくらいにつながりを深めた、二人の姿は。

「ちょっと！　鍵坂ぁ！」

「なんで一人で楽しそうに笑ってるのかな!?」

　さすが親友同士。

　仲良く同時に頬ほおから手を離した後で。

　俺の学友二人は、実に息の合った文句を叫ぶのだった。
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　ヤバい、このヒロイン、１巻よりもさらにポンコツかもしれない……！

　担当さんに「ちゃんと梓あずさにヒロインさせてくださいね」と言われたけど、どうしても作詞＆作曲 tomochan のインパクトが……あれもプロットになかったけど原稿書いてたらキャラが動いた結果だしな……。

　こうなったらポンコツムーブをフリにしてヒロインっぽい可愛かわいさを出すしかない！

　そんな方針と『１巻で主人公は他者とのつながりを作った。では、つながりを作った後はどうなる？』というテーマを中心に書かれた２巻でした。

　この本を読んでくださった方々に恋愛ポンコツモンスター友利さんのギャップが伝わっていましたら、作者として大変うれしいです。

　そして、ここで３巻の予告的なものを。

　今は回復したのですが、２巻執筆時にぎっくり腰になった影響もあってプロットの詳細な構想が練れていないのですが、もし３巻を出させていただけるなら夏休みの話、もしくは一気に二学期に飛ばして学祭の話にしたいと思っています。

　新たな目標のために動き出した君きみ孝たかと梓。

　現実でもオタ友になった君孝と千ち冬ふゆ。

　そして再び君孝とつながりを持とうとする星せい羅ら。

　イベントの中で変わるそれぞれの関係性……みたいな感じになるかと！

　最後に謝辞を！

　担当のＳさん。腰がぎっくりしたときに色々スケジュール関係のご対応いただき大変助かりました。まさか腰痛トークであんなに盛り上がるとは……お互い体を大事にしつつ今後ともよろしくお願いいたします。

　今巻も素晴らしいイラストで作品を彩ってくださった、かがちさく先生。カバーの夏らしさ全開な梓のイラストをいただいたとき、腰痛と戦いながら原稿書き上げてよかったと報われました。キラキラしたキャラクターたちを本当にありがとうございます。

　そして、関係者の方々。読者様。自分が書いた作品を誰かに読んでいただける。その喜びを噛かみしめられるのは、ひとえにこの本に関わってくださった皆様のおかげです。

　皆様とのつながりに、この場ではとても表現しきれない、感謝を！


あさのハジメ



















電子書籍特典　書き下ろし短編

『第４．５話　　プールデートプレリュード』









「じゃあ、そこで待ってて」

　新姫ヶ丘の駅前にある水着売り場。

　ハンガーにかかったいくつかの水着を両手に持った友利が試着室の前で言った。

「なあ、友利」

「何？」

「ここまで来て言うのもなんだが、なんで俺が水着選びを手伝わなくちゃいけないんだ？」

　今日の昼間。

　俺と友利は千冬からよみさかランドというレジャー施設のチケットをもらった。

　プールと遊園地が合体した、真夏を満喫するにはぴったりの場所。

　そして放課後。

　友利は『せっかく遊びに行くんだし、新しい水着を買いたいの』と俺をここに連れてきたのだった。

「別にいいでしょ。キミってヒマそうだし」

「勉強で忙しいんだが？」

「試験終わったばっかりなのに？」

「試験でミスったとこをちゃんと復習しておきたい」

「女子と水着売り場に来て言うセリフがそれ？　試験だけじゃなくて人生も終わってるね」

「ああ、終わってるな。せっかくの放課後にあんたのわがままに付き合わされてるんだからな」

「口が悪すぎ。幼少期に毒舌の英才教育でも受けたの？」

「毒舌名産地のあんたに言われたくないな。収穫したて新鮮な毒舌を出荷してくるな」

　学外でも容赦なく繰り広げられるいつもの軽口の叩き合い。

　けど、帰るわけにはいかない。

（この前『甘えたいときは甘えていい』って言っちまったしな）

　友利が誰かを頼るのはいい傾向だ。

　彼女の目的は俺に告白させること。

　そのために何かアピールしてくるとしたら、週末に行くよみさかランド。

　今日は大胆なアクションは起こさないだろうしさ。

《よし、Ｋくんも油断してるはず。

　何か起きるなら週末だって》

　が。

《女子とプールに行くんだもん。

　意識はデート当日に向いてる。

　だからこそ今日がチャンス！》

　友利が試着室に入った後で。

　裏アカツイートが更新されていく。

《できることなら今日で仕留めてみせる！

　あっちも私の策略には気づいてないだろうし！》

「ホントあいにくだが全部バレてるからな？」

　試着室の前でスマホを見ながら小声でぽつり。

　さすが優等生、頭がキレる。

　たしかに何かが起きるならデート当日だと思ってた。

　そして、いくつかの作戦プランが裏アカにアップされた後で──。

「あっ、鍵坂くん。ちょっとこっち来て」

　ぐいっと。

　華奢な細腕で試着室の中に引き込まれた。

「オイ。いきなりなん──」

「シーっ」

　試着室の中に入った後で、青いビキニ姿の友利が「静かにして」のジェスチャー。

「今思い出したんだけど、さっきクラスの子たちが水着売り場の前にいたの」

「だからってなんで俺を試着室に引きこむ？」

「決まってるでしょ？　もしキミと水着選びしてるところを見られておかしな誤解をされたら嫌じゃん」

　なんでそんなこともわからないかな？　とため息を吐く友利だが……。

（クラスメイトが来てるってのはブラフか）

　それか元々クラスメイトが来ると知っていて、この水着売り場に来ることを決めたんだろう。

「ところでさ」

　わずかに頬を紅潮させつつも。

　青いビキニ姿の友利は桜色の口唇を動かす。

「この水着、似合ってるかな？」

　上目づかいに俺を見つめてくる。

　彼女が身にまとっているのは可愛らしいフリルがついた、布面積少なめのビキニ。

　白い柔肌はすべすべとなめらか。

　すらりと手足が長いバランスと取れた肢体。

　ふくよかでやわらかそうな双丘までおしげもなくさらされてしまっている。

　さらにはなんとも守ってやりたくなるような不安げな表情で訊ねてくる友利。

　何も知らなかったらときめいてたかもしれない。

　しかし、思い出すのはさっきの裏アカツイート。




《水着が似合ってるか聞いてみよう。

　Ｋくんのことだから素直に答えてくれないはず。

　しかし！　それは作戦通り！

『可愛いって言ってくれないんだね。だったら……こういうポーズはどう？』ってちょいえちえちなポーズでオトしてやるぜ～！》




　どんなポーズだよ。

　ちょっと気になるが、こんな性欲狙い撃ち作戦で撃墜オトされるのは嫌なので素直に返答。

「すげえ似合ってる」

「えっ」

「日曜日のプールがホントに楽しみだ。こんなに可愛い水着姿の女子と歩けるとか、メチャクチャ気分上がる」

「……ふうん。キミにしてはお世辞がうまいね」

　軽口を言いつつも、白い頬をわずかに朱色に染める友利。

　満更でもないご様子だ。

　軽々しくほめるのはどうかと思ったが、水着姿の友利が可愛いのは事実だしな。

　まあ、日曜日のプールが楽しみっていうのはリップサービスだけどさ。

「へくしゅ」

　と。

　不意に友利が小さなくしゃみをした。

　そういえばさっき裏アカで、




《何か理由をつけて、Ｋくんに抱きつきたい。

　水着姿で抱きつく。

　ここまでしたらさすがにオチるでしょ！》




　もうちょっと手段を選べよ。

　そう言いたかったが、友利は恋愛ポンコツモンスター。

　いつもと違ってＩＱが低下した状態じゃ過激な作戦を実行してもおかしくない。

　今のくしゃみもその伏線。

　きっと「なんだか寒くなってきちゃった。ねえ、鍵坂くん？　この前私の家でハグしてくれたの憶えてる？　今日も抱きしめて温めてよ？」みたいなことを言いたいんだろう。

　だったら……。

「なんだか──」

「これ羽織ってろ」

　友利の言葉をさえぎるように、鞄に入っていたジャージの上着を取り出して手渡す。

「えっ!?　……いいの？」

「ああ」

「……ふうん。優しさ在庫切れ人間なキミにしては気が利くじゃん」

　どこか緊張した様子で、おずおずと俺のジャージを華奢な肩にかける友利。

　今日の体育で着ようと思って結局暑くて着なかったヤツだが、こんなところで役に立つとは。

（とりあえず、これで裏アカに書いてあった作戦は封じられた）

　あとはしばらくこの試着室で籠城すればいい。

「あのさ」

　心の中で思惑通りに進んだことに安堵していると。

　水着にジャージを羽織った友利は、照れくさそうに俺を見つめてきた。

「ありがとね」

「急にどうした？　俺にお礼を言うとかあんたらしくないぞ」

「私もそう思うけどさ。鍵坂くん、ちゃんと私の水着選びに付き合ってくれたじゃん」

「………」

「ジャージだって貸してくれたし、お礼くらい言うのが筋でしょ？　キミって学校では不愛想だけどさ」

　やっぱり少しは優しいとこもあるんだね、と。

　俺に気づかわれたのがよっぽどうれしかったのか、友利はにこやかにはにかんだ。

（……ああ、まったく）

　いい気なもんだ。

　こっちが裏アカをのぞいて友利の思惑通りにさせないためにあえて優しくしたっていうのにさ。

　けど、いつもの俺への塩対応とは真逆のあどけない笑顔を見てたら──。

「悪い」

「えっ」

「一つだけ言い忘れてたことがある。水着の色だけど、友利には赤が似合うと思う」

　つい伝える必要のない本音を伝えてしまっていた。

（友利って髪飾りもスマホも赤だしな）

　きっと赤が好きなんだろう。

　それに、ヒーローに憧れる友利には赤が似合ってる。

「さすが学年成績１位。頭が回るじゃん」

「は？」

「ホントは私も赤がいいかなって思ったんだ。けど、私って赤が好きでいつも選びがちだから今日は気分を変えて青にしてみたの」

「なるほどな」

「キミのおかげでやっぱり自分の好きな色の方がいいって思い直せた。だから、こっちにするね？」

「試着しなくていいのか？」

「問題ないでしょ。相棒くんが選んでくれたんだしさ。日曜にこれを着るのが楽しみ！」

　ハンガーにかかった赤色のビキニを手に持って俺に見せながら友利は微笑んだ。

　まるで子供みたいに、あどけない表情で。

「？　どうかした？」

「なんでもない」

　平静な声と表情を保ちながら返答。

（ああ、まったく）

　友利にオトされたりはしない。

　そう思ってたのに、上機嫌な彼女の笑顔を見たら、つい……。

（いや、違う）

　密室で水着姿の女子と二人きりって状況に落ちつかないだけ。

　別に友利の笑顔に胸が昂ってるわけじゃないさ。

　試着室の鏡の前で、赤い水着を体に当てて頬を緩ませている友利梓。

　そんな相棒の姿を見てたら、いつの間にか。

　俺も日曜日のデートが楽しみになってしまっていた。
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